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はじめに

このマニュアルではこの シリーズＦＯＲＴＲＡＮの使用法について説明してあ

ります。このシリーズＦＯＲＴＲＡＮは ，8080 ／8085 ／ Ｚ ８０ マ イクロプロ

セッサの為のＦＯＲＴＲＡＮです。ＦＯＲＴＲＡＮは ，コンピュータ言語 としては

最 も一 般的 に使用されている ものですが ，い くつかの異なった仕様のものがあ

ります。このシリーズＦＯＲＴＲＡＮは ，ＦＯＲＴ Ⅳ,或 はＡＮＳ１ ６６ ＦＯＲＴＲＡＮ ，JIS6000

レベ ル の サブセ ットですが，マ イクロコンピュータの為に幾つか

の拡張 がなされています。

このマニ ュアルでは，ヴァージョン3.0 以 上 のこのシリーズ の ＦＯＲＴＲＡＮ

の使用法について説明してあり ますが，ＦＯＲＴＲＡＮ言語の文法については，

以下に紹介する参考書を参照して下さい。

ＯＦＯＲＴＲＡＮ入門　　 浦　 昭二 編

培風館「電子計算機のプログラミング」シリーズ１巻

このマニュアノ`’でも，文法をよく知らない方の為に，上記の本を〔 参考書

２８ページ参照 〕と引用します。もちろん，ＦＯＲＴ Ⅳに精通なさってそる方

は，参照する必要はありません。参考書のページ数は〔 改訂版 〕に於けるもの

です。

１ －



１ ・ ＦＯＲＴＲＡＮ の 起 動

●必 要 な ハ ー ドウ ェア

(1)

(2)

(3)

8080 ／8085 ／Ｚ ８０　マイクロプロセッサ

最低４８Ｋバイトのフリーエリア（ ＣＰ／Ｍ－ＯＳを除く ）

一台以上のフロッピ一ディスクドライブ

●必 要な ソフ トウ ェ ア

(1)

(2)

ＣＰ／Ｍ　オペレーティング・システム

テキスト・エディタ

●ＦＯＲＴＲＡＮ　 マ スク ・デ ィ スク

(１) ＦＯＲＴ．ＣＯＭ ………… ＦＯＲＴＲＡＮコンパイラです。

(Ｚ) ＦＲＵＮ．ＣＯＭ ………… 実行時ルーチンです。

(３) ＣＯＮＦＩＧ．ＣＯＭ …… 環境の設定の為に使用します。

(４) ＦＲＲＯＲＳ……………… エラーメッセージが入っています。

(５) ＲＥＡＤ．ＭＥ …………… ＦＯＲＴＲＡＮに関する最新のニュースが入

っています。

(Ｑ　ＡＳＳＭ．ＣＯＭ ………… アセンブラですが，ＦＯＲＴＲＡＮ コンパイ

ル時にも必要です。

その他に，いくらかのサンプルプログラムが入っています。

● ＦＯＲＴＲＡＮ　 起 動 の 準 備

もし，マスダ ディスケットが書き込み禁止になっていなかったら，書き込

み禁止にして下さい。

次にＣＰ／Ｍ のＰＩＰコマンドを使用してマスク・ディスケットのコピーを

作り，７スダ ディスケットはしまってください。

２



１。１ ＦＯＲＴＲＡＮシ ステム の構 築

１
。
１ ．１　Ｆ Ｏ Ｒ Ｔ ． Ｅ Ｒ Ｒ の 作 成

ＣＯＮＦ ’ＩＧ．ＣＯＭ を 起動して，ＥＲＲＯＲＳフ フイルから， ＦＯＲＴ．ＥＲＲ

フ フイルを作成します。すな わち，ＣＰ／Ｍ の コマ ンド待ち状態の時に

ＣＯＮＦＩＧ。ﾉと します。 ＥＲＲＯＲＳフフイルの存在するドライブと，ＦＯＲＴ．

ＥＲＲ フＴイルを作成する ドライブを 尋ねて きますから，ドライブ名を 答えま

す。この作業はＥＲＲＯＲＳフ７イル内のテキ スト（ エ ラーメッセージ ）を 変更

しないか ぎりは，再び行なう必要はありません。ＣＯＮＦＩＧ コマンドを実行す

ると。自動的に次の節の説明の様に，システムの構築がはじまります。

－３－
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００ ＹＯＵ ＵＡＮＴ ＴＯ ＣＲＥ ＡＴＥ ＴＨＥ ＥＲＲＯＲ ＦＩＬＥ （ Ｙ／Ｎ ）Ｉｔ Ｙ ｔＪ

ＵＨＩＣＨ ＤＲＩりＥ ＣＯＮＴ ＡＩＮ Ｓ ＴＨＥ ＦＩＬＥ　 ’ＥＲＲＯＲＳ・？ Ｂ Ｕ

ＴＯ ＵＨＩＣＨ ＤＲＩＶＥ ＳＨＯＵＬＤ ’Ｆ ＯＲＴ ．ＥＲＲ・ ８Ｅ ＵＲＩＴＴＥＮ? Ｂ ｔＪ Ｉ

や＋＋ ＣＲＥＡＴＩＮＧ ‘ Ｆ ＯＲ Ｔ ．ＥＲＲ ’　＋＋＋　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ

優優優長優優優優優憂優優優優長優優優優優蜃養膏優・ 優優優優養優優優優優優優優優優優禰優優優優優貰優蜀長

＋４ キ Ｆ ＩＬＥ　 ’ＦＯＲＴ ．Ｅ ＲＲ ’ ００ＮＥ ＋４ ＋

＋＋＋ ＣＯＮＦ ＩＧＵＲＩＮＧ ＮＥ ＶＡＤＡ Ｆ ＯＲＴＲＡＮ ＣＯＭＰＩＬＥＲ ＋＋＋

ＵＨＩＣＨ ＤＲＩＶＥ ＣＯＮＴＡＩＮＳ ＴＨＥ ＦＩＬＥ ’ＦＯＲＴ ．ＣＯＭ ’？

ＳＰＥＣＩＦＹ ＤＲＩＶＥ ＩＺＩ ＴＯ ＳＫＩＰ ＴＨＩＳ ＳＴＥＰ： Ｂリ
ハ

（ 省略櫨を変更しない場合はＺでよい ）

ＴＨＥ ＮＵＭＢＥＲ ＩＮ Ｄ ＩＳ ＴＨＥ ＣＵＲＲＥＮＴ ＯＥＦＡＵＬＴ ＦＯＲ ＥＡＣＨ ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ ．

ＴＯ ＵＳＥ ＴＨＥ ＤＥＦＡＵＬＴ ， ＪＵＳＴ ＨＩＴ ＲＥＴＵＲＮ／ＥＮＴＥＲ; ＴＯ ＣＨＡＮＧＥ ． ＥＮＴＥＲ

ＴＨＥ ＮＥＵ りＡＬＵE I Ｎ DECI ＭＡL

ＳＹＭＢＯＬ ＴＡＢＬＥ ＳＩＺＥ 〔00050 〕Ｕ

ＬＡＢＥＬ ＴＡＢＬＥ ＳＩＺＥ ［00050 ］Ｕ

ＮＵＭＢＥＲ ＯＦ ＡＲＲＡＹＳ ［ ０１５］Ｕ

ＮＵＭＢＥＲ ＯＦ ＮＥＳＴＥＤ ＤＯ Ｌ００ＰＳ ［００５］Ｕ

ＩＦ－ＴＨＥＮ- ＥＬＳＥ ＮＥＳＴＩＮＧ ＤＥＰＴＨ Ｃ００５］Ｕ

Ｉ
Ｓ

Ｌ

Ａ

Ｄ

Ｉ

３？を参凧して変更して下さい。

オプシ 。ンにそれぞれ相当します。

ＴＨＥ ＦＯＬＬＯＵＩＮＧ ３ ＰＡＲＡＭＥＴＥＲＳ ＨＡＶＥ ＴＯ ＤＯ ＵＩＴＨ ＥＸＰＲＥＳＳＩＯＮ ＥＶＡＵＬＡＴＩＯＮ

ＴＨＥ ＭＯＲＥ ＣＯＭＰＬＥＸ ＴＨＥ ＳＴＡＴＥＭＥＮＴ ＴＯ ＢＥ ＥＶＡＬＵＡＴＥＤ ， ＴＨＥ ＬＡＲＧＥＲ ＴＨＥ

ＦＯＬＬＯＵＩＮＧ ３ ＰＡＲＡＭＥＴＥＲＳ ＭＵＳＴ ＢＥ ． ＴＨＥ ＤＥＦＡＵＬＴＳ ＳＨＯＵＮ ＳＨＯＵＬＤ ＢＥ

ＳＴＡＴＩＳＦＡＣＴＯＲＹ ＦＯＲ ＭＯＳＴ ＥＸＰＲＥＳＳＩＯＮＳ

ＮＵＭ８ＥＲ ＯＦ ＴＥＭＰＯＲＡＲＩＥＳ ＵＳＥＤ ＤＵＲＩＮＧ ＥＸＰＲＥＳＳＩＯＮ

ＮＵＭＢＥＲ ＯＦ ＯＰ－Ｃ００Ｅ ＳＴＡＣＫ ＶＡＲＩＡＢＬＥＳ ［ ０４０］ｔＪ

ＮＵＭ８ＥＲ ＯＦ ＯＰＥＲＡＮＤ ＳＴＡＣＫ ＶＡＲＩＡ８ＬＥＳ ［ ０４０］Ｕ

（ Ｔ ，０ ．Ｐ，オプ シ 。ンにそれぞれ相当します。3.7 を参鯛して下さい ）

E ＶＡＬＵＡＴＩＯＮ ［015 ］Ｕ

ＣＨＡＲＡＣＴＥＲ ＴＯ ＢＥ ＵＳＥＤ ＴＯ ＳＵＲＲＯＵＮＤ ＨＥＸ ＣＯＮＳＴＡＮＴＳ ＩＮ ＳＴＲＩＮＧＳ ［ ＼］Ｕ

（ ターミナルによ。ては￥。本文中では＼＜パ フクスラッシ。＞となってい１ す。）

ＣＡＮ ＹＯＵＲ ＣＯＮＳＯＬＥ ＯＵＴＰＵＴ ＤＥＶＩＣＥ ＨＡＮＤＬＥ ＬＯＵＥＲ ＣＡＳＥ ＬＥＴＴＥＲＳ？ （ Ｙ／Ｎ ） ＹｔＪ

ＵＨＩＣＨ ＤＲＩＶＥ ＣＯＮＴＡＩＮＳ ＴＨＥ ＦＩＬＥ ＩＦＲＵＮ．ＣＯＭ・？ （ コンソール出力に小文孚が可帷か ）
ＳＰＥＣＩＦＹ ＤＲＩＶＥ ’ＺＩ ＴＯ ＳＫＩＰ ＴＨＩＳ ＳＴＥＰＳ ＢｔＪ

（・ 略儀を変更しない場合は Ｚでよい ）

４＋＋ ＣＯＮＦＩＧＵＲＩＮＧ ＮＥりＡＤＡ ＦＯＲＴＲＡＮ ＲＵＮＴＩＭＥ ＰＡＣＫＡＧＥ ＋＋＋

ＹＯＵ ＣＡＮ ＳＰＥＣＩＦＹ ＯＮＥ ＯＦ ３ ＵＡＹＳ ＴＨＡＴ ＴＨＥ ＲＵＮＴＩＭＥ

ＰＡＣＫＡＧＥ ＣＡＮ ００ ＣＯＮＳＯＬＥ Ｉ／０． ＥＡＣＨ ＨＡＳ ＩＴＳ ＡＤＶＡＮＴＡＧＥＳ ．

ＣＯＮＳＵＬＴ ＹＯＵＲ ＣＰ／Ｍ ＭＡＮＵＡＬＳ ＦＯＲ ＴＨＥ ＯＩＦＦＥＲＥＮＣＥＳ ＯＦ ＥＡＣＨ

ＥＮＴＥＲ：

Ｏ ＴＯ ＵＳＥ ＤＩＲＥＣＴ ＢＩＯＳ Ｉ／０

２ ＴＯ ＵＳＥ ＣＰ／Ｍ ＦＵＮＣＴＩＯＮＳ １ ＆ ２

３ ＴＯ ＵＳＥ ＣＰ／Ｍ ＦＵＮＣＴＩＯＮ ６

２ｔＪ　 ＣＰ／M 1.4 の増合は２を君んで下 さい。

ＣＡＮ ＹＯＵＲ ＣＯＮＳＯＬＥ ＯＵＴＰＵＴ ＤＥＶＩＣＥ ＨＡＮＤＬＥ

ＤＵＲＩＮＧ ＰＲＯＧＲＡＭ ＥＸＥＣＵＴＩＯＮ？ （ ￥／Ｎ ） ＹＵ

コンソールに小文宇出力が可飯か？

しＯＵＥＲ ＣＡＳＥ ＬＥＴＴＥＲＳ

ＤＯ ＹＯＵ ＨＡＶＥ Ａ ＮＯＲＴＨ ＳＴＡＲ ＦＬＯＡＴＩＮＧ ＰＯＩＮＴ ＢＯＡＲＤ ＩＮ ＹＯＵＲ

ＳＹＳＴＥＭ７ （ Ｙ／Ｎ ） ＮＵ

ノーススター社の演算ボードを使用しているか？

゛゛゙ ＡＬＬ ＤＯＮＥ ゛゛゛　　　　　　　 － ４ －



１。１．２ ＦＯＲＴＲＡＮシ ス テ ム の 構 築

ＦＯＲＴ．ＥＲＲの作成に引続いて，コンパイル・オプションと実行時ルーチ

ンのパラメタの省略値の設定を行ないます。オプション名とその省略値を表示

して入力を促しますので，その省略値をそのまま認めるならば，μを，変更し

たければ新しい値を入力してノを続けて入力して下さい。　１６進数で答える場

合とＹ／Ｎで答える場合がありますが，表示されている値をそのまま認める時

は。ノだけでよろしい。 コンパイル・オプションについては，２．３節と３．７

節を参照して下さい。小文字の使用を許すかどうかという問いがありますが，

もしコンソールからの小文字入力が可能ならＹを，不可能ならばＮを入力して

下さい。（ 例を参照して下さい。 ）

続けて　実行時ルーチンのパラメタの省略値を設定します。　コンソールの入

出力に，どのＢＤＯＳコールを 使用するか，小文字が出力できるか，ノースス

ター社の浮動小数点ボードを使用するかについて答えます。（ 例を参照して下

さい。　）

以上でシステムの構築作業は終了しました。ディスク・スペースに余裕がな

ければ，ＣＯＮＦＩＧ．ＣＯＭとＥＲＲＯＲＳフフイルを消して下さい。

５



２・プログラムのコンパイルと実行2.1

プログラムの作成

テキスト・エディタを使用してフ ォートランのソース・プログラムを作りま

す。フ７イルの拡張子は，ＦＯＲにして下さい。ソース・プログラムの詳細に

ついては３．２節か参考書Ｐ．１８５を見て下さい。

2｡2 プログラムのコンパイル

ソース ’プログラムは，

ＦＯＲＴｏＵ：ＰＧＭ．ＬＡＯｏ ＳＯＰＴＩＯＮＳ４ノ

とすればコンパイルできます。ここで，

・ ＦＯＲＴ はＦＯＲＴ．ＣＯＭを示します。

‘ Ｕ：は，ソースプログラムの存在するドライブ名です。

・ＰＧＭ は拡張子なしのソースプログラム名です。

・Ｌは，以下の様にりストの出力先を指定します。すなわち，

Ａ－Ｐ　ドライブ名

χ　システムコンソール

Ｙ　ＣＰ／Ｍ のリストデバイス

Ｚ　リスト出力を省略する

ただし，Ａ－Ｐを指定した時リスト出力フ ァイルはＰＧＭ．ＬＳＴ という名

前になります。

・ Ａは中間フフィルの出力先を指定します。すなわち

－６－



Ａ 一Ｐ

Ｚ

- ‥ - 一 一

ドライブ名

中間ファイルの出力を省略する。

中間ファイルの拡張子は ．ＡＳＭ となります。　このフフイルはフォートラン

コンパイラによって自動的に消去されます。

・ Ｏはオブジェクト・ファイルの出力先を指定します。すなわち，

Ａ Ｐ

Ｚ

ドライブ名

オブジェクト・フフイルを作らない。

オブジェクト・ファイルは， 。０ＢＪ という拡張子を持ちます。

＜ 注 ＞ もし，中間ファイルか，オブジェクト・フ ァイルかにＺを指定すると

オブジェクト・ファイルは生成されません。

もしドライブ名を指定しなければデフォルト・ドライブ上に作成します。

ＦＯＲＴ．ＣＯＭ とＡＳＳＭ．ＣＯＭ ファイルが，デフォルト・ドライブ上に

存在しなければなりません。

もしＯにＺ以外を指定すると，中間フ７イルは自動的に消去されます。Ｚを

指定すると，ＡにＺ以外を指定した場合は，．ＡＳＭ という拡張子を持つ中間

フ７イルを出力します。

２ ．３ コ ン パ イ ル 時 の オ プ シ ョ ン

コンパイル時に指定できるオプションについて説明します。これらのオプシ

ョンは，コン･'`゙イル時に，コマンド行の最後にＳ記号に続けて入力します。例

えば

Ａ ＞ Ｆ Ｏ ＲＴｌ ｊＵ ： Ｐ Ｇ Ｍ ． Ｌ Ａ ＯＵ Ｓ Ｎ Ｐ ２ ．ノ

７



の様にします。

各 オ プ シ ョ ン の 説 明

Ｎ　中間フ７イルとオプジェクトフ７イルを作成しません。

Ｐ　リスト出力をページ編成にします。即ち６６行／１ページでフ ォートラ

ンのプログラム単位ごとに改ページします。

１

ソースプログラムの各行の ６６け た目まで空白を 詰めます。

２　ソースプログラムの各行の７２けた目まで空白を詰めます。

＜ 注＞ 通常ソース・プログラムの各行には空白を詰めません。この問題は継

続行の処理の時に起こります。ＦＯＲＴＩＶの標準的な文法では継続行の７けた

目が前行の７２けた目に続く規約になっています。文字定数が二行に分かれて

いる時に７２けたまで 空白を詰めるかどうかが問題になります。例をあげます。

１ ０ ＦＯＲＭＡＴ （ ’ＴＨＩＳ　ＩＳ　ＡＮ

４．ＥＸＡＭＰＬＥ ’）

を空白を詰めないでコンパイルすると実行時には

ＴＨＩＳ　ＩＳ　ＡＮ　ＥＸＡＭＰＬＥ

となりますが，２のオプションを付けると，

ＴＨＩＳ　ＩＳ　ＡＮ －４９個の空白－ＥＸＡＭＰＬＥ

となります。これらのオプションは，昔のパンチカードに打たれたプログラム

をフ ォートランでコンパイル，実行する時以外は使う必要はありません。

８



Ｈ

Ｃ

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

Ｐオプションと共に使用します。　リスト出力にヘッダーをつけます。

＝ ＸＸＸＸ コモン共通ブロックの数の最大値を指定します。 １０進

数で指定します。省略値は１５です。

Ｂ ＝ＸＸＸＸ　　　ソースプログラムの論理行の最大字数を １０進数で指定

します。継続行も含めた文字数です。省略値は５３０です。（ 文字定数

外の空白は数えません。）

Ｍ ＝ＸＸＸＸ　　 無名コモン（ 無名共通ブロック）の最下位アドレスを指

定します。すなわち，この値にＯＢＦＦＦ番地を指定すると，共通ブロ

ックの大きさが５１２バイトならば，０ＢＥ００Ｈから ＯＢＦＦＦＨ ま

でが共通ブロックとなります。１６進数で指定します。

このＭオプションはＣＨＡＩＮを使ってプログラム間でデータを引渡

す為に使います。

＜ 例 ＞

Ａ＞ＦＯＲＴ Ｍ ＹＰＲＯＧ　ＳＣ＝２０ｙ

デフ ォルトドライブ上のＭＹＰＲＯＧ．ＦＯＲ をコンパイルして同じドライブ上

に，．ＡＳＭ ，．ＬＳＴ ，。０ＢＪファイルを作成します。 コモンブロックは ２０個

まで許します。

Ａ ＞ＦＯＲＴ ＴＥＳＴ ．ＹＺＺ　ＳＰ。ﾉ

デフォルトドライブ上のＴＥＳＴ．ＦＯＲをコンパイルします。リスト出力を

ＣＰ／Ｍ のＬＳＴ： デバイスに出力し。中間ファイル，オブジェクトフ７イル

を作りません。プログラム単位ごとに改ページするオプションをつけました。

９



2｡4 プログラムの実行

オブジェクトフフイルができたら，

Ａ＞ＦＲＵＮＩ ，Ｕ ： フ ァイル名ｙ

とする事によってプログラムが実行できます。Ｕ：はフ７イル｡０ＢＪの存在

するドライブの名前です。もしデフォルトドライブ上に存在する場合は指定す

る必要はありません。実行時ルーチンは，１００Ｈ番地から３ＦＦＦＨ番地 まで

の１６ ＫＢｙｔｅを 占めます。 オブジェクトフ７イルは4000H 以降にロードさ

れます。

プログラムが正常終了するか又はエラーによって異常終了するかによって，

ＣＰ／Ｍ のコマｙド待ち状態に戻ります。

＜ 例＞

コンパイルと実行の例を示します。

Ａ＞ＦＯＲＴ。 ＧＲＡＰＨｙ

Ａ＞ＦＲＵＮｌｌＧＲＡＰＨｙ

リスト出力とオブジェクトファイルをデフォルトドライブに作成します。そ

してプログラムを実行します。

２
。
５ Ｃ Ｏ Ｍ フ ァ イ ル( 実 行 形 式 の フ ァ イ ル) の 作 成

ＣＰ／Ｍ の実行形式のファイルを作成する事ができます。実行形式のファイ

ルは，ＦＲＵＮ．ＣＯＭ とオブジェクトファイルを合わせたものになりますから

オブジェクトフフイルに比べて１６Ｋバイト程大きくなります。実行形式のフ

ァイルを作成する為には，

Ａ＞ＦＲＵＮｌｌＧＲＡＰＨ ．Ｃｙ

－１０ｒ



とします。　ＧＲＡＰＨ．ＣＯＭが作られます。このプログラムを実行する為

には，

Ａ＞ＧＲＡＰＨｙ

とします。

１ １ －



３ ・ Ｆ Ｏ Ｒ Ｔ Ｒ Ａ Ｎ 言 語 の 文 法

３．１ Ｆ ＯＲ ＴＲ ＡＮ で 使 え る 文 字

英 字 Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈ，Ｉ，Ｊ，Ｋ，Ｌ，Ｍ, Ｎ， ０，Ｐ

Ｑ，Ｒ，Ｓ，Ｔ，Ｕ，Ｖ, Ｗ, Ｘ，Ｙ，Ｚ

数 字 ０，１，２，３，４，５，６，７，８，９

特 殊文 字

。　空白 （ 。で表わす ）

一
一 等号

十　 プ ラス

ー　 マイナス

ｆ　 アステリスク

／　 スラッシュ（ 斜線 ）

（

）

左 か っ こ　 （ ｌｅｆｔ ｐａｒｅｎｔｈｅｓｉｓ ）

右 か っ こ　 （ ｒｉｇｈｔ ｐａｒｅｎｔｈｅｓｉｓ ）

コ ン マ

点 （ 小 数 点 ）

Ｓ　 ダラー記号
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井　ナンバー記号

＆　フンド記号 （ ａｍｐｅｓａｎｄ ）

＼　バックスラッシュ

：　コロン

；　セミコロン

などのアスキー記号か使えます。

＜ 注＞ 小文字は，文字定数以外では大文字に変換されます。

以下の特殊文字はこのＦＯＲＴＲＡＮでは特殊な意味があります。

Ｓ　ダラー記号は以下に続くＯ～９，Ａ～Ｆと合わせて １６進数とし

て扱う事を示します。４．３．１を参照して下さい。

井　ナンバー記号は以下に続くＯ～９，Ａ～Ｆと合わせて１６進数と

して扱う事を示します。 ４．３．１を参照して下さい。

＆　フンド記号は，使われる場所によって２つの役目があります。

１）ＦＯＲＭＡＴ 文中で文字定数の中で＆を使用した場合は，以

下に続くＡ～Ｚ，などと合わせてＡＳＣＩＩのコントロール

記号を示します。

例えば　＆Ｊはラインフィートを示します。

（ １０．5.14 を参照して下さい ）

2） サブルーチン副プログラム中では，多重リターンの戻り番地

を示します。

（ ９．５を参照して下さい ）
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-

＼　バックスラッシュは，アスキーコードを １６進数で表わす為に用

います。

（ ４．３．２を参照して下さい ）

コンソールによっては￥記号の場合があります。 ＪＩＳコードで

は￥です。

３
。２ Ｆ Ｏ

Ｒ Ｔ ＲＡ Ｎ の 文 と 行 と プ ロ グ ラ ム 単 位

ＦＯＲＴＩＶの規約に従っています。ただし，オプシ｡ヨンの選択によって，行

の最後に詰められる空白の扱いが違います（２． ３で説明しました）。各行は

キャリッジリターンで区切られます。文は数行に渡る場合や，一行に複数個存

在する場合も許されます。（ ３．４を参照して下さい ）（ 参考書Ｐ．１８参照）

ただしＥＮＤ行はＥＮＤ文となっています。（ ＦＯＲＴ Ⅳからの拡張 ）

プ ログ ラム単位とは ，主プログラムか副プログラムの事を言います。 主プロ

グラムは ＳＵＢＲＵＴＩＮＥとＦＵＮＣＴＩＯＮとでない文から始まりＥＮＤ文で終

る一連の文の集まりで ，実行可能プ ログ ラムには一つしか存在してはなり ませ

ん。 副プログラムは ＳＵＢＲＯＵＴＩＮＥ文かＦＵＮＣＴＩＯＮ文で始まりＥＮＤ

文で終る一連の文の集まりです。 実行可能プログ ラムは一つ の主プロ グラムと。

いくつかの副プログラムとから成っています。

３ 。３ Ｆ ＯＲ Ｔ ＲＡ Ｎ の 文

ＦＯＲＴ Ⅳの規約に従います。ただし複数行に渡る文は空白（ 文字定数の内

の空白は除く ）を含めないで ５３０文字以内でなければなりません。（ これは

Ｂオプションで変更できます ）

３ 。４ 複 文

文は一行に複数個書く事ができます。各文はセミコロンで区切る事が必要で
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す。その文がラベル（ 文番号 ）を持つ場合は，：で文番号と文を区切ります。

例えば。

３

Ａ＝１

ＣＯＮＴＩＮＵＥ

Ａ＝Ａ＋1

ＴＹＰＥ　Ａ

ＧＯ　Ｔ０　 ３

ＥＮＤ

は複文として書 くと

Ａ ＝１ ； ３ ： Ｃ ＯＮＴＩＮＵＥ；Ａ ＝Ａ＋1 ；Ｔ ＹＰＥｔ_
ＪＡ

ＧＯＴ０　 ３ Ｅ Ｎ Ｄ

3｡５ ＦＯＲＴＲＡＮプログラムの書き方

１

９

ＣＰ／Ｍ のテキストエディタを使用して，ＦＯＲＴ Ⅳの規約と前章までに説

明した拡張された規約を守ってプログラムを書きます。プログラム単位ごとに

その直前にＯＰＴＩＯＮ文を付ける事ができます。

．ＦＯＲ ファイルはすぺての副プログラムを含んでいなければなりません。す

なわち，各プログラム単位を別々にコンパイルする事はできません。（ ３．６

を参照して下さい ）

３ 。６ Ｃ ＯＰ Ｙ 文

文 法 ：ＣＯＰＹ－ドライブ名：ファイル名

このＦＯＲＴＲＡＮは各プログラム単位を別々にコンパイルする事はできません

が，ＣＯＰＹ文を使用する事によってソースファイルを小さくする事ができま

す。例えば，あるプログラム単位を別のソースファイルとしてディスケット上

に置いておき，コンパイル時にとり込む事ができます。例えば，Ｂドライブ上

のＡＤＤＩＴ．ＦＯＲというファイルにＡＤＤＩＴというサブルーチン副プログ

が用意されている時に，以下の様にする事ができます。
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Ａ＝１

ＣＡＬＬ　ＡＤＤＩＴ（ Ａ，Ｔ ）

ＷＲＩＴＥ（ １，戈）Ｔ

ＳＴＯＰ

ＥＮＤ

ＣＯＰＹＵｏＢ：ＡＤＤＩＴ

ＣＯＰＹ文はフフイル名の前に一文字以上の空白を入れなければなりません。

ＣＯＰＹ文はネストできません。ＣＯＰＹ 文で読み込まれるフ７イルの中に

ＣＯＰＹ文が存在してはなりません。

３ 。７ ０ ＰＴＩＯ Ｎ Ｓ 文

文 法 ：ＯＰＴＩＯＮＳ。オプション並び

各オプションはコンマで区切ります。

ＯＰＴＩＯＮＳ文は以下に続くプログラム単位のコンパイル時のオプションを

指定する為の文で，プログラム単位の先頭に存在しなければなりません（ なく

てもよい）。以下にそのパラメタの指定の仕方と意味を示します。各パラメタは

コンマで区切り，最初のパラメタの前には空白を入れて下さい。 ＯＰＴＩＯＮＳ

文の有効範囲は以下に続く一つのプログラム単位だけです。

Ｓ＝ｎ　ｎは １０進数でプログラム単位に存在し得る変数の数の最大

値を指定します。省略値は ５０です。

Ｌ＝ｎ　ｎは １０進数でプログラム単位に存在し得る文番号の数の最

大値を指定します。省略値は ５０です。

Ｔ＝ｎ　ｎは １０進数で一つの式の評価をする時の一時的な変数の数

の最大値を指定します。省略値は１５です。

Ｄ＝ｎ　ｎは １０進数でＤＯ－ループの入れ子の数の最大値を指定し

ます。省略値は５です。
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Ａ＝ｎ　ｎは １０進数で，配列の個数の最大値を指定します。省略値

は１５です。

Ｏ＝ｎ　ｎは１０進数で式の評価の際の演算子などの数の最大値を指

定します。コンパイル時に３Ｆの番号のエラーが起ったらｎ

を増して下さい。省略値は４０です。

Ｐ＝ｎ　ｎは １０進数で式の評価の際の変数や定数の数の最大値を指

定します。コンパイル時に３Ｆの番号のエラーが起ったらｎ

を増して下さい。省略値は４０です。

Ｉ＝ｎ　ｎは １０進数でＩＦ－ＴＨＥＮ－ＥＬＳＥ節の入れ子の数の最

大値を指定します。省略値は５です。

Ｅ

Ｇ

Ｘ

Ｎ

Ｂ

リスト出力に変数や定数の参照表を作成する事を指示します。

リスト出力にエラーメッセージのかわりにエラー番号を出力

する様に指示します。

各文にＩＳＮ（ 内部文番号 ）を付けて，実行時エラーがどの

文で発生したかわかる様にする事をコンパイラに指示します。

このオプションをつけると各文に対して５バイトづっオブジ

ェクトフ７イルが長くなりますが，デバッグの際には便利で

す。

中間ファイル，オブジェクトファイルを作成しない事を指示

します。文法エラーを発見する為のコンパイルである事を意

味します。

ＦＯＲＴＲＡＮ の各文を中間ファイル（ ．ＡＳＭ フフイル）に

アセンブラの注釈として挿入する事を指示します。
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Ｑ

一 一 ‥ - 一 一

ユーザが実行時エラー処理を自分でしようと考えている場合

にはこのオプションを付けなければなりません。（6.10

を参照して下さい ）

Ｓ，Ｌ オプション以外はｎは２５５以下です。　Ｓ，Ｌ，Ｔ ，Ｄ ，Ａ，０，Ｐ

Ｉの各オプ ションはその省略値をＣＯＮＦＩＧ時 に変更で きます。

＜ 例＞

ＳＯＰＴ ＩＯＮＳ　 Ｘ．Ｇ ．Ｓ＝２００．Ｌ ＝１００

Ｘ，Ｇ，Ｓ，Ｌの各オプションを変更又は指定しました。
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４・数、定数、変数型、共通ブロック4.1

数の内部表現
このＦＯＲＴＲＡＮでは数値の内部表現として以下の様な形式を採用していま

す。すなわち一つの数値は６バイトを占めます。　６バイトのうちの４バイトに

８けたの仮数部かＢＣＤ形式（ ２進化１０進形式 ）が，次の１バイトに正負の

区別が，その次の１バイトに指数部がおさめられています。これによって，

0.10000000E －１２７から，0.99999999E ＋127 までの正負の数

とＯが表現できます。このＦＯＲＴＲＡＮの実数は，この範囲となります。指数

部は，符号付き整数（ ２の補数表示 ）に８０Ｈを加えたものとなっています。

Ｏは，指数部をＯとして表現しています。

９　９１９

上位バイト

９１９ ９１９ ９１符 引 指 数

仮数 下位バイト

４ 。２ 数 値 の 範 囲

数は実数も整数も４．１で説明した表現を使用しています。従って実数は４．

１で説明した通りで整数は－99999999 から99999999 までです。

実数の範囲

Ｏ

Ｏ

０．０

-

99999999E ＋127 ≦ ｒ ≦－０．１Ｅ －１ ２７

ｏ　０．１Ｅ－１２７≦ｒ≦0.99999999E ＋127
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整数 の範囲

－99999999 ≦ｉ ≦99999999

4｡3 定数

４ 。３．１ 整 定 数 と 実 定 数

整定数と実定数はＦＯＲＴ Ⅳの規約に従ったものの他に，Ｓ記号，井記号を

用いて １６進数で与える事ができます。

Ｓ記号では－ＳＦＦＦＦから十ＳＦＦＦＦまで，

井記号では＃0000 から＃ＦＦＦＦまでです。

Ｓ記号と井記号は全く異なるものなので注意して下さい。Ｓ記号は，内部表

現に変換してから格納されますが，井記号はそのまま格納されます。即ち，

Ｓ８０５Ｆ は内部では　 ３２　８６　３０　００　００　８５

となりますが，

＃８０５Ｆ は内部では　 ５Ｆ　８０　００　００　００　００

となります。この違いを理解してから使用して下さい。　８０５ＦＨは１０進数

では３２，８６３ですから，Ｓ記号の方は　0.32863E5　 として格納された

のです。

４。３．２ 文 字 定 数

文字定数は引用符（ ’）で囲みます。文字定数の中に引用符を使用したい場

合は，二つの引用符を続けて入力します。バックスラッシュで囲んで，アスキ

ーコードを １６進数で指定する事ができます。
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＜ 例＞

Ｉ Ｔ ｈｉｓ　ｉｓ ａ ｓｔｒｉｎｇ ｃｏｎｓｔａｎｔ

ｌ Ｓ ｉｎｇｌｅ ｑｕ ｏｔｅ　ｉｓ （ １ １　） １

ＩＧＯＯＤ＼２１＼ ”

ま す 。

は一つの引用符を，＼２１＼ はアスキーコードの２１Ｈ（ １）を表わし

文字定数内に＼Ｏ＼を使用してはいけません。＼Ｏ＼は文字定数の終りを指示

示します。／記号（バックスラッシ。）はＣＯＮＦＩＧ時に変更でさます。

4｡3.3 論理定数

論理定数には　．ＴＲＵＥ．と ．ＦＡＬＳＥ．があります。それぞれ真，偽を

表わします。内部的には，．ＦＡＬＳＥ．がＯで，．ＴＲＵＥ．が１であらわされ

てます。ただし，０以上の数はすべて ．ＴＲＵＥ ． として扱われます。

４。４ 変 数 名

変数名はＦＯＲＴＩＶの規約に従っています。英字で始まる６文字£1内の英数

字です。

＜ 例＞

ＡＢＪ

Ａ３８

ＪＧＭＪＧＭ
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４
。
５ 型 の 指 定 （ 宣 言 ）

型の指定は暗黙的な型宣言も含めてＦＯＲＴ Ⅳの規約に従っています。ただ

し型の種類は４種類です。

文法：

ＩＮＴＥＧＥＲ　 ＶＩ，Ｖ２，………　Ｖｎ

ＲＥＡＬ　 ＶＩ，Ｖ２，Ｖ３，……Ｖｎ

ＬＯＧＩＣＡＬ　 ＶＩ，Ｖ２，……，Ｖｎ

ＤＯＵＢＬＥ　ＰＲＥＣＩＳＩＯＮ ＶＩ，　Ｖ２，”’‘ ≒`　Ｖｎ

Ｖｉ は変数名，配列名，関数名または配列宣言子

複素数型は使用できません。また，ＤＯＵＢＬＥ　ＰＲＥＣＩＳＩＯＮ（ 倍精度

実数型 ）はプログラムの内部ではＲＥＡＬ（ 実数型 ）と同じものとして扱われ

ますから他機種からのプログラムの移植の際には注意が必要です。論理型は必

ず宣言しなければなりません。各変数は一つの型しか持つ事ができません。型

宣言文はＩＭＰＬＩＣＩＴ文に優先しますし，ＩＭＰＬＩＣＩＴ文は暗黙的な型宣

言に優先します。（ 暗黙的な型宣言とは，頭文字がＡ－Ｈ，０－Ｚの変数名を

実数型として，１－Ｍの変数名を整数型として変数を使うというＦＯＲＴ Ⅳ の

規約の事でＩＭＰＬＩＣＩＴとは異なった意味に用いています。）

＜ 例 ＞

ＩＮＴＥＧＥＲ　Ａ，ＺＯＴ，ＺＡＰ（ １０ ）

ＲＥＡＬ　Ｒ１，ＲＪ，ＩＮＴ（ １００）

ＬＯＧＩＣＡＬ　ＩＮＩＴ，ＦＬＡＧＩ，ＬＯＧＩ

４ 。６ Ｄ Ａ ＴＡ 文

文 法 ：ＤＡＴＡｏ Ｖ／ｄｌ ，ｄ２／……ｄｍ／

ｄｉ は定数。ただしＶが配列名の場合に限って複数個並べる事ができます。

ＤＡＴＡ文はＦＯＲＴＩＶの規約に従っています。ただし以下の形のものに限

って使えません。

Ｚ２



ＤＡＴＡ　Ａ，Ｂ，Ｃ　／１，２，３／

ＤＡＴＡ　Ａ／１／，Ｂ／２／，Ｃ／３／

２番目の書き方に従って下さい。

×

○

無名共通ブロック内の変数にはＤＡＴＡ文で初期値を与える事はできません。

配列に初期値を与える場合は要素の数とデータの数が異なっていてもかまいま

せん。 ＤＡＴＡ文は ，プログラム単位をすべてコンパイルし終ってから評価さ

れますからＤＡＴＡ文にエラーが存在した場合にはＥＮＤ文 の後に表示されま

す。ＤＡＴＡ 文で初期値を与えられた変数がプログラム単位の中のどこにも現

われていない場合にもエラーが起こります。

４
。
７ 共 通 ブ ロ ッ ク （Ｃ Ｏ Ｍ Ｍ ＯＮ 文 ）

ＣＯＭＭＯＮ文はＦＯＲＴⅣの規約に従っています。無名共通ブロック（ ブラ

ンクコモン）は，ＣＰ／Ｍ のＴＰＡの最終番地におかれます。（ ２．３Ｍオプ

ションを参照 ）ブランクコモンは初期化されませんから同じサイズのコモンブ

ロックを使用すればＣＨＡＩＮ（11.2 を参照して下さい）時にデータの受け

渡しができます。

文 法 ：ＣＯＭＭＯＮ ／ブロッ ク名１／Ｖｌ，Ｖ２，゜゚̈ ¨，Ｖｎ／ブロック名２

／Ｖｎ＋Ｉ，Ｖｎ＋２，¨" ゜゙Ｖｎ＋ｍ

ブ・ ツク名１はなくてもよい。その場合２本の斜線もなくてもよい。

名前付コモンの名前は関数名やサブルーチン副プログラム名とは違う名前を

付けて下さい。名前付きコモンの名前は５文字以内です。

コモンの名前として，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｈ，Ｌ，Ｍ，ＳＰ，ＰＳＷは許

されていません。
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４
。
８ １Ｍ ＰＬＩＣＩＴ 文

ＩＭＰＬＩＣＩＴ文はＦＯＲＴｌＶには存在しません。暗黙の型宣言を変更する

為に使用します。即ち，ＦＯＲＴＩＶでは　型宣言をしなかった場合にはＡ－Ｈ，

○－Ｚを頭文字とする変数を実数型，Ｉ，Ｊ，Ｋ，Ｌ，Ｍ，Ｎを頭文字とする

変数を整数型とします。ＩＭＰＬＩＣＩＴ文は以下の様にこれらの暗黙の型宣言

を変更します。

文 法 ：ＩＭＰＬＩＣＩＴ。型（ 範囲 ），型（ 範囲 ）

＜ 例＞

ＩＭＰＬＩＣＩＴ　ＩＮＴＥＧＥＲ（ Ｚ，Ａ－Ｅ ）

頭文字がＺ，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅではじまる変数を整数型として宣言します。

ハイフン（ マイナス ）は，その間の文字すべてを意味します。

ＩＭＰＬＩＣＩＴ　 ＩＮＴＥＧＥＲ（ Ａ－Ｚ ）

すべての変数を整数型とします。

ＩＭＰＬＩＣＩＴ文は，プログラム単位の中ではＳＵＢＲＯＵＴＩＮＥ文あるい

はＦＵＮＣＴＩＯＮ文の直後になくてはなりません（なくてもよい）。主プログ

ラムでは一番始め（ ＳＯＰＴＩＯＮＳ文の次 ）に存在しなくてはなりません

（ なくてもよい ）。
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一 一 ‥

５・式

式には三種類あります。算術式，関係式，そして論理式です。算術式は，定

数，変数，配列要素などを算術演算子で結合したものでその構成要素によって

整数型，実数型のどちらかの型を持ちます。関係式は二つの算術式を関係演算

子で結んだもので，真か偽かの値を持ちます。論理式は，論理型の変数や関係

式を論理演算子で結んだもので真か偽かの値を持ちます。

算術演算子　　 蒼共　 又は　 ∧

蒼
　
／
　

十

関係演算子　　 ．ＥＱ ．

．ＮＥ ．

．ＧＴ ．

．Ｌ Ｔ ．

．ＧＥ．

．Ｌ Ｅ．

論理演算子 ．Ｎ Ｏ Ｔ ．

．Ａ Ｎ Ｄ ．

．０ Ｒ ．

．Ｘ Ｏ Ｒ ．

べき乗

乗算

除算

加算

減算

等しい

等しくない

大きい

小さい

大きいか等しい

小さいか等しい

否定

論理積

論理和

排他的論理和

∧　と．ＸＯＲ．はＦＯＲＴ Ⅳ　 からの拡張です。

．ＮＯＴ ．と　ー（ 負符号の場合 ）は単項演算子です。

5｡1 演算子の結合の強さ

算術演算子と関係演算子，論理演算子が同一式中にあり，その演算順序がか
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つこによって完全には規定されていない時には，つぎの順序で評価されます。

（ 強～弱 ）

強　関数の評価

べき乗　　　　 共蒼　又は　∧

乗除算

加減算 （ 単項演算子の負符号を含む ）

関係演算

否定

論理積

論理和又は排他的論理和

弱　代入

５．２ 式 の 評 価

式の評価は以下の順序で行なわれます。

1）　 かっこで囲われた式の評価

2）　 かっこの中は前節の結合の強さの順序で評価されます。

3）　 同じ強さの演算子は左から右に評価されます。

５。３ 整 数 の 演 算

整数と実数の違いはけたあふれと除算の際の小数点以下の切り捨てとにあり

ます。
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除数と被除数が共に整数である場合には，結果の小数点以下は切り捨てられ

ます。例えば４／３は１となります。

乗算の場合に整数ならば99999999 を越えるとけたあふれが起ります。例

えば　　10000 ×12000 はエラーになります。（ ＩＮＴ ＲＡＮＧ ＥＲＲＯＲ ）

＜注＞

・通常のＦＯＲＴＲＡ.Ｎ では整数の桁あふれはおこらない事になっています。

移植の際には注意して下さい。

５。４ 実 数 の 演 算

実数の演算は，結果が実数の範囲を越えたら　ＯＶＥＲＦＬＯＷ　ＥＲＲＯＲ

になります。

０。０での除算は，エラーとなります。

5｡5 論理型の演算

論理型の演算は実数型 ，整数型 の演算とは異なっています。 結果は真（ １ ）

か偽（ Ｏ ）のどちらかになります。 関係演算子は，２つ の算術式の関係が真で

あれば．ＴＲＵＥ ．，偽であれば ．ＦＡＬＳＥ．となります。 真と１と．ＴＲＵＥ．，

偽とＯと．ＦＡＬＳＥ ．は同じ事を意味します。

＜ 例 ＞

Ａ　＝　１ ．ＧＴ ．２　　　Ａは０となります

Ａ　＝　１ ．ＥＱ ．Ｉ　　　Ａは１となります

Ａ　＝　 ．ＴＲＵＥ ．。０Ｒ ．．ＦＡＬＳＥ ．Ａは１となります。

Ａ　＝　Ｐ ．ＡＮＤ ．Ｑ　　ＰとＱの値の真偽に応じてＡの値が決まります。

．ＡＮＤ ．，。０Ｒ ．，．ＸＯＲ ．，．ＮＯＴ ．は通常の真理値表に従い

ます。

排他的論理和（ ．ＸＯＲ ． ）は ＦＯＲＴＩＶからの拡張で す。
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5｡6 演算に於ける型の混合

ＦＯＲＴｌＶでは演算や代入に於て型は一致していなければなりませんが，以

下の例外があります。

実数

整数

演算子

演算子

整数　 ＝　 実数

実数　 ＝　 整数

整数

実数

} これらの場合は，演算の前に整数は実数型に変

更され，演算が行なわれます。結果は実数型と

なります。

実数の，小数点以下が切り捨てられて整数になり

ます。切り捨てられた結果が，整数の範囲を越え

ていたら ＩＮＴＲＡＮＧ　ＥＲＲＯＲ になります。

整数を実 数型に変更して代入します。

＜ 注＞ この場合の演算子は　 十 ／。 曇　です。

べき乗の場合は，整数の実数乗は許されていません。整数の整数乗は整数と

なります。
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６・制御文

制御文はプログラムの流れを制御する為の文です。ＦＯＲＴ Ⅳの規約に従う

ものの他に構造化をサポートする為にＩＦ－ＴＨＥＮ－ＥＬＳＥ－ＥＮＤＩＦ 節

が用意されています。

６。１ 単 純 ＧＯ ＴＯ 文

ＦＯＲＴ Ⅳ の規約に従っていますか，拡張としてＦＯＲＭＡＴ 文をＧＯ

ＴＯ 文の 飛び先に指定する事かできます。 この場合ＦＯＲＭＡＴ 文は

ＣＯＮＴＩＮＵＥ文と同じ役目を果します。

文 法 ：ＧＯＴＯ　文番号

６。２ 計算型ＧＯ ＴＯ 文

ＦＯＲＴ Ⅳの規約に従っています。ただし整変数の数が１より小さかった場

合と，文番号の数を越えた場合とにはＣＯＭ　ＧＯＴＯ　ＥＲＲＯＲ が実行時に

起ります。

文 法 ： Ｇ Ｏ Ｔ Ｏ（ ｎｌ ， ｎ２ ， ｎ３ ， ’゚̈ ゜゚ｎ ｍ ）， ｉ

ｎは文番号，ｉは整変数

ｉが１≦ｉ≦ｍ以外の場合，他のＦＯＲＴＲＡＮと解釈が異なる場合がありま

す。

＜例＞

ＧＯＴＯ（ １０，２０，３０，４０ ）．Ｉ

ＧＯＴＯ（ １，１，１，９９９，１，１，９９９），Ｊ
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９



６
。
３ 割 り 当 て Ｇ Ｏ Ｔ Ｏ 文

ＦＯＲＴ Ⅳの規約に従っています。 ＡＳＳＩＧＮ文で割り当てられていない場

合や，定義されていない文番号に割り当てられている場合は ＡＳＮ　ＧＯＴＯ

ＥＲＲＯＲ が実行時に起ります。

文 法 ：ＧＯＴＯ　ｋ，（ ｎｌ，ｎ２，･……ｎｍ）

ｋは整変数。ｎは文番号

ｋに与えられる可能性のある文番号はあらかじめかっこの内にすべて登録し

ておかなければなりません。

６。４ ＡＳＳＩＧＮ 文

ＦＯＲＴＩＶの 規約 に従っています。

文 法 ：ＡＳＳＩＧＮ　ｎ　ＴＯ　ｋ

ｎは文番号，ｋは割り当てＧＯＴＯ文の中で用いる整変数

この文で定義した整変数は再定義されない限り割り当てＧＯＴＯ 文以外では

引用する事ができません。

＜ 例 ＞

ＡＳＳＩＧＮ　 ２０　ＴＯ　ＬＡＢ

Ｉ Ｆ（ ＫＮ．ＧＴ．３ ）ＡＳＳ Ｉ ＧＮ　 １０　ＴＯ　ＬＡＢ

ＧＯ　ＴＯ　ＬＡＢ，（ １０，２０）
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６。５ 算 術IF 文

ＦＯＲＴ Ⅳの規約に従っています。３つの飛び先のうちのいくっかを省略す

る事はできません。

文 法 ：ＩＦ （ 算術式 ）ｎｌ ， ｎ２，ｎ３

ｎは文番号。

ｎは必ず３つ必要です。他のＦＯＲＴＲＡＮでは2 つの場合が許されている事

があります。

算術式の値が負ならnl に，０ならn2 に，正ならn3 に飛びます。

＜ 例 ＞

ＩＦ（ ＤＡＴＡ１１ＧＡＭＭＡ ）１００，２００，３００

１Ｆ【 】－１ ）１．1.99

６。６ 論 理IF 文

ＦＯＲＴ Ⅳの規約に従っています。ただし論理式の後の実行文としてＥＮＤ文と，

ＩＦ文，ＤＯ文を用いることはできません。

文 法 ：ＩＦ（ 論理式 ） 文

論理式の値が真ならば文を実行します。

＜ 例 ＞

ＩＦ（ ＤＥＧ．ＥＱ．

ＩＦ（ Ｉ．ＧＥ．２．

28.1 ）ＷＲＩＴＥ（ １，ｆ ）ＱＶＡ

ＡＮＤ．Ｉ．ＬＥ．４ ）ＲＥＴＵＲＮ
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６
．７ １Ｆ- Ｔ

ＨＥ Ｎ- Ｅ Ｌ ＳＥ- Ｅ ＮＤＩＦ 節

ＦＯＲＴＩＶからの拡張として構造化をサポートする為に用意されています。

文法は以下の通りです。

文 法 ：ＩＦ（ 論理式 ）ＴＨＥＮ

文

文

ＥＬ ＳＥ

文

文

ＥＮＤ ＩＦ

説 明 ： 論理式の値が真ならば，ＴＨＥＮ以下，ＥＬＳＥ文の直前までの文を実

行しその後にＥＮＤＩＦ 文の直後の文に制御が移ります。

論理式の値が偽ならばＥＬＳＥ文の直後の文からＥＮＤＩＦの直前の文までを実

行し，その後はＥＮＤＩＦ文の直後の文に制御が移ります。

ＥＬＳＥ文からＥＮＤＩＦ文の直前までの文を省略する事ができます。この

場合，論理式の条件が偽ならば直ちにＥＮＤＩＦ文の次の実行文に制御が移り

ます。

＜ 注＞ ＩＦ －ＴＨＥＮ－ＥＬＳＥ－ＥＮＤＩＦ 節は入れ子にする事ができます。

ただし，完全な入れ子構造になっていなければなりません。

ＩＦ －ＴＨＥＮ －ＥＬＳＥ －ＥＮＤＩＦ節に於て ，ＴＨＥＮ の後 ，ＥＬＳＥ

の後，ＥＮＤＩＦ の 後 はノか；で区切らなけ ればなり ません。これは，
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それぞれが独立した文だからです。また，ＥＬＳＥ文，ＥＮＤＩＦ文には

文番号を付ける事はできません。

この節の中から外へ制御を移す事はできますが，外からこの節の中へ

制御を移す事はできません。

６。８ ＤＯ文

ＦＯＲＴ Ⅳの規約から拡張されています。 ＤＯの端末文（ ＤＯ。文番号……

の，文番号をもっ文 ）は，他のＤＯ文，ＧＯ　ＴＯ文，ＳＴＯＰ文，　ＩＦ－

ＴＨＥＮ文，ＥＬＳＥ文，ＥＮＤＩＦ文，ＥＮＤ文，ＲＥＴＵＲＮ文であってはい

けません。これらのものになってしまう場合には，ＣＯＮＴＩＮＵＥ文を用いて

下さい。

＜ 注＞ ＦＯＲＴ Ⅳの規約では以上の他に算術ＩＦ文と，以上のいずれかを含

む論理ＩＦ文，ＰＡＵＳＥ文も端末文とはなり得ない事になっています。

＜ 注＞ ＤＯの範囲（ ＤＯ文の次の文から端末文まで ）でＤＯの制御変数，初

期値パラメタ，終値パラメタ，増分パラメタを変更してはいけません。

＜注 ＞ ＦＯＲＴＩＶでは，ＤＯの範囲を必ず一度は実行します。ＦＯＲＴ ７７

で書かれたプログラムをα－ＦＯＲＴＲＡＮでコンパイルする場合には注意して

下さい。

文 法 ：ＤＯ　ｎ　ｉ＝ｍｌ ，ｍ２，ｍ３

ｎはＤＯの端末文の文番号，ｉは　実または整変数，ｍ１，ｍ２，ｍ３は実

変数，整変数，実定数，整定数。ｉ，ｍには配列要素を用いる事はできません。

また，ｍ３は省略する事ができます。その場合にｍ３は１となります。ｉを

ＤＯの制御変数，ｍ１，ｍ２，ｍ３をそれぞれ初期値，終値，増分パラメタと

いいます。
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＜例＞

ＤＯ

ＤＯ

ＤＯ

１０　１＝１，100

2　J °Ｉ，ＥＮＤ，0.5

72　A ＝ＳＴＡＲＴ，ＥＮＤ，ＡＩＮＣＲ

ＤＯ　１０　１＝１，－１

最後の例でもＤＯの範囲を一度は実行してしすいます。

６。９ Ｃ ＯＮ ＴＩＮ ＵＥ 文

ＦＯＲＴ Ⅳの規約に従っています。

文 法 ：文番号 ＣＯＮＴ ＩＮＵＥ

6｡ １０ Ｅ Ｒ Ｒ Ｏ Ｒ ト ラ ッ プ

通常実行時にエラーが起るとこ のＦＯＲＴＲＡＮで は実行時処理ルーチンが エ

ラーメッセージを 出力します。こ のＦＯＲＴＲＡＮで はＥＲＲＳＥＴ文とＥＲＲ－

ＣＬＲ 文を 用意する事によって利用者がエ ラー処理を行 う事を許して います。

文 法 ：ＥＲＲＳＥＴ　 文番号，変数名

Ｅ Ｒ Ｒ Ｃ Ｌ Ｒ

説 明 ：　ＥＲＲＳＥＴ文はその文の存在するプログラム単位内でエラー発生時

に制御を移す実行文の文番号と，エラー番号を返す変数名を設定します。

ＥＲＲＳＥＴ文は，０ＰＴＩＯＮＳ文でＱを指定した時に限って有効となります。

ＥＲＲＳＥＴ文が有効となった場合は 実行時処理ルーチンはエラーメッセージ

を表示しません。

返されたエラー番号とその意味は11.5 を参照して下さい。

一 乙４



ＥＲＲＳＥＴ 文が同じプログラム単位内で 複数個実行した場合は最後に実行

したＥＲＲＳＥＴ文が有効です。

ＥＲＲＣＬＲ文は，ＥＲＲＳＥＴを クリヤしてエラー処理を実行時処理ルーチ

ンに委ねます。

＜ 例 ＞

ＯＰＴＩＯＮＳ　Ｑ

ＥＲＲＳＥＴ

ＥＲＲＣＬＲ

１０，ＣＯＤＥ

１ ０

ＳＴＯＰ

ＴＹＰＥ　Ｉ ＥＲＲＯＲ　ＣＯＤＥ　＝ ≒ ＣＯＤＥ

ＥＮＤ

ＥＲＲＳＥＴ 文実行後，ＥＲＲＣＬＲ文を実行するまでにエラーが起った場合

は．ＴＹＰＥ文を 実行します。

6｡11 コ ン ト ロ ー ル Ｃ 制 御

このＦＯＲＴＲＡＮではＣＰ／Ｍ のアボートであるコントロールＣに対して注

意を払っています。すなわち，

（１） ＲＥＡＣ文又はＷＲＩＴＥ文を実行する前に，コントロールＣ－アボート

フラグを調べます。
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（２） もし，コントロールＣ－アボートフラグがセットされていたら，コンソ

ールのステイタスを調べ，コントロールＣキーが押されているかどうか調べま

す。もしコントロールＣキーが押されていたら，ＥＲＲＳＥＴ が有効かどうか

によって以下のどちらかが起ります。

（ａ）　 ＥＲＲＳＥＴ 文が有効な場合は，コントロールＣエラーコードを返

して制御がＥＲＲＳＥＴ 文で指定された文番号へ移ります。

（ｂ）　 ＥＲＲＳＥＴ 文が有効でない場合は，実行時処理ルーチンが，コン

トロールＣ－エラーメッセージを表示します。

利用者は，この過程でコントロールＣアポートフラグをセットしたりリセッ

トしたりする事によって，コントロールＣに対する応答を変更する事ができま

す。

ＣＴＲＬｏＥＮＡＢＬＥ文はこのプラグをセットします。

ＣＴＲＬ－ＪＤＩＳＡＢＬＥ文はこのプラグをリセットします。

ＣＴＲＬ－ＤＩＳＡＢＬＥ文が実行されるとコンソールからのコントロール

Ｃは無視されます。

＜注＞ ＣＩＮ関数（11.3 参照）はコントロールＣも読み込んでしまいま

す。これはアポートフラグには依存しません。

6｡12 プログラムの実行のトレース

Ｔ ＲＡＣＥ　 ＯＮ

ＴＲＡＣＥ　 ＯＦＦ

文でこのＦＯＲＴＲＡＮのトレース機能を利用できます。プログラムの実行開

始の時点ではトレース機能はＯＦＦになっています。　もしトレースを開始した

いならば，ＴＲＡＣＥ　ＯＮ文を実行しなければなりません。トレース機能は大
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域的なものです。すなわち，プログラム単位を越えてトレースします。従って

一旦トレース機能をＯＮにしたら，他のサブルーチンや関数に制御が移っても

トレースは続けられます。あるプログラム単位で，０ＰＴＩＯＮＳ文でＸ

ＯＰＴＩＯＮを指定しておけば，トレース機能によって，その文を実行する直

前に，その文のＩＳＮを表示します。Ｘオプションが指定されていない場合は

サブルーチンやフフンクションに制御が移った時点でその旨が表示されるだけ

です。

6｡１３ ＤＵＭＰ文

ＤＵＭＰ文は実行時 のエラーを発見する為の，デバ ッグ用の文で す。ＥＲＲＳＥＴ

文によって捕えられない様な実行時のエラーを 表示する事ができます。

文 法 ：　ＤＵＭＰ　／識別子／　出力並び

説 明 ：　識別子は １０文字以下の文字列で，どのＤＵＭＰ文による出力かを識

別します。出力並びはＷＲＩＴＥ文の出力並びと同じです。

ＤＵＭＰ文はプログラム単位ごとにそれぞれのＤＵＭＰ文を用意する事がで

きます。一つのプログラム単位の中に複数個のＤＵＭＰ文を実行させる事がで

きますが，そのプログラム単位中で一番最後に実行したＤＵＭＰ文が有効とな

ります。

＜ 例＞

ＤＵＭＰ　 ／ＡＦＴＥＲ －ＤＪ Ｖ ／ ’Ｋ

Ａ ＝Ｋ ／Ｉ

Ｅ Ｎ Ｄ

一

一 Ｋ

３ ７



この例は，もしＩがＯで，Ａ＝Ｋ／Ｉ文が実行されるとＤＵＭＰ文の効果に

よってコンソールに

Ｋ　＝　ｋの値

と表示されます。
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7・プログラムを終了させる者の制御文
７。１ Ｐ ＡＵＳＥ 文

ＰＡＵＳＥ文はＦＯＲＴ Ⅳ から拡張されています。

ただしＰＡＵＳＥｏｎは許されていません。

文 法 ：　ＰＡＵＳＥ　　 または

説 明 ：

ＰＡＵＳＥ　 ’文字列ｌ

任意の長さの文字列が許されています。 ＰＡＵＳＥ文を実行するとコンソー

ルに文字列を出力してプログラムの実行を中断します。コンソールから任意の

キーを押す事によってプログラムを再開する事ができます。

７。２ ＳＴ ＯＰ 文

ＳＴＯＰ文はＦＯＲＴ Ⅳから拡張されています。

文 法 ：　ＳＴＯＰ　Ｉ文字列 ’

ＳＴＯＰ

ＳＴ ＯＰ

ｎ

または

ま た は

ＳＴＯＰ文は，プログラムを終了させます。コンソールに，文字列か，また

は５けた以内の整数か，またはＳＴＯＰだけかを表示してプログラムは終了し

ます。（ ＣＰ／Ｍ のコマンド待ち状態に戻ります。）

ＳＴＯＰ文のかわりにＣＡＬＬｏＥＸＩＴとする事によってもプログラムを

終了させる事ができます。この場合はコンソールに何も表示せず，ＣＰ／Ｍ の
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コマンド待ち状態に戻ります。

７。３ ＥＮＤ 文

ＦＯＲＴ ⅣではＥＮＤ行となっていますが，このＦＯＲＴＲＡＮではＥＮＤ文

となっています。この違いは，複文にしてもよいし，２行にまたがってもよい

という意味です。

プログラム単位をコンパイラに指示するのがＥＮＤ文です。一つのプログラ

ム単位はその最終文がＥＮＤ 文でなければなりませんし１つのプログラム単位

には２つ以上のＥＮＤ文は存在できません。

また，ＥＮＤ文は実行文として実際にプログラムを終了させる事ができます。

この場合，このＦＯＲＴＲＡＮは

ＳＴＯＰ　 ＥＮＤ　 ＩＮ ＸＸＸＸＸ

と表示してプログラムを終了させます。ＸＸＸＸＸは，ＥＮＤ文の存在した

プログラム単位の名前です。
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８ ・配列

配列に関してはＦＯＲＴＩＶの規約に従っています。このＦＯＲＴＲＡＮに於け

る配列に対する制限は以下の通りです。

（１）次元は７次元までです。

（２）一つの配列の要素の数が5461 を越えてはいけません。

配列の宣言に関する注意を８．１に述べますが，一般的な事はＦＯＲＴＩＶの

規約に従っていますから参考書などを参照して下さい。

８。１ 配 列 の 宣 言 （ＤＩＭ Ｅ Ｎ ＳＩＯＮ 文 ）

ＤＩＭＥＮＳＩＯＮ文はＦＯＲＴ Ⅳの規約に従っています。配列の寸法は主プ

ログラムでは必ず整定数でなければなりませんが，サブルーチン副プログラム，

関数副プログラムの中では整変数が許されています。整合配列に関しては参考

書などを参照して下さい。

文 法 ：　ＤＩＭＥＮＳＩＯＮ　ｖ（ ｎｌ ， ｎ２ ， ･……，ｎｍ），･……

ｖは配列名，nl は整変数名あるいは整定数　ｍ≦７，ｎｌ ｆ ｎ２ 驀……ｎｍ

≦5461

＜ 例 ＞

ＲＥＡＬ　ＭＯＭＥＮＴ

ＤＩＭＥＮＳＩＯＮ　ＭＯＭＥＮＴ（1000 ）

ＤＩＭＥＮＳＩＯＮ　Ａ（ ２，４，６ ），Ｂ（ ３，２，４，６）

プログラム実行中には，配列の添字が寸法を越えているかどうかを調べる事
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はしません。従って以下の様な事が可能になります。

ＣＯＭＭＯＮ／ＤＵＭＭＹ／Ａ（1000 ），Ｂ（1000 ）

としておく事により，Ａ（1320 ）としてＢ（ ３２０）を アクセスする事がで

きます。

配列の占めるメモリ上の容量は，要素数養６バイトです。これは整数型，実

数型，論理型，倍精度実数型を通して共通です。

配列の宣言は各配列に対して一度しかしてはいけません。

８ ．２ 添 字

配列の添字は，ＦＯＲＴｌＶからの拡張として，定数と変数（ 配列要素と関数

は使えない ）の算術式が許されています。実数型の算術式も許されていますが，

式が評価された後に小数点以下を切り拾てます。式については５．２を参照し

て下さい。

＜ 添 宇の 使 用 例 ＞

ＺＩ（ ８ ）

Ａ（ Ｉ＋3 ）

Ａ（ Ｋ 十Ｊ）＝Ａ（ Ｋ ）十Ａ（ Ｊ ）

Ａ（ Ｋ ）＝Ａ（ Ｋ ）十Ｂ（ Ｊ，Ｋ ）-･１Ｃ（ Ｋ，Ｉ ）

Ａ（ ２．３）はＡ（ ２ ）を指します。
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９・副プログラム

副プログラムはＦＯＲＴＩＶの規約に従っています。副プログラムは３種類に

分けられます。すなわち

１ ）　サブルーチン副プログラム

２ ）　関数副プログラム

３ ） 組込み関数

ＦＯＲＴｌＶの文関数はサポートされていません。関数副プログラムに書き直

して下さい。

定数を副プログラムへ実引数として引き渡す場合は副プログラム中で書き変

えない様にして下さい。その場合，正常な動作は保証されません。副プログラ

ム名は５文字以内でＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｈ，Ｌ，ＰＳＷという名前は使えま

せん。

すべての副プログラムは主プログラムと同時にコンパイルしなくてはなりま

せん。

９
。
１ サ ブ ル ー チ ン 文

ＳＵＢＲＯＵＴＩＮＥ 文はＦＯＲＴＩＶの規約に従っています。サブルーチン名

は５文字以内でなければなりません。

文 法 ：　ＳＵＢＲＯＵＴ ＩＮＥ　 サブルーチ ン名（VI ，V2 ，V3 ， ’゙’“‘

Ｖｎ ）

Vi は　変数名，配列名

Vi として外部手続きの仮の名前は許されていません。配列名の場合は，サ
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ブルーチン副プログラム内で宣言されなければなりません。整合配列は許され

ていますが，配列の宣言子添字はVI ～Ｖｎの中に含まれていなければなりませ

ん。

（　 ）内は仮引数を使用しない場合は省略できます。

＜ 整 合 配 列 の 例 ＞

ＳＵＢＲＯＵＴＩＮＥ（ Ｎ，ＤＩＭ，Ｊ ）

ＤＩＭＥＮＳＩＯＮ　ＤＩＭ（ Ｎ ）

９．２ Ｆ Ｕ Ｎ ＣＴＩＯＮ 文

ＦＵＮＣＴＩＯＮ文はＦＯＲＴ Ⅳの規約に従 っています。 関数名は ５文字以内

でなければなり ません。関数の型は暗黙的 な約束に従って副プログ ラム名で指

定するかＦＵＮＣＴＩＯＮ文 のＦＵＮＣＴＩＯＮ とい う語の前に，ＩＮＴＥＧＥＲ。

ＲＥＡＬ，ＤＯＵＢＬＥ　ＰＲＥＣＩＳＩＯＮ，ＬＯＧＩＣＡＬ を つける 事に よって

宣言しなければいけません。ＦＵＮＣＴＩＯＮ文では必ず一つ以上 の仮引数を持

たねば なり ません。関数副プログラム名はその副プログラム中で変数名として

副プログラムが呼ばれる度 に代入されなければなりませ ん。

文 法 ： 関数の型　ＦＵＮＣＴＩＯＮ　ファンクション名（ ＶＩ……Ｖｎ）

実数の型 はＩＮＴＥＲ，ＲＥＡＬ，ＤＯＵＢＬＥ　ＰＲＥＣＩＳＩＯＮ，ＬＯＧＩ－

ＣＡＬ のいず れか， またはなくて もよい。

ＶＩ～ Ｖｍ につ いて はサブルーチン文を参照（ ９．１ ）ただし関数の場合は

省略する事はできない。

９。３ ＣＡＬＬ 文

ＣＡＬＬ 文はＦＯＲＴ Ⅳの規約に従っています。サブルーチンの呼び出しの

際には参照する側と参照される側の実引数の数と型が一致していなければなり

ません。この規約を破ると実行時にＡＲＧ　ＣＮＴ エラーが起こります。
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文 法 ：　ＣＡＬＬ　 サブルーチン名（ 実引数並び ）

＜ 例＞

ＣＡＬＬ　 ＳＵＢ（ Ｊ，Ｋ，Ｎ ）

ＣＡＬＬ　 ＮＯＡＵＧ

９。４ ＲＥＴＵＲＮ文

ＦＯＲＴ ⅣのＲＥＴＵＲＮ文 と，その拡張としての多重リターン文が用意さ

れています。副プログラム中でＲＥＴＵＲＮ文を実行する事によって，副プロ

グラムを呼び出していたプログラム単位に戻ります。主プログラム中に

ＲＥＴＵＲＮ文が存在してはいけません。

9｡5 多重リターン文

多重リターン文はＦＯＲＴ ⅣのＲＥＴＵＲＮ文の拡張として用意されています。

一部のＦＯＲＴＲＡＮでサポートされていますが，文法的に異なっている場合が

ありますのでプログラムを移植する際には注意して下さい。

文 法 ：　ＲＥＴＵＲＮ　仮引数名

説 明 ： 例によって説明します。

あるプログラム単位で

ＣＡＬＬ　ＸＲ（ ＆１，Ｙ，２，＆２）

実行文ａ
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１

２

実行文ｂ

実行文 Ｃ

ＥＮＤ

ＳＵＢＲＯＵＴＩＮＥ　ＸＲ（ １，Ａ，Ｉ Ｄ，Ｊ ）

ＲＥＴＵＲＮ

Ｒ Ｅ Ｔ Ｕ Ｒ Ｎ
Ｉ

ＲＥＴＵＲＮ　Ｊ

ＥＮＤ

この例では，サブルーチン副プログラムＸＲの１番と４番目の仮引数が多重

リターンの為の仮引数となっています。 ＸＲの中で ３ケ所のＲＥＴＵＲＮ文が

ありますが，そのなかで ＲＥＴＵＲＮ　Ｉ の様に仮引数名を文末に付けている

ＲＥＴＵＲＮ 文があり，また，その仮引数に対応する実引数には，＆つきの文

番号が書かれています。この場合に，ＸＲ中で例えばＲＥＴＵＲＮ　Ｉを実行す

ると，次はＩに対応する文番号１を持つ実行文ｂから実行が始まります。ＸＲ

中でＲＥＴＵＲＮ　Ｊが実行されると，ＣＡＬＬした側のルーチンの実行文Ｃか

ら実行が再開されます。単なるＲＥＴＵＲＮ 文を実行すると，ＣＡＬＬ文の次

の文ａから実行が再開されます。この様に呼ばれた方のルーチンから，呼んだ

方のルーチンのプログラムの流れを制御する事ができます。

多重リターンはサブルーチン副プログラムでのみ使用する事ができます。従

って関数副プログラムでは使用する事ができません。

＜ 注 ＞ 多重リターン文はプログラムの流れをわかりにくくするので，ＩＦ文，

－ ４６ －



計算型ＧＯＴＯ文などを使用した方がよいと思います。

９。６ ＢＬＯＣＫ ＤＡＴＡ文

ＢＬＯＣＫ　ＤＡＴＡ文はＦＯＲＴ Ⅳの規約に従っています。名前付共通ブロ

ックを初期化する為の副プログラムです。実行文を含んではいけません。

＜ 注 ＞ 名前付き共通ブロックの初期化は，どのプログラム単位でも可能です。

従ってＢＬＯＣＫ　ＤＡＴＡ 文はＦＯＲＴ Ⅳとの互換性の為にだけ用意されてい

ます。
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10 ・入出力

10. １ Ｆ Ｏ ＲＴ Ｒ ＡＮ の 入 出 力 文

10.1.1 一 般 的 な 説 明

このＦＯＲＴＲＡＮの入出力文には以下の様なものがあります｡ すなわち

（ １） ＦＯＲＭＡＴ付き入出力文

（ ２） 自由形式の入出力文

（ ３）ＦＯＲＭＡＴなしの入出力文

ＦＯＲＭＡＴ 付き入出力文は，入出力並びに指定されたものを指定された書

式仕様に従ってファイルやコンソールやリストデバイスとデータをやりとりし

ます。出力の形式は書式仕様に従いますが基本的には右ぞろえです。

自由形式の入出力文はＢＡＳＩＣのＰＲＩＮＴ文，ＩＮＰＵＴ 文に似ています。

入力時は各変数をコンマで区切って入力すればよく，出力時は自動的に見やす

い形に編集してくれます。

ＦＯＲＭＡＴなしの入出力文は， 高速に大量のデータをファイルに書いたり

読んだりする為に使います。ディスクの使用量もＦＯＲＭＡＴ 付き入力文に比

べて格段に少なくなりますが，アスキーファイルではありませんから，ＣＰ／

Ｍ のＴＹＰＥ コマンドで見る事はできません。

このＦＯＲＴＲＡＮは論理装置番号Ｏと１をコンソールの入力と出力として割

り当てています。これらの機番はＯＰＥＮしたりＣＬＯＳＥしたりする事ができ

ません。ＦＯＲＭＡＴ なし入力も許されておらず ，これらの操作を行なうと実

行時エラーが発生します。
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ＴＹＰＥ文とＡＣＣＥＰＴ文が，用意されています。コンソールとの入出力に

使う事ができます。

配列内の書式仕様も用意されています。変数一つ当り６ノり 卜を占めますの

で，Ａ６を使用して下さい。詳しくは参考書Ｐ．２５３を参照して下さい。参考

書のＡ８はＡ６と読み直して下さい。

＜ 配 列 内 の 書式 仕 様 の 例＞

Ｄ ＩＭＥＮＳ Ｉ ＯＮ　ＦＯＲＭ（ １０ ）

ＲＥＡＤ（ ０，１０）’ＤＡＴＡ　ＦＯＲＭＡＴ？≒ ＦＯＲＭ

１０　ＦＯＲＭＡＴ（ １０Ａ６ ）

ＲＥＡＤ（ ４，ＦＯＲＭ ）Ａ，Ｂ．Ｃ

ＷＲＩＴＥ（ ５，ＦＯＲＭ ）Ｐ，Ｑ，Ｒ

コンソールから

（ Ｆ １０． ３，Ｆ １０． ５，Ｆ １０． ７／ ）

と打ち込みます。左右のかっこも含めて打ち込みます。すると，この様な

ＦＯＲＭＡＴ 文をプログラム中に書いておいたのと同じ様に入出力が行なわれ

ます。コンパイルをし直さなくても，ダイナミックに書式を変更できるので便

利です。

10.1.2 入出力並び

入出力並びはＦＯＲＴＩＶから拡張されています。入力と出力に共通です。即

ち
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（ １） 変数名

（ ２） 配列要素名

（３） 配列名

（４）ＤＯ形並び

更にＦＯＲＴＩＶの拡張として

（５）文字列

（６）定数　　（ 出力の時のみです ）

またはこれらをコンマで区切って並ぺたものです。

配列名は｡ 配列名を書く事によってその配列の要素すべてを表示する事がで

きます。

ＤＯ形並びは，入出力並びのあとにコンマで区切って．

ｉ＝ｍｌ，ｍ２，ｍ３

と書き（ ＤＯ形仕様 ）全体をかっこでくくったものです。ｉ，ｍｌ，ｍ２，

ｍ３はＤＯ文で定義したものと同じです。ＤＯ形並びは任意回入れ子にする事

ができます。

＜ 例＞

ＷＲＩＴＥ（ １，驀）（ Ｆ（ Ｉ ），Ｉ＝１，７，２ ）

Ｆ（ １ ），Ｆ（ ３ ），Ｆ（ ５），Ｆ（ ７ ）を表示します。

ＷＲＩＴＥ（ １，蒼）（ Ｊ，Ｆ（ Ｉ，Ｊ ），Ｉ＝１，４ ），Ｊ°１，３０，

２）
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－ - 一 一 一 一 一 一

１，Ｆ（ １，１ ），Ｆ（ ２，１ ），Ｆ（ ３，１ ），Ｆ（ ４，１ ）

２，Ｆ（ ２，１ ）………

と表示します。

文字定数は入力文でも出力文でも使用する事ができます。入力文では，入力

促進記号として，出力文では出力の識別として使用できます。

＜ 例 ＞

Ｗ Ｒ Ｉ Ｔ Ｅ（ １ ， 曇 ） ’Ａ ＝　 ’

Ｔ Ｙ Ｐ Ｅ　 ’Ｔｈｅ ａｎｓｗｅｒ　ｉｓ

ＲＥＡＤ（ ０，

ＡＣＣＥＰＴ

Ａ

≒ ＡＮＳ

蒼） ’Ａ　 ＝Ｉ，Ａ

’Ｅｎｔｅｒ ｑｕａｎｔｉｔｙ ≒ ＱＵＡＮＴ

コンソール以外の入力文で文字定数を使用すると，実行時エラーとなります。

10.２ ＲＥＡＤ文

ＲＥＡＤ文はプログラム実行中にコンソールやファイルからデータなどを入力す

る為の文です。論理装置番号Ｏはコンソールの為に予約されています。論理装置番

号１はコンソール出力の為のものでＲＥＡＤ 文では使用できません。それ以外

の論理装置番号は入力する前にＯＰＥＮ文を使用してＯＰＥＮ しなければなり

ません。ＦＯＲＭＡＴ 付きの入力文 の場合は対応する文番号をもつ実行文は

ＦＯＲＭＡＴ 文でなければなりません。 文番号のかわりに書式を含む配列名を

書いてもよろしい。更に蒼を書いて自由形式のＲＥＡＤ文としてもよろしい。

書式なしＲＥＡＤ文 も使用する事ができます。

文 法 ：　ＲＥＡＤ（ 論理装置番号，ＦＯＲＭＡＴ文の文番号 ）入力並び

ＲＥＡＤ（ 論理装置番号，共）入力並び

ＲＥＡＤ（ 論理装置番号 ）入力並び
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更に，どの形式のＲＥＡＤ文にもＥＲＲ時 ，ＥＮＤ時 の飛び先を指定する事

ができます。（ 省略する事はもちろんできます。）

文 法 ：　ＲＥＡＤ（ Ｕ，ｆ，ＥＲＲ＝文番号１，ＥＮＤ＝文番号２ ）ｋ

ｕは論理装置番号，ｆは書式仕様で す。 文番号 １は，ＦＥＡＤ時にエ ラ ーが

起った時 に制御を 移すべき文号条，文 番号 ２はＥＮＤ　ＯＦ　ＦＩＬＥ 時に制御

を 移すべき文番号で す。ＥＲＲは，ｂａｄ ｓｅｃtｏｒ などのエラーに対応するも

ので，書式と実際に存在するデ ータの形式 が異なってい た場合（ｉｎｐｕt foｒｍａt

ｅｒｒｏｒ）などには，ＥＲＲＳＥＴ 文で 指定していない限り，プログラムは終了し

て しまいます。

＜ 例＞

Ｓ＝０

１　　ＲＥＡＤ（ ４，１００，ＥＲＲ＝９００，ＥＮＤ＝２００）Ａ

１００．ＦＯＲＭＡＴ（ Ｆ １０． ０）

Ｓ＝Ｓ十Ａ

ＧＯＴＯ１

２ ０ ０　ＴＹＰＥ　 ’ ＳＵＭ　 ≒　Ｓ

ＣＡＬＬ　ＥＸＩＴ

９００　ＴＹＰＥ　 ’ＩＮＰＵＴ　ＦＩＬＥ　ＥＲＲＯＲ ’

ＣＡＬＬ　ＥＸＩＴ

ＥＮＤ

入出力並びについては１０．１． ２ で説明しました。

10. ３ ＷＲＩＴＥ 文

ＷＲＩＴＥ文は，プログラム実行の結果などをコンソールやフ７イルに出力

する為の文です。装置番号１がコンソールへの出力の為に予約されています。

Ｏは使用できません。それ以外の装置番号はＯＰＥＮ文又はＬＯＰＥＮ 文で

ＷＲＩＴＥ 文を実行する以前にＯＰＥＮしておかねばなりません。

５ ２



ＥＮＤ＝は使用す る事がで きますが何の機能 も意味 も持ちません。

文 法 ： ＷＲＩＴＥ（装置番号，書式，ＥＮＤ＝文番号，ＥＲＲ＝文番号 ）出力並

び

ＥＮＤ＝文番号，ＥＲＲ＝文番号は省略する事かできます。

＜ 例＞

ＷＲＩＴＥ（ １，２）ＩＪ，ＰＡ，ＤＪ

ＷＲＩＴＥ（ ４）（ Ｉ，Ｉ＝１，１０）

ＷＲＩＴＥ（ ６，１２，ＥＲＲ＝９９ ）ＬＯＯＰ，ＮＵＭ

10.４ ＭＥＭＯＲＹからＭＥＭＯＲＹへの入出力文

ＦＯＲＴ Ⅳからの拡張としてＥＮＣＯＤＥ 文，ＤＥＣＯＤＥ文が用意されてい

ます。ＥＮＣＯＤＥ文，ＤＥＣＯＤＥ文は，ＦＯＲＴ ７７ に 於ける内部フフイル

の前身に当るもので，変数間で形式の違う形のデータのやりとりを行う事がで

きます。ＢＡＳＩＣではＭＫＩＳ関数，ＣＶＩ関数に対応します。単純変数，配

列要素などは６バイトを占める事に注意して下さい。

１０．４．１ ＤＥＣＯＤＥ 文

ＤＥＣＯＤＥ文はＲＥＡＤ文に似ています。メモリ内（ 変数内 ）にアスキーコ

ードで書かれた数字から，ＦＯＲＴＲＡＮ の数値 の内部形式に変換します。長

さはバイト単位で指定します。

文 法 ：　ＤＥＣＯＤＥ（ 変数名，長さ，書式 ）入力並び

変数名（ 配列名か単純変数名に限ります ）

長さ，読みだすべきバイト数
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書式，ＦＯＲＭＡＴ文の文番号

＜ 例＞

ＩＮＴＥＧＥＲ　ＹＹ，ＭＭ，ＤＤ

ＤＩＭＥＮＳＩＯＮ　Ａ（ ２）

ＲＥＡＤ（ ４，１０ ）Ａ

１０　ＦＯＲＭＡＴ（ ２Ａ６）

ＤＥＣＯＤＥ（ Ａ，８０，１１ ）ＹＹ，ＭＭ，ＤＤ

１１　ＦＯＲＭＡＴ（ １２，Ｘ，１ ２， Ｘ，１２ ）

この例では，装置番号４のファイルから，Ａ変換で年月日（８４－０２－１４）

を読み込み整数に変換しています。

１０．４．２ ＥＮＣＯＤＥ 文

ＥＮＣＯＤＥ 文は，ＤＥＣＯＤＥ文の反対の動作を行ないます。

文 法 ：　ＥＮＣＯＤＥ（ 変数名，長さ，書式）出力並び

＜ 例 ＞

ＤＩＭＥＮＳＩＯＮ　Ａ（ ２ ），Ｅ（ ２），Ｊ（ ２ ）

ＩＮＴＥＧＥＲ　ＹＹ，ＭＭ，ＤＤ

ＹＹ＝８４

ＭＭ＝１０

ＤＤ＝２１

ＥＮＣＯＤＥ（ Ａ，８，１０）ｍｍ，ＤＤ，ＹＹ

ＥＮＣＯＤＥ（ Ｅ，８，１０）ＤＤ，ｍｍ，ＹＹ

ＥＮＣＯＤＥ（ Ｊ，８，１０）ＹＹ，ｍｍ，ＤＤ

１０　ＦＯＲＭＡＴ（ １２， ’１ ≒　１２， ’１ ≒　１２ ）

ＷＲＩＴＥ（ １，１１ ）’ＡＭＥＲＩＣＡＮ ≒ Ａ

ＷＲＩＴＥ（ １，１１ ） ’ＥＵＲＯＰＩＡＮ ≒ Ｅ

ＷＲＩＴＥ（ １，１１）ＩＪＡＰＡＮＥＳＥ ≒　Ｊ ）

･一一５ ４



１１　ＦＯＲＭＡＴ（ Ｘ，Ａ２ ０，２Ａ６）

10.５ ＦＯＲＭＡＴ文と書式記述子

ＦＯＲＭＡＴ文はＦＯＲＴⅣの規約に従う他に，いくつかの拡張が用意されて

います。ＦＯＲＭＡＴ文は入出力の形式を制御する為の文で必ず文番号を付け

て使用します。ＦＯＲＭＡＴ文に関する細かな規約は参考書 Ｐ．２５５～を参照

して下さい。ここではこのＦＯＲＴＲＡＮに特徴的な欄記述子についてのみ詳し

く説明します。

このＦＯＲＴＲＡＮは実数値ＯをＦ変換，Ｅ変換，Ｄ変換にかかわらず０．０

と表示します。0.0000 ……　と表示した場合は，表示けたより小さい値で

あった場合です。

また，Ｆ変換などで指定した範囲を越えた場合には蒼蒼蒼蒼で欄を埋めます。

＜ 例＞ Ｆ３．０で　1200.0 を表示しようとした場合

蒼蒼蒼　と表示されます。

Ｆ ７．３で １ 2 3.456 を表 示しようとした場合

４ 共 蒼 共 蒼 共 蒼　 と 表 示 さ れ ま す 。

１０．５ ．１ Ｘ 変 換 （ ＷＸ ）

Ｗは１から２５５までの整定数です。空白をＷ個出力します。入力時はＷけ

た読みとぱします。

以下Ｗは同じ意味です。

10.5.21 変換（lW）

入力時空白は Ｏと同 じ扱いとなります。 整数は右ぞろえで読み込まれます。

５ ５



－－－。－－。£ヱ。　を１１０で読み込んだ場合は２７０となります。

10.5.3A 変 換 （Ａ Ｗ）

単純変数または配列要素には６文字入力，出力する事ができます。Ａ変換は

左ぞろえです。

１０．５．４ ／ 区 切 り

／は記録（ レコード ）の区切りを示します。

１０．５ ．５ Ｚ 区 切 り

Ｚは，出力にのみ用いる事ができます。出力後にキャリッジリターン，ライ

ンフィードを行ないません。

＜ 例 ＞

ＷＲＩＴＥ（ １，１０）

１０　ＦＯＲＭＡＴ（ ’ＩＮＰＵＴ　Ｘ

ＲＥＡＤ（ ０，共）Ｘ

Ｚ ）

ＷＲＩＴＥ文が実行された後，カーソル位置は

ＩＮＰＵＴｏＸＸ．・

となります。 ＢＡＳＩＣのＰＲＩＮＴ 文に於けるセミコロンに対応します。

１０ ．５ ．６ Ｌ 変 換 （Ｌ Ｗ）

論理型変数はＬ変換を用いて入出力します。ＦＯＲＴＩＶと異なる点はすべて

空白ならば ．ＦＡＬＳＥ ．となります。一番左の英字がＦでもＬでもない場合

はエラーとなります。
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10.5.7 丁変換 （ＴＷ）

Ｔ変換はＦＯＲＴＩＶにはありません。Ｔ変換は左端からのけた位置を指定し

ます。Ｔ変換はＸ変換の絶対位置版だと思えばよいと思います。Ｘ変換は直前

の欄記述子の次のけたからけたを動かしますが，Ｔ変換は必ず左端からけたを

動かします。

＜ 例 ＞

ＲＥＡＤ（ １，５６ ）Ｉ，ＬＯＴ

５６　 ＦＯＲＭＡＴ（ １ １ ０ ， Ｔ ２０，１４ ）

データが，

。。。－。山・ ま此此。Xj ■１．。－。。。£,7.2.＆

となっていた場合にはＬＯＴに4728 が代入されます。

Ｊ°１２３４

ＷＲＩＴＥ（ １，３４）Ｊ

３４　ＦＯＲＭＡＴ（ ’１井井井井井井井井丼井 ≒ Ｔ５，１４）

を実行した場合

ＳＳＳＳＳ１２３４Ｓ

と出力されます。

10.5.8K 変 換 （ＫＷ）

Ｋ変換もＦＯＲＴｆＶからの拡張です。変数の内容６バイトを１２けたの１６

進数で表示します。Ｗは一つの変数当り６バイト／変数×２けた／バイト＝

１２けたまで可能です。　もし１２より 少ない場合はメモリの下位番地から表示

されます。

＜ 例 ＞

Ｊ°１

ＷＲＩＴＥ（ １，９９ ）Ｊ
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９９　ＦＯＲＭＡＴ（ Ｋ１２ ）

を実行すると

100000000081

●と表示されます。この意味は，４．１を参照して下さい。

10.5.9 F 変 換 （Ｆ Ｗ・ｄ）

ＦＯＲＴＩＶの規約に従っています。 Ｗとｄは充分に注意して設定して下さい。

Ｗ，ｄは符号なし整定数です。 Ｗは欄の長さ，ｄは小数点以下の桁数です。 Ｗ，

ｄはＧ変換以外は同じ意味です。

Ｗけた読み込んだ後に，小数点を含まなかった場合には，右からｄけた目に

小数点を挿入します。 もちろんＷけたの中に小数点を含んでいる場合はそちら

が優先します。これらの理由から，入力時にはＦＷ．０を使用する事をすすめ

ます。

１０．5.10 E 変 換 （Ｅ Ｗ ・ｄ）

Ｅ変換はＦＯＲＴ Ⅳの規約に従っています。注意すべき事を以下にあげます。

（１）　指数部は３けたまで許されています。

（２）　入力時，小数点を省略した場合は，右からｄけた目に小数点を挿入し

ます。

（３）　入力時には右づめになります。右に空白がある場合はＯとなります。

（４）　Ｅという文字が入力欄にない場合はＦ交換と同じです。

入 力 欄

12345 Ｅ ０ ０

欄記述子

Ｅ８．２

内部の値

0.12345 ×１０３

Ｅ10.0　　 不可能です。

12.34E1 －　　 Ｅ ８．２ 0.1234 ×１ ０
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１０ ．5.11 D 変 換 （Ｄ Ｗ ．ｌｄ）

Ｄ変換はＦＯＲＴＩＶのコンパチピリティの者にのみ用意されています。実質

的にはＥ変換と同じです。

１０．5.12 G 変 換 （Ｇ Ｗ ・ｄ）

Ｇ変換は入力にも出力にも使えます。ＦＯＲＴｌＶの規約に従っています。

＜ 入 力の 場 合 ＞

入力並びが整数型の場合にはｌｗと同じです。

入力並びが実数型の場合はＥｗ．ｄと同じです。

＜ 出 力 の場 合 ＞

出力並びが整数型の場合にはｌｗと同じです。

出力並びが実数型の場合は以下の様になります。ｒをその実数の絶対値とす

。　れば，

．１≦ｒ＜ １

１≦ｒ＜ １０

Ｆ（ Ｗ－５ ）．ｄ，５Ｘ

Ｆ（ Ｗ－５ ）．（ ｄ－１ ），５Ｘ

10111e （ ｄ－２ ）≦　ｒ　＜　１０ｆ９１（ ｄ－１ ）Ｆ（ ｗ－５）．１，５Ｘ

１０ｆｆｄ－１　　≦　ｒ　＜　１０ｄ　　　　　　　Ｆ（ ｗ－５）．０，５Ｘ

一般的には

Ｆ（ ｗ－５）．（ ｄ－（ 指数 ）），５Ｘ
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となります。

10.5.13 欄記述子のくり返し

欄記述子はくり返し指定が可能です。ＦＯＲＴ Ⅳの規約に従っています。い

くつかの欄記述子や欄区切りの集まりをくり返して使用する場合にはその集ま

り全体をかっこでくくり，その直前にくり返しの回数を指定します。

一般に転送されるデータの数よりも欄記述子の数のほうが少ない場合には最

後から２番目の右かっこに対応する欄記述子の集まりに戻ってそこからくりか

えして使用されます。

くり返しの深さは２重以下のもののみ許されています。

＜ 例＞

ＲＥＡＤ（ ２，１０）ＫＮＴ，（ Ｚ（ Ｉ ），Ｉ＝１，ＫＮＴ ）

１０　ＦＯＲＭＡＴ（ １５／（F10.5 ））

Ｚ（ Ｉ ）はすべてF10.5 で読み込まれます。

１０　ＦＯＲＭＡＴ（ ２（ １ ５，３（ １ １０，２１２ ）））

は使用できません。

１０．5.14 文 字 列 の 出 力

書式つき出力文では文字列の出力が許されています。文字列は引用符でかこ

みます。引用符を出力する場合は２つの連続した引用符を使用します。＼（ バ

ックスラッシュ）は使用できません。

Ｈ変換を使用する事ができます。

Ｏ以外の１６進数で 表記されたアスキーコードをバックスラッシュで囲む事

によって出力する事ができます。
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＆記号に引続いた英字によってコントロールコードを出力する事ができます。

ＷＲＩＴＥ（1.40 ）

４０　ＦＯＲＭＡＴ（ ’ＴＥ ＳＴ　 ＯＦ　 Ａ ＳＣ　 ＼４１＼＆ Ｊ ’）

は，

ＴＥＳＴ　ＯＦ　ＡＳＣｏＡ（ 改行 ）と出力されます。

10.6 自由形式の入出力10.6.1

入力

自由形式の入力が用意されています。コンマかレコード区切り（ キャリッジ

リターン）によって入力を区切ります。

文 法 ：　ＲＥＡＤ（ 論理装置番号，曇）入力並び

ＡＣＣＥＰＴ－入力並び

＜ 例＞

ＲＥＡＤ（ ０，戈 ）Ａ，Ｂ，Ｃ

コンソールから

１２．３，２４．６，３６．９．ノ

と入力すると，それぞれがＡ，Ｂ，Ｃに代入されます。

すべての入力並びに対する入力が行なわれるまで，続々とレコードを読み進

みます。ＢＡＳＩＣ のｌｎｐｕt 文と同じです。

１０ ．６．２ 出 力

自由形式の出力が用意されています。Ｇ変換で出力されます。
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自由形式の入出力はフフイルに対しても行う事ができます。

文 法 ： ＷＲＩＴＥ（ 論理装置番号，曇）出力並び

Ｔ ＹＰＥ　 出力並び

10.7 1 一式なし入出力文

書式なし入出力文が用意されています。ＦＯＲＴ Ⅳの規約に従っていますが，

他のＦＯＲＴＲＡＮ（ 例えばマイクロソフト・ＦＯＲＴＲＡＮ ）の書式なし入出

力文で出力したフフイルを読み込む事はできません。数値の内部形式が異なっ

ているからです。このＦＯＲＴＲＡＮの書式なし出力文で出力したファイルから

読み込む事が一般的です。この様な制限がありますが，書式なし入出力文は大

量のデータを高速に入出力する為に使用します。単純変数又は配列要素一つ当

り６バイトしか使いませんから，大量のデータを小さなファイルにしまう事が

できます。

＜ 注＞

書式なし入力文は，ファイルの内容を調べずに変数に代入します。従ってそ

の変数に，正しい表現の実数あるいは整数が代入されているかどうかは使用者

の責任です。正しくない形式で代入された変数に対して算術演算を行うとエラ

ーが起ります。

書式 なしのフ フイルのＥｎｄ ｏｆ　ｆｉｌｅ 記号は ６バイトの連続した ＯＦＦＨ

です。

文 法 ： ＷＲＩＴＥ（ 論理装置番号 ）出力並び

ＲＥＡＤ（ 論理装置番号 ）入力並び
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＜ 例＞

ＷＲＩＴＥ（ １）（ Ｉ，Ｉ＝1.10 ）

ＷＲＩＴＥ（ ４。 ＥＲＲ＝６６）ＡＲＲＡＹ

ＲＥＡＤ（ ４）Ｎ，（ ＡＲＲＡＹ（ Ｉ ），Ｉ＝１，Ｎ ）

10. ８ ＲＦ ＷＩＮＤ文

リワインド文はＦＯＲＴ Ⅳの規約に従っています。フ７イルポインタをフフ

イルの最初に位置付けます。

文 法 ：　ＲＥＷＩＮＤ　論理装置番号

10. ９ ＢＡＣＫＳＰＡＣＥ文

ＢＡＣＫＳＰＡＣＥ文はサポートされていません。コンパチビリティの為に，

ＢＡＣＫＳＰＡＣＥ文が実行されるとその旨をコンソールに出力します。

文 法 ：　ＢＡＣＫＳＰＡＣＥ　論理装置番号

10. １０ Ｅ ＮＤＦ ＩＬ Ｅ 文

ＥＮＤＦＩＬＥ文はＦＯＲＴ Ⅳとのコンパチビリティの為に用意されています。

論理装置番号のファイルを強制的にクローズします。現在のファイルポインタ

以降にデータが存在したとしても，それはすべて失なわれます。現在のファイ

ルポインタの位置にＥＯＦを書き込みます。

文 法 ：　ＥＮＤＦＩＬＥ　論理装置番号

＜ 注 ＞ ＥＮＤＦＩＬＥ文はＣＬＯＳＥ文とは異なります。
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ファイルに対して一度でも書式なし入出力を行なった場合には６バイトの０

ＦＦＨを，一度も書式なし入出力を行なわなかった場合にはコントロールＺ

（ ０１ＡＨ ）を書き込みます。

ＥＮＤＦＩＬＥ文を実行後はその論理装置番号は解放されます。再びＯＰＥＮ

するまでは使えません。

10. １１ Ｆ ＯＲ Ｔ Ｒ Ａ Ｎ の 入 出 力 と Ｃ Ｐ ／Ｍ の フ ァ イ ル

ＣＰ／Ｍのファイルと入出力とに関する注意を以下に個条書きします。充分

に注意して使用して下さい。

（１） 論理装置番号とＣＰ／Ｍ上のファイルとの結びつけは，０ＰＥＮ文また

はＬＯＰＥＮ文（11.12 ， 11.10 ）を用いて行ないます。

（２） Ｏから７までの８個の論理装置を使用する事ができます。Ｏはコンソー

ルからの入力，１はコンソールへの出力として，予約されていますから，

０ＰＥＮする必要はありません。それ以外の２～７を使用する時は必ず

ＯＰＥＮしなければなりません。

（３） ＣＯＮ ： という装置名を使用して２～７の論理装置番号をコンソールに

割り付けられますが，これらに対しては書式なし入力文，ＲＥＷＩＮＤ

文，ＥＮＤＦＩＬＥ文．ＳＥＥＫ文は使用できません。

（ ４） 既に存在するフ７イルに出力しようとする場合には，そのフ７イルを

ＤＥＬＥＴＥサブルーチンを使用して消去してから行なって下さい。

ＯＰＥＮ文では入力か出力かの指定は行ないませんから，フ７イルは消

去されません。

（ ５） ＣＬＯＳＥ文は，コントロールＺなどのＥＯＦ記号を書き込みません。

ＥＯＦ記号を書き込みたい場合にはＥＮＤＦＩＬＥ文を使用して下さい。

（10.10 を参照して下さい。）
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（６） ＳＥＥＫ時にはバイト単位でポインタを移動します。書式付出力文で書

かれたファイルには各レコードの区切りとしてＣＲとＬＦ（ Ｏ ＤＨ，０

ＡＨ ）が存在しますが，そのバイト数も使用者の責任で数えて下さい。

10.12 コ ン ソ ー ル 入 出 力 に 於 る 特 殊 文 字

（１） ＣＰ／Ｍ と同じくコントロールχは，行入力のキャンセルです。　ＣＲ，

ＬＦ に続いて感嘆符が表示されます。

（ ２） コンソール入力時，コントロールＺを入力するとＥｎｄ　ｏｆ　ｆｉｌｅと

なり ます。

（ ３） ＤＥＬＥＴＥ（ ０７ ＦＨ ），または，コントロールＨ は一文字消去です。

－６５－



11・システムが定義したサブルーチン
及び関数
次に示すのはこのＦＯＲＴＲＡＮが定義したサブプログラムと関数でＣＰ／Ｍ

のファイルやメモリーの操作に役立ちます。

サブプログラム

ＢＩＴ

ＣＬＯＳＥ

ＤＥＬＥＴＥ

ＬＯＰＥＮ

ＯＵＴ

ＲＥＮＡＭＥ

ＳＥＴＩＯ

関 数

ＣＡＬＬ

ＣＯＭＰ

ＲＡＮＤ

ＣＨＡＩＮ

ＣＴＥＳＴ

ＥＸＩＴ

ＭＯＶＥ

ＰＯＫＥ

ＲＥＳＥＴ

ＳＥＴＵＮＴ

ＣＢＴＯＦ

ＩＮＰ

以下に詳しい説明を示します。

ＣＩＮ

ＤＥＬＡＹ

ＬＯＡＤ

ＯＰＥＮ

ＰＵＴ

ＳＥＥＫ

ＣＨＡＲ

ＰＥＥＫ

フフイル操作を行うサブプログラムは，オプションの引数を用いてフフイル

操作時のエラーを検出することができます。このオプションの変数は各ルーチ

ンの説明では｛ ，ｅｒｒｏｒ ｝と書いてあります。 このパラメータを指定しない

時，ファイル操作中にエラーがおこるとプログラムの実行は中断しＣＰ／Ｍの

システムにもどります。またこのパラメータを指定しておくと，サブプログラ

ムが終った時にエラーの有無，種類を知ることができます。

パ ラ メ ータ の値

Ｏ
　

ｌ
　

ｎ
／
｀
　

３

意　 味

エラーはありません。

指定したファイルかありません。

ディスクの容量が不足しました。

エンドオブフ了イル。

６ ６



４

｣Ｑ
　

ｅ

’

６

サブプログラムＲＥＮＡＭＥで， 変更しようとし

た新しい名のファイルが既にあります。

サブプログラムＳＥＥＫのエラー。

サブプログラムＬＯＡＤ，ＣＨＡＩＮで指定したフ

ァイル名か正しくありません。

11. １ ＢＩＴ

ＣＡＬＬ　ＢＩＴ（ Ｄ，Ｐ
’ Ｓ”

Ｒ”

Ｆ”

Ｔ ≒ Ｖ

）

変数Ｄの左からＰ番目のピットに関するサププログラムで，３番目のパラメ

ータで機能を指定します。

’ＳＩ　指定したピットを　１　にします。

’Ｒ ’ 指定したピットを　 Ｏ　にします。

’Ｆ ’ 指定したピットを　反転します。

’Ｔ ’ 指定したビットを調べて，その値（ ０か１）をＶで指定した変数

に入れます。

11. ２ Ｃ Ｈ ＡＩＮ

ＣＡＬＬ　 ＣＨＡ ＩＮ（ ’ｐｒｏ９「ａ･ｎ ｎａｍｅ ’｛ ，ｅ「「ｏ｛ ｝）

’ｐｒｏｇｒａｍ ｎａｍｅ ’は，拡張子 ’.obj　 ’を持つこのＦＯＲＴＲＡＮの

オブジェクトで，実行は新しいプログラムにうつります。

現在オープンされているファイルのＣＬＯＳＥはしないので，そのファイル

を新しいプログラムでそのまま用いることができます。

オーバーレイではないので，メモリー上のデーターは保存しません。

ただし，無名共通ブロック（ブランクコモン）の内容は保存されるので，新しい

プログラムにわたしたいデータは，ブランクコモンに入れておきます（4.7 参照）。

指定したファイルか見つからない場合はエラーとなり，引数ｅｒｒｏｒ がない

６７ －



時はプログラムを中断します。引数ｅｒｒｏｒがある場合はエラーコードをセ
ヅ

トしてもどります。

ｅｒｒｏｒ

１
　

７

11. ３ ＣＩＮ

ＣＡＬＬ　ＣＩＮ（ Ｖ ）

意　味

ファイルが見つかりません。

フフイルのフォーマットが正しくありません。

コンソールから１文字を読みこんで，Ｖの最も左のバイトに入れます。文字

は７ ｂｉｔ ＡＳＣＩ Ｉ として扱われ，ＭＳＢはＯとなっています。

＜ 例 ＞

Ｃ　ＷＡＩＴ　ＦＯＲ　Ａ　ＣＲ （ＯＤＨ） ＦＲＯＭ ＴＨＥ　ＣＯＮＳＯＬＥ

３ ０ ＣＡＬＬ　ＣＩＮ（ ＣＨＡＲＡ ）

ＩＦ （　 ＣＯＭＰ（ ＣＨＡＲＡ，＃ＯＤ００，１ ） ．ＮＥ．０　 ）

ＧＯ　ＴＯ　８０

ＣＯＭＰで比較すべき文字を井を用いてあらわすにはこのように指定します。

メモリー上では，２バイトごとに区切られ，

0D00　0000　0000

となっているためです。

11. ４ ＣＬ ＯＳ Ｅ

ＣＡＬＬ　ＣＬＯＳＥ（ ｕｎｉｔ）

ＯＰＥＮ または ＬＯＰＥＮで 開いた 論理装 置番号を持つファイルを閉じます。
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11.5 ＣＴＥＳＴ

ＣＡＬＬ　 ＣＴ ＥＳＴ（ ｓｔａｔｕｓ ）

コンソールに入力があるかどうかをしらべます。

st ａt ｕｓ

０
　

１

意　味

コンソールの入力はまだありません。

コンソールの入力がありました。

入力された文字はサブプログラムＣＩＮで入力できます。

ＣＩＮ や，ＲＥＡＤで コンソールの内容を読むと，次の入力があるまで

ｓtａtｕｓは Ｏとなります。

11.6 ＤＥＬＡＹ

ＣＡＬＬ　 ＤＥＬＡＹ（ ｗａｉｔ ｔｉｍｅ ）

ｗａｉｔ　ｔｉｍｅ ｘ １０ ミ リ秒だけプ ログラムを 遅らせます。ｗait t ｉｍｅ は

１～65535 で 指定 します。 Ｏは65536 に 解 釈されるので注 意が必要です。

ＣＰＵ としては２ＭＨｚの8080 を 仮 定しているので ，他のシステムでは実

際に計って見 ることが必要です。

11. ７ Ｄ Ｅ Ｌ Ｅ Ｔ Ｅ

ＣＡ ＬＬ　Ｄ ＥＬＥＴＥ（ ’ｆｉ ｌｅ ’｛ ，ｅ「「ｏ「 」）

ｌｆｉｌｅｌ　で指定したＣＰ／Ｍ ファイルを消去します。

指定したファイルが存在しなくても，プログラムは続行します。

引数ｅｒｒｏｒ がある時には次のような意味をもちます。

ｅｒｒｏｒ

０
　

１

意　味

指定したファイルを消去しました。

指定したファイルは，はじめからありません。

６ ９



消去したファイルは，回復できませんから注意が必要です。

11.8 Ｅ ＸＩＴ

ＣＡＬＬ　ＥＸＩＴ

プログラムを正常に終了させるために用います。ＳＴＯＰステートメントを

用いる時と異なり，コンソールに何も表示せずそのままＣＰ／Ｍ のコマンドモ

ードになります。

11. ９ Ｌ Ｏ ＡＤ

ＣＡＬＬ　ＬＯＡＤ（ ’ｆｉｌｅ ｎａｍｅ≒type ｛ ，ｅrrｏr　｝）

ｆｉｌｅ ｎａｍｅ　で指定し たＣＰ／Ｍ フ フイルを メモリーにロードします。 拡

張 于は，ty ｐｅで指定します。

拡張 子

０

０以外

’

．

Ｈ Ｅ Ｘ”

．

０ Ｂ Ｊ Ｉ

主に関数ＣＡＬＬで呼ぶ機械語ルーチンのロードに用いますが，　 この

ＦＯＲＴＲＡＮ は１００Ｈ～4000H にランタイム，4000H 以後に オブジェ

クトがロードされるので，機械語ルーチンは，それを避けるようにロードする

必要があります。

指定したファイルが存在しない，あるいは，フ了イルの内容が正しくないと

きは，実行時エラーが起ります。

ｅｒｒｏｒ を指定しないと，プログラムは中断され，ＣＰ／Ｍ システムに実行

がもどります。　ｅｒｒｏｒ を指定した時には次のようにセットされます。

０
　

１
　

７

意　味

正常にロードしました。

フ了イルがありません。

ファイルの内容が正しくありません。

７ ０



11. １０ Ｌ Ｏ Ｐ Ｅ Ｎ

ＣＡＬＬ　 ＬＯＰＥＮ（ ｕｎｉｔ，ｌｆｉｌｅ ｎａｍｅ ’｛ ，ｅｒｒｏｒ ｝）

ほとんどの動作は，サププログラムＯＰＥＮと同じです。異なるのは，出力

時にフ ォートランの行送り制御が仮定されることです。各行のはじめの文字で

行送りの制御が行なわれます。

最初の

文　宇

＋

空白

０

－

１

代 わりに出力

される コード
－
ＣＲ

ＣＲ，ＬＦ

ＣＲ，ＬＦ，ＬＦ

ＣＲ，ＬＦ，ＬＦ，ＬＦ

ＣＲ，ＦＦ

行なわれる動作

前の行に重ねて書きます。

前の行の次の行に書きます。

前の行から１行あけて書きます。

前の行から２行あけて書きます。

次のページの先頭から書きます。

ここでＣＲ，ＬＦ，ＦＦはそれぞれ次のことを示します。

コード
－
ＣＲ

ＬＦ

ＦＦ

１６進
一
ＯＤＨ

ＯＡＨ

ＯＣＨ

動　 作

今の行の１カラムにもどります。

カラム位置を変えずに次の行に進みます。

次のページの先頭に送ります。

表示される装置はこの動作を実行できるものである必要があります。

11. １１ Ｍ Ｏ Ｖ Ｅ

Ｃ Ａ Ｌ Ｌ　 Ｍ Ｏ Ｖ Ｅ （ ｃｏｕｎｔ ，ｆ ｒｏｍ, ｄｉｓｐ ｌ ，ｔｏ ，ｄｉｓｐ ２ ）

メモリーの内容を 他の場所に複写します。 ｃｏｕｎt は 複写するバイト数を示

します。　fｒｏｍ とt ｏ は複写のもとと行く先を示 します。　ｄｉｓｐ ｌ ， ｄｉｓｐ ２

は ，f ｒｏｍ とt ｏ の使い方を示 します。

di ｓp　　　　　　　　　　　　f ｒｏｍ とt ｏ の意 味

－１　　　　　　　　　 引数が示す値を 用います。

０．１，２，……　　 引数があるアドレ スにこの値を加えた値を用います。

７ １



＜ 例＞ ＣＡＬＬ　ＭＯＶＥ（ ２，Ａ，－１，ＳＣＣ００，－１）

Ａの示すアドレスから２バイトをＳＣＣ００に複写します。

ＣＡＬＬ　ＭＯＶＥ（ ５， ’ＳＴＲＩＮＧ≒　１，ＳＣＣ００，－１ ）

’ＳＴＲＩＮＧ ’の２番目以後５文字つまり ’ＴＲＩＮＧ ’を， ＳＣＣ００

以後に複写します。

ＣＡＬＬ　ＭＯＶＥ（ １ ０２ ４，ＳＣＣ００，－１，Ａ，０）

ＣＣ００ 以後1024 バイトを変数Ａのあるアドレス以後に複写します。

11. １２ ０ Ｐ Ｅ Ｎ

ＣＡＬＬ　 ＯＰ ＥＮ ．（ ｕｎｉ ｔ ， ’ｆｉｌｅ ｎａｍｅｌ ｛ ．ｅ「「ｏ｛ ｝）

ｌｆｉｌｅ ｎａｍｅ’ で指定したフフイルをオープンしてｕnit で指定する論理

装置番号に対応させます。

指定したフフイルがすでに存在している場合はそのフ７イルをオープンしま

す。そのフ７イルがない時には，２つの対応があります。ｅｒｒｏｒ という引数

をつけずにＯＰＥＮを実行した場合は，指定した名前のフ７イルを新たに，作

ります。ｅｒｒｏｒ という引数を用いた場合は，０ＰＥＮ の実行後に ｅｒｒｏｒ は

次のような値を持ちます。

ｅｒｒｏｒ

Ｏ
　

Ｉ

意　　味

目的のフフイルは存在していてオープンされました。

目的のフフイルは存在せず何も行なわれません。

そこで，次のようにしてあるフフィルが存在するかを調べることができます。

ＣＡＬＬ　 ＯＰＥＮ（ ３， ’ＩＮＰＵＴ ’，ＩＥＲＲＯＲ ）

ＩＦ（ ＩＥＲＲＯＲ．ＮＥ．０ ）ＴＹＰＥ　 ＩＮＯＴ　ＦＯＵＮＤ ’

ＯＰＥＮでは，ＣＰ／Ｍ ファイル以外にも， ＣＰ／Ｍ のシステムコンソール，

プリンターのオープンができます。

’ＣＯＮ：　’ コンソールをオープンします。

’ＬＳＴ：１　プリンターをオープンします。

－７２－



＜ 例＞

ＣＡＬＬ

ＣＡＬＬ

ＣＡＬＬ

ＯＰＥＮ（ ２

０ＰＥＮ（ ３

０ＰＥＮ（ ５

11. １３ ０Ｕ Ｔ

ＣＡＬＬ　ＯＵＴ（ Ｐ，Ｖ）

’Ｄ 】ＳＫＦＩＬＥ ’）

’Ｃ：ＩＮＰＵＴ．ＤＡＴ ’）

’ＣＯＮ ：　’ ）

8080 ／8085 ／Ｚ ８０　の出力ポートを直接アクセスします。ポートＰに

Ｖを８ピットの値になおして出力します。

11.14 ＰＯＫＥ

ＣＡＬＬ　 ＰＯＫＥ（ Ｉｏｃａｔｉｏｎ，ｖａｌｕｅ ）

lｏｃａtｉｏｎ　で指定したメモリーに，ｖalｕｅ で指定した値を代入します。

＜ 例＞

ＣＡＬＬ　ＰＯＫＥ（ ＡＤＤ，ＰＥＥＫ（ ＡＤＤ ）＋1 ）

は，ＡＤＤで示すメモリーの内容を１つ増します。

11. １５ Ｐ Ｕ Ｔ

ＣＡＬＬ　 ＰＵＴ（ ｖａｌｕｅ ）

コンソ ールにｖalｕｅ に対応するＡＳＣＩＩ文字を出力します。

＜ 例＞

ＣＡＬＬ　ＰＵＴ（ ６５）

６５に対応するＡＳＣＩＩ文字 ’ＡＩを出力します。

ＣＡＬＬ　ＰＵＴ　（ ＣＨＡＲ（ ’１ ≒　Ｏ））

７ ３



ＣＨＡＲ（ ’１ Ｏ ）は ４９なので

11.16 ＲＥＮＡＭＥ

１ ’を出力します。

ＣＡＬＬ　 ＲＥＮＡＭＥ（ ’ｏｌｄｌ， ’ｎｅｗ ’｛ ，ｅｒｒｏｒ ｝）

ファイルの名をつけかえます。 もし ’ｏｌｄ ’ と いう名のファイルがなかった

り ’ｎｅｗ ’という名の ファイルが既にある時にはエラーとなります。引数ｅｒｒｏｒ

かない場合 はプログラムＣＰ／Ｍ にもどり ます。 引数 ｅｒｒｏｒ を指定 した時は

次のよ うな意味をもちます。

ｅｒｒｏｒ

０
　

１
　

４

意　味

正常にＲＥＮＡＭＥしました。

ＲＥＮＡＭＥすべきファイルがありません。

新しい名前をもつファイルが既にありません。

＜ 例＞

ＤＩＭＥＮＳＩＯＮ　　ＯＬＤ（ ２ ），ＮＥＷ（ ２ ）

ＲＥＡＤ（ ０，１ ）ＯＬＤ，ＮＥＷ

Ｉ　ＦＯＲＭＡＴ（ ２Ａ６／２Ａ６ ）

ＣＡＬＬ　ＲＥＮＡＭＥ （ ＯＬＤ，ＮＥＷ，ＥＲＲＯＲ ）

11.17 ＲＥ Ｓ ＥＴ　

ＣＡＬＬ　ＲＥＳＥＴ

ディスケットを交換したことをシステムに教えるサププログラムです。交換

されるディスケットでオープンしていたフ７イルは交換に先だってＣＬＯＳＥ

する必要があります。ＲＥＳＥＴ の中でディスケットを交換するように指示を

出します。

７４



一 一

＜ 例＞

ＣＡＬＬ

ＣＡＬＬ

ＣＡＬＬ

ＣＬＯＳＥ（ ３）

ＣＬＯＳＥ（ ４）

ＲＥＳＥＴ

11. １８ ＳＥ ＥＫ

ＣＡＬＬ　ＳＥＥＫ（ ｕnit ，po ｓitｉｏｎ ｛ ，ｅ「「ｏ｛ ｝）

ｕnit で 指定 されたファイルの先頭から ｐｏｓitｉｏｎ番目のバイトで次の

ｒｅａｄ／ｗｒit ｅ が 行な われるよう 用 意 します。　デ ーターのない所に ＳＥＥＫ

を試みると実行時エ ラーとなり ます。 引数ｅｒｒｏｒ が ない場合 は実行を中断し

て ＣＰ／Ｍ のシステ ムにもどります。 引数ｅｒｒｏｒ を 指定した場合は，ｅｒｒｏｒ

を次のような値にしてもどります。

ｅｒｒｏｒ

o
　
｣

ｒ
）

Ｑ

意　味

正常にＳＥＥＫしました。

その部分は存在しないセクターです。

その部分は存在しないイクステントです。

５の場合はフ７イルはＣＬＯＳＥ されないので ，そのポジションに新しいデ

ータを書き込むことができます。しかし，６の場合はフ７イルはＣＬＯＳＥ さ

れます。ＣＰ／Ｍ ２． ０以後のバージェ，ンでは６のエラーは出ません。

11. １９ ＳＥＴＩＯ

ＣＡＬＬ　ＳＥＴ１０（ Ｖ ）

コンソールのアクセスの方法を変更します。

Ｖ

Ｏ
　

ｎ
乙

意　味

ＣＰ／Ｍ　ＢＩＯＳのコンソール入出力ルーチンを用います。

ＣＰ／Ｍ のＢＤＯＳの１，２でコンソール入出力をします。

コントロールＰでプリンターを ＯＮ／ＯＦＦ できるのは，こ

の場合のみです。
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０，２以外 ＣＰ／Ｍ のＢＤＯＳ の６でコンソール入力をします。これが

可能なのはＣＰ／Ｍ ２．０以後のバージョンのみです。

すべてのＣＰ／Ｍ で用いることができるのは，Ｖ＝２のみです。

11. ２０ ＣＡＬＬ

Ａ＝CALL （addr ｅｓｓ，ａrgｕｍｅｎt ）

addｒｅｓｓ からはじまる，ユーザか定義する機械語ルーチンを呼びます。

ａｒｇｕｍｅｎt の内容を１６ピットの数になおして，ＢＣ，ＤＥレジスタペアに

入れます。機械語ルーチンは得られた結果をＨＬレジスタペアに入れることで

値をプログラムに返すことができます。機械語サブプログラムは普通に８０･８０

／Ｚ８０のＲＥＴ 命令を実行することで，もとのルーチンにもどります。

機械語ルーチンは，先に述べたＬＯＡＤ サブプログラムでメモリー上にロー

ドします。

11. ２１ Ｃ Ｂ Ｔ ＯＦ

Ａ＝ＣＢＴＯＦ（fr ｏｍ ，di ｓｐ ｛ ，8 － bi t ｝）

Ｃｏｎｖｅｒt ｂｉｎａｒｙ t ｏ ｆｌｏａt ｉｎｇ の 略 で ， １６ ｂｉ ｔ あ る い は（ ，８－ｂｉｔ

と つ け 加 え る こ と で ）８ ｂｉｔ の ｂｉｎａｒｙ の 数 を ，こ のＦ Ｏ ＲＴ ＲＡ Ｎ の 内 部 表

現 に 変 換 し ま す 。

変 換 す る デ ー タ は 次 の よ う に 指 定 し ま す 。

di ｓｐ が ０ 以 上 の 時 は ， 変 数f ｒｏｍ が 存 在 す る 了 ド レ ス にdi ｓｐ を 加 え た ア

ド レ ス の 内 容 を 変 換 し ま す 。

di ｓｐ が Ｏ 未 満 の 時 は ， 変 数f ｒｏｍ が 示 す ア ド レ ス の 内 容 を 変 換 し ま す 。

＜ 例＞

Ｖ＝ＣＢＴＯＦ（ Ａ，０，８－ｂｉｔ ）

により変数Ａの一番下のバイトの内容をＶに代入します。
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ＢＩＯＳ＝ＣＢＴＯＦ（ Ｓ０００１，－１ ）－３

によりＣＰ／Ｍ のＢＩＯＳ の存在するアドレスを変数ＢＩＯＳに代入します。

11. ２２ Ｃ Ｈ ＡＲ

Ａ＝ＣＨＡＲ（ ｖａriable ，di ｓｐ ）

変数ｖａｒiable の 存在するアドレスにdi ｓｐを加えたアドレスの文字が持

つＡＳＣＩＩ コードを 得ます。

＜ 例＞　 Ａ＝ＩＡＢＣＤＥＦ ’

Ｂ＝ＣＨＡＲ（ Ａ，０ ）

Ｃ＝ＣＨＡＲ（ Ａ，５ ）

ではＢ，Ｃにはそれぞれ ’Ａ ’と ’Ｆ ’に対応する６５と７０が代入されます。

11. ２３ ＣＯ ＭＰ

Ａ＝ＣＯＭＰ（ ｓtr l，ｓtr2 ，1en9 ）

２つの文字 例ｓｔｒ １，ｓｔｒ ２ のはじめからｌｅｎｇの長 さを比較します。比較

は２つ の文字 例のはじめから１バイトづつとり だし，ＡＳＣＩＩ コードで 比較

して行きます。 結果は

－ １

Ｏ
　

Ｉ

ｓｔｒ　ｌ

ｓｔｒ　１

ｓｔｒ　 １

＜ ｓｔｒ ２

＝ ｓｔｒ ２

＞ ｓｔｒ ２

＜ 例 ＞

Ａ＝ＣＯＭＰ（ ’ＡＢＣＤＥＦ ≒　ＩＡＢＣＤＥＧ ≒　５ ）

は ’ＡＢＣＤＥ ’と ’ＡＢＣＤＥ ’の比較でＡはＯとなります。

Ａ＝ＣＯＭＰ（ ＩＡＢＣＤＥＦ ≒　’ＡＢＣＤＥＧ ≒　６）

はＩＡＢＣＤＥＦ ’と ’ＡＢＣＤＥＧＩを比べて，Ａは－１となります。
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11.24 1NP

A＝INP （ ｐｏrt）

8080 ／8085 ／Ｚ ８０　の入力ポートを直接アクセスします。

ｐｏｒt で指定した入力ポートの内容を変数Ａに代入します。

11. ２５ ＰＥ ＥＫ

Ａ＝PEEK （ ｌｏｃａtｉｏｎ ）

lｏｃａtｉｏｎ　で示すメモリーの内容を変数Ａに代 入します。

＜ 例＞

ＢＩＯＳ＝ＰＥＥＫ（ １ ）十ＰＥＥＫ（ ２）曇２５６－３

によりＢＩＯＳの存在するアドレスをＢＩＯＳに代入します。これは

ＢＩＯＳ＝ＣＢＴＯＦ（ Ｓ０００１，－１）－３

と同じ値を得ます。

11. ２６ ＲＡＮＤ

Ａ＝ＲＡＮＤ（ Ｘ）

Ｏと１の聞 の擬似乱数を与える関数です。引数Ｘの値によって機能が 異なります。

Ｘ＞Ｏの場合は，Ｘを種（ ＳＥＥＤ ）とする 新しい系列の乱数のはじめの乱

数を与えます。 Ｘの値が同じならば得られる系列も同じもので す。

Ｘ ＝Ｏの場合は，Ｘ＞ Ｏの値で定 めた系列の次の乱数を与えます。

Ｘ＜ Ｏの場合は，Ｘ＞Ｏの場合と同じように新しい系列の乱数を作り ますが，

Ｘの絶対値によらず同じ系列となります。

とにかく，Ｘ＝ Ｏとしておけば，ＲＡＮＤ関 数は，次 々と新 たな乱数を 発生

して行き ます。
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●ＡＰＰＥＮＤＩＸ

１ 実 行 時 の エ ラ ー メ ッ セ ー ジ

プログラムの実行中に続行不可能なエラーが起ると，次のようなメッセージ

をコンソールに出力してＣＰ／Ｍ システムにもどります。

Ｒｕｔｉｍｅ ｅｒｒｏｒ ：　χ χ χχ ， ｃａＨ ｅｄ ｆｒｏｍ ｌｏｃ．ＹＹ Ｙ ＹＨ

Ｐｇｍ ｗａｓ ｅｘｅｃｕｔｉｎｇ　ｌｉｎｅ　Ｌ Ｌ ＬＬ　ｉｎ ｒｏｕｔｉｎｅ　ＮＮ Ｎ Ｎ

χχＸχ は以後に示すエラーメッセージです。

ＹＹＹＹ はエラーを起したルーチンを呼んだアドレスです。

このアドレスは，ＮＮＮＮ というルーチンのＬＬＬＬ 行目にあったことを示

します。注意すべきことはＬＬＬＬ はソースプログラムの行ではなく，コンパ

イル時のリストを見なければわからないということです。またコンパイル時に

Ｘオプションを用いないと行番号ＬＬＬＬ は表示することはできず ？？？？が

表示されます。

Ｐｇｍ ｗａｓ…… が２行以上表示された場合ははじめの行が正しいメッセー

ジです。

ＡＲＧ　 ＣＮＴ サブプログラムや関数を呼ぷがわと呼ばれるがわの引数

の数が異なる。

ＡＳＮ　ＧＯＴＯ　　割当てＧＯＴＯを実行しようとしたが，正しい文番号が

変数にＡＳＳＩＧＮ されていなかった。

ＣＡＬＬ　ＰＯＰ　　対応する呼び出しがないのにＲＥＴ 命令を実行した。主

に機械語ルーチンの中でおこる。

ＣＡＬＬ　ＰＳＨ　　サブルーチン呼び出しのネストが深すぎる。

サブルーチンや関数を再帰的に用いた時などにおこる。
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ＣＨＡＩＮ　 ＦＬ ＣＨＡＩＮ またはＬＯＡＤで指 定したフ７イルが存在し

なかった。

ＣＯＭ　ＧＯＴＯ　　計算型ＧＯＴＯを実行しようとした所，指定した文番号

がなかった。

ＣＯＮ　 ＢＩＮ システムコンソールへは，書式なし入出力はできないの

にそれを試みた。

ＣＯＮＴＲ Ｌ／Ｃ　　ＣＴＲＬ　ＥＮＡＢＬＥ の状態でコントロールＣを受けつ

けたが，ＥＲＲＳＥＴ 文 が実行されていなかった。

ＣＯＮＶＥＲＴ 変数の内部表現を１６ピットの整数に変換しようとした

ところオーバーフロウをおこした。

ＤＩＶ　ＺＥＲ０　　０で割り算をしようとした。

ＤＳＫ　ＦＵＬＬ　　ディスク容量またはディレクトリーが不足した。

ＦＩＬＥ　ＯＰＲ　　フフイル操作時のエラー。

ＦＯＲＭ ＡＴ フォーマット入出力時のフォーマット文が正しくなかっ

た。

ＩＬＬ　 ＣＨＡＲ　　 ＲＥＡＤ を 実行している ときに正しくない宇を読んだ。

ＩＬＬ　 ＵＮ ＩＴ　　 ＲＥＡＤ，ＷＲＩＴＥ，０ＰＥＮ，ＬＯＰＥＮ，ＲＥＷＩＮＤ，

ＣＬＯＳＥ，ＳＥＥＫ において，装置番号に　 ２，３，４，

５，６，７以外を用いた。

ＩＮＰＴ　 ＥＲＲ　　 ＲＥＡＤ で 数を 入力する時に正 しくないデータがあった。

例えば ，整数を 入力する所に　 ４．などと入力したり，
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小数点を誤って２つ入力した時におこる。

ＩＮＴ　ＲＡＮＧ　　計算結果を整数型変数に代入しようと思ったら，８桁の

範囲を越えた。

｜／Ｏ　 ＥＲＲ ＲＥＡＤ，ＷＲＩＴＥ の時 にエ ラーが起った。そして

ＥＲＲ二●●●●●●　　とい うエラー処理が指定されていなかっ

た。

｜／Ｏ　ＬＩＳＴ　　フォーマット入出力の時に，指定した入出力リストにエ

ラーがあった。

ＬＩＮＥ　ＬＥＮ　　入出力で１度に処理しようとしたレコードの長さが

２５０バイトを 越えた。この中には 行の終りのＣＲ（ ０

ＤＨ）を含む。

ＬＯＧ　 ＮＥＧ ＡＬＯＧ，ＬＯＧ１０で，負の数の対数の値を求めようと

した。

ＯＶＥＲＦＬＯＶＶ　　計算結果が。実数の表現の範囲を越えた。

ＳＥＥＫ　ＥＲＲ　　サブプログラムＳＥＥＫ でエラーが起った。

ＳＱＲＴ　ＮＥＧ　　ＳＱＲＴで負の数の平方根の値を求めようとした。

ＵＮＩＴ　ＣＬＯ　　サブプログラムＣＬＯＳＥで クローズしようとしたフフ

イルは，オープンされていなかった。

ＵＮＩＴ　ＯＰＮ　　すでにオープンしている装置番号を再びＬＯＰＥＮ，

０ＰＥＮでオープンしようとした。装置番号Ｏと１を

ＯＰＥＮ，ＬＯＰＥＮ でオープンしようとした。

８２



２ コ ン パ イ ル 時 の エ ラ ー メ ッ セ ー ジ

コンパイル時にエラーを発見すると，どのようなエラーかを２桁の１６進コ

ードで知らせます。さらにコンパイルのオプションにＧを指定すると，エラー

に対するメッセージも表示します。その中で曇ＦＡＴＡＬ蒼は，特に重大なエ

ラーです。

ａｅ Ｆ゙ＡＴＡＬ゛ ｃｏｍｐｉｌｅｒ ｅｒｒｏｒ

０ ０　 （ ｆ Ｆ ＡＴ Ａ Ｌｆ　 コ ン パ イ ラ ー の エ ラ ー。　）

ｇ１　Ｓｙｎｔａχ　ｅｒｒｏｒ ， ２ ０ｐｅｒａｔｏｒ８　１ｎ ａ　ｒｏｗ

０ １　（ 文 法 エ ラ ー ， １ 行 に ２ つ の 演 算 子 が あ る。 ）

ｇ２　ｕｎｅｘＰｅｃｔｅｄ　ｃｏｎｔｉｎｕａｔｉｏｎ （ｃ０１ｕｍｎ ６　ｎｏｔ ｂｌａｎｋ ｏｒ ｇ ）

０ ２　 （ 不 正 な 継 続 文。 ）

ｇ３　１ｎｐｕｔ ｂｕｆｆｅｒ ｏｖｅｒｆ１０ｗ （ｉｎｃｒｅａｓｅ　Ｂ＝　ｃｏｍｐｉｌｅｒ ｏｐｔｉｏｎ ）

０ ３　 （ 入 力 バ ッ フ ァ不 足（ コンパ イル オプ シ ョ ン Ｂ ＝ で 増 や す こ と が で き る ） ）

ｇ４　１ｎｖａｌｉｄ　ｃｈａｒａｃｔｅｒ　ｆｏｒ　ＦＯＲＴＲＡＮ ｓｔａｔｅｍｅｎｔ

０ ４　 （ ソ ー ス フ ァ イ ル に 不 正 な 文 字 が あ る 。　）

ｇ５　ｕｎｍａｔｃｈｅｄ ｐａｒｅｎｔｈｅｓｉｓ

０ ５　 （ Ｉ（ ｌと Ｉ） ’の 数 が 一 致 し て い な い。 ）

ｅ６　ｓｔａｔｅｍｅｎｔ　ｌａｂｅ１　〉 ９９９９９

０ ６　 （ 文 番 号 で99999 よ り 大 き い も の が あ る。　）

ｇ７　１ｎｖａｌｉｄ　ｃｈａｒａｃｔｅｒ　ｅｎｃｏ１１ｎｔｅｒｅｄ　ｉｎ　ｓｔａｔｅｍｅｎｔ　ｌａｂｅ１

０ ７　 （ 文 番 号 に 不 正 な 字 が あ る。 ）

ｇ８　１ｎｖａｌｉｄ ＨＥχ ｄｉｇｉｔ　ｅｎｃｏｕｎｔｅｒｅｄ　ｉｎ ｃｏｎｓｔａｎｔ

０ ８　 （ １６ 進 数 で 不 正 な 字 が あ る。　）

ｇｇ　ｅｘｐｅｃｔｅｄ　ｃｏｎｓｔａｎｔ ｏｒ　ｖａｒｉａｂｌｅ　ｎｏｔ　ｆｏｕｎｄ

０ ９　 （ 変 数 ま た は 定 数 が 不 足 し て い る 。 ）

ｅＡ ８　ｂｉｔ ｏｖｅｒｆ１０ｗ ｉｎ ｃｏｎｓｔａｎｔ

ＯＡ （ 定 数 の 値 が ８ ピ ッ トを 越 え て い る 。 ）

ｅＢ　ｕｎｉｄｅｎｔｉｆａｂｌｅ　ｓｔａｔｅｍｅｎｔ

Ｏ Ｂ （ 意 味 不 明 の 文 。 ）
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ｇＣ　ｓｔａｔｅｍｅｎｔ　ｎｏｔ　ｉｍＰｌｅｍｅｎｔｅｄ

ＯＣ　（ このＦＯＲＴＲＡＮ にはない機能を 用いている。 ）

ｅＤ ｑｕｏｔｅ ｍｉｓｓｉｎ９

０Ｄ　（ ｑｕｏｔｅがない。　）

ＩＥ　ＳＵＢＲＯＵ’ｒＩＮＥ／ＦＵＮＣＴＩＯＮ ／ＢＬＯＣＫ ＤＡＴＡ ｎｏｔ　ｆｉｒｓｔ

ｓｔａｔｅｍｅｎｔ　ｉｎ ｒｏｕｔｉｎｅ

Ｏ Ｅ （ ＳＵ Ｂ Ｒ ＯＵ Ｔ ＩＮ Ｅ ／ ＦＵ Ｎ ＣＴ ＩＯＮ ／ Ｂ Ｌ ＯＣＫ Ｄ ＡＴ Ａ 文 が ル ー チ

ン の 先 頭 に な い 。 ）

ｇＦ　ｃ０１ｕｍｎｓ　１－５　０ｆ ｃｏｎｔｉｎｕａｔｉｏｎ　ｓｔａｔｅｍｅｎｔ　ａｒｅ　ｎｏｔ ｂｌａｎｋ

ＯＦ　 （ 継 続 行 な の に ， １ ～ ５ カ ラ ム が 空 白 で な い 。 ）

１ｇ　ｃａｎｎｏｔ　ｉｎｉｔｉａｌｉｚｅ ＢＩλＮＫ ＣＯＭＭＯＮ

１ ０　 （ 無 名 コ モ ン を Ｂ Ｌ Ｏ ＣＫ ＤＡ Ｔ Ａ で 初 期 化 し よ う と し て い る。 ）

１１　ＲＥＴＵＲＮ ｉ ｓ　ｎｏｔ ｖａｌｉｄ　ｉｎ ｍａｉｎ　ｐｒｏ９ｒａｍ

ｌ ｌ　 （ メ イ ンプ ロ グ ラ ム に ＲＥＴ Ｕ Ｒ Ｎ 文 が あ る 。 ）

１２　ｓｙｎｔａｘ　ｅｒｒｏｒ ｏｎ　ｕｎｉｔ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ

１ ２　 （ 論 理 装 置 番 号 の 指 定 が お か し い。 ）

１３　ｍｉｓｓｉｎｇ　ｃ（ｘｎｍａｌａｆｔｅｒ　 ） ｉｎ ＣＯＭＰＵＴＥＤ ＧＯ ＴＯ

１ ３　（ 計 算 型 Ｇ Ｏ Ｔ Ｏ 文 で ）の 後 に ， が な い 。 ）

１４ ｍｉｓｓｉｎｇ ｖａｒｉａｂｌｅ　ｉｎ　ＣＯＭＰＵＴＥＤ ＧＯ ？○

１ ４　 （ 計 算 型 Ｇ Ｏ Ｔ Ｏ 文 で 変 数 が な い。 ）

１５　１ｎｖａｌｉｄ　ｖａｒｉａｂｌｅ　ｉｎ ＡＳＳＩＧＮＥＤ／ＣＯＭＰＵＴＥＤ ＧＯ ＴＯ

１ ５　（ 計 算 型 Ｇ Ｏ Ｔ Ｏ 文 ， 割 当 て Ｇ Ｏ Ｔ Ｏ 文 で 変 数 の 値 が 不 正 。 ）

１６ １ｎｖａｌｉｄ ＬＩ？ＥＲＡＬ ， ｎｏ ｂｅ９１ｎｎｉｎｇ ｑｕｏｔｅ

１ ６　（ 不 正 な 文 字 列 。 ）

１７ ｎｕｍｂｅｒ ｏｆ ｓｕｂｓｃｒｉｐｔｓ ｅｘｃｅｅｄｓ ｍａｘｉｍｌｌｍ ｏｆ ７

１ ７　 （ 配 列 の 次 元 が ７を 越 え て い る 。 ）

１８　１ｎｖａｌｉｄ　ＳＵＢＲＯＵＴＩＮＥ ｏｒ ＦＵＮＣＴＩＯＮ ｎａｍｅ

１ ８　 （ 不 正 な サ ブ プ ロ グ ラ ム ， 関 数 名 。 ）

１９　ｓｕｂｓｃｒｉｐｔ　ｎｏｔ　ＰＯＳＩＴＩＶＥ　ＩＮＴＥＧＥＲ ＣＯＮＳ？ＡＮＴ

１ ９　 （ 配 列 の 添 え 字 に 使 わ れ た 定 数 が 正 の 整 数 で な い。 ）

１Ａ ＦＵＮＣＴＩＯＮ ｒｅｑｕｉｒｅｓ　ａｔ　ｌｅａｓｔ ｏｎｅ　ａｒｇｔ皿 ｅｎｔ

Ｉ Ａ （ 関 数 に 引 数 が １つ も な い 。 ）
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１Ｂ　ｓｙｎｔａχ　ｅｒｒｏｒ

１ Ｂ　 （ 構 文 エ ラ ー 。　）

１Ｃ　ｉｎｖａｌｉｄ　ａｒｇｕｍｅｎｔ　ｉｎ　ＳＵＢＲＯＵＴＩＮＥ／ＦＵＮＣＴＩＯＮ ｃａｎ

１ Ｃ　 （ サ ブ プ ロ グ ラ ム ， 関 数 を 呼 ぶ た め の 引 数 に 不 正 が あ る 。　）

１Ｄ　ｆｉｒｓｔ ｃｈａｒａｃｔｅｒ ｏｆ ｖａｒｉａｂｌｅ　ｎｏｔ　ａｌｐｈａｂｅｔｉｃ

Ｉ Ｄ　 （ 変 数 名 の は じ め の 字 が ， ア ル フ ァベ ッ トで な い。　）

１Ｅ ＡＳＳＩＧＮＥＤ／ＣＯＭＰＵＴＥＤ ＧＯＴＯ ｖａｒｉａｂｌｅ　ｎｏｔ　ｉｎｔｅｇｅｒ

１Ｅ　 （ 計 算 型 Ｇ Ｏ Ｔ Ｏ 文 ， 割 当 て Ｇ Ｏ Ｔ Ｏ 文 の 変 数 が 整 数 で は な い 。 ）

１Ｆ　ｌａｂｅｌ　ｈａｓ　ａｌｒｅａｄｙ ｄｅｆｉｎｅｄ

１ Ｆ　 （ 同 じ 値 の 文 番 号 が ２ 回 使 わ れ て い る。 ）

２ｇ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ ｏｆ ａｒｒａｙ ｍｕｓｔ ｂｅ　ｉｎｔｅｇｅｒ

２ ０　 （ 配 列 の 添 字 が 整 数 で な い。　）

２１　１ｎｖａｌｉｄ ｖａｒｉａｂｌｅ　ｎａｍｅ

２ １　（ 不 正 な 変 数 名 。 ）

２２　１ｎｖａｌｉｄ　Ｄ 工ＭＥＮＳＩＯＮ ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ

２ ２　（ Ｄ ＩＭ ＥＮ ＳＩＯ Ｎ 文 で 不 正 な 指 定 が 行 な わ れ て い る 。　）

２３　ｄｉｍｅｎｓｉｏｎ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｉｓ　ｉｎｖａｌｉｄ

２ ３　（ 配 列 宣 言 に 不 正 が あ る。　）

２４　ｖａｒｉａｂｌｅ ｈａｓ　ａｌｒｅａｄｙ ａＰｐｅａｒｅｄ　ｉｎ　ｔｙｐｅ　ｓｔａｔｅｍｅｎｔ

２ ４　（ 型 の 宣 言 が ２ 重 に 行 な わ れ て い る 。 ）

２５　１ｎｖａｌｉｄ　ｓｕｂｒｏｕｔｉｎｅ　ｎａｍｅ　ｉｎ　ＣＡＬＬ

２ ５　（ ＣＡ Ｌ Ｌ 文 で 呼 ば れ る サ ブ ル ーチ ン 名 の 不 正 。 ）

２６　ＳＵＢＰＲＯＧＲＡＭ　ａｒｇｕｍｅｎｔ ｃａｎｎｏｔ ｂｅ　ｉｎｉｔｉａｌｉ ｚｅｄ

２ ６　（ サ ブ ル ー チ ン で 引 数 を 初 期 化 し よ う と し て い る。　）

２７ １ｍＰｒｏｐｅｒｌｙ ｎｅｓｔｅｄ ＤＯ １００Ｐｓ

２ ７　（ Ｄ Ｏ ル ー プ の 入 れ 子 構 造 の 不 正 。 ）

２８ ｕｎｉｔ　ｎｏｔ　ｉｎｔｅｇｅｒ　ｃｏｎｓｔａｎｔ ｏｒ　ｖａｒｉａｂｌｅ

２ ８　 （ 論 理 装 置 番 号 が 整 数 型 で な い 。 ）

２９ Ａｒｒａｙ ｓｉｚｅ ｅｘｃｅｅｄ ｓ ３２Ｋ

２ ９　 （ 配 列 の 大 き さ が ３２ Ｋ バ イ トを 越 え て い る。 ）

２Ａ　ｉｎｖ ａｌｉｄ　ｕｓｅ　ｏｆ　ｕｎａｒｙ ｏｐｅｒａｔｏｒ

２ Ａ （ 単 項 演 算 子 の 不 正 使 用。 ）
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２Ｂ ｖａｒｉａｂｌｅ　ＤＩＭＥＮＳＩＯＮ ｎｏｔ ｖａｌｉｄ　ｉｎ ＭＡＩＮ ｐｒｏ９ｒａｍ

２ Ｂ　 （ メ イ ン プ ロ グ ラ ム で ， 配 列 の 大 き さ が 変 数 で 与 え ら れ て い る 。 ）

２Ｃ ｖａｒｉａｂｌｅ ｄｉｍｅｎｓｉｏｎｅｄ ａｒｒａｙ ｍｕｓｔ ｂｅ ａｒｇｕｍｅｎｔ

２ Ｃ　 （ 引 数 で な い 変 数 で 配 列 の 大 き さ の 宣 言 を し て い る。　）

２Ｄ ＤＯ ／ＥＮＤ ／ＬＯＧＩＣＡＬ　ＩＦ ｃａｎｎｏｔ　ｆ０１１０ｗ ＬＯＧｴ ＣＡＬ　ＩＦ

２ Ｄ　 （ 論 理 Ｉ Ｆ 文 の 後 に ， Ｄ ０ ， Ｅ Ｎ Ｄ ， 論 理 Ｉ Ｆ 文 が あ る 。 ）

２Ｅ　ｕｎｄｅｆｉｎｅｄ　ｌａｂｅ１

２ Ｅ　 （ 未 定 義 文 番 号 の 参 照 。　）

２Ｆ　ｕｎｒｅｆｅｒｅｎｃｅｄ　ｌａｂｅ１

２ Ｆ　 （ 参 照 さ れ な か っ た 行 番 号 。 ）

３ｅ　ＦＵＮＣＴ 工ＯＮ ｏｒ ＡＲＲＡＹ ｍｉｓｓｉｎ９　１ｅｆｔ　ｐａｒｅｎｔｈｅ８１ｓ

３ ０　（ 関 数 や 配 列 で ， ）が な い 。 ）

３１　１ｎｖａｌｉｄ　ａｒｇｕｍｅｎｔ ｏｆ ＦＵＮＣＴＩＯＮ ｏｒ ＡＲＲＡＴ

３ １　（ 関 数 や 配 列 の 引 数 が 不 正 。 ）

３２　ＤＩＭＥＮＳＩＯＮ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ ｍｕｓｔ　ｐｒｅｃｅｄｅ　ｆｉｒｓｔ

ｅｘｅｃｕｔａｂｌｅ ｓｔａｔ．ｅｍｅｎｔ

３ ２　（ Ｄ ＩＭ ＥＮ Ｓ ＩＯＮ 文 が 実 行 文 の 後 に あ る。 ）

３３　ｕｎｅｘＰｅｃｔｅｄ　ｃｈａｒａｃｔｅｒ　ｉｎ　ｅχｐｒｅｓｓｉｏｎ

３ ３　 （ 式 の 中 に 不 正 な 字 が あ る 。 ）

３４　ｕｎｒｅｃｏ９ｎｉ ｚｅｄ　１０９１ｃａ１ ０ｐｃｏｄｅ

３ ４　 （ 論 理 演 算 子 の 不 正 。　）

３ ５ ａｒｇ ｕｍｅｎｔ ｃｏｌｌｉ`ｔ ｆｏｒ ＦＵＮＣＴＩＯＮ ｏｒ ＡＲＲＡＹ ｗｒｏｎ９

３ ５　（ 関 数 ま た は 配 列 の 引 数 ， 次 元 の 不 正 。　）

３６　 Ｃ゙ＯＭＰＩＬＥＲ ＥＲＲＯＲ゛ Ｐｏｐｅｄ ｏｆｆ ｂｏｔｔｏｍ ｏｆ ｏｐｅｒａｎｄ　ｓｔａｃｋ

３ ６　（ 曇 コ ン パ イ ラ ー の エ ラ ー 曇　 演 算 子 ス タ ッ ク が 空 に な っ た 。 ）

３７ ｅｘｐｅｃｔｉｎｇ ｅｎｄ ｏｆ ｓｔａｔｅｍｅｎｔ ． ｎｏｔ ｆｏｌｌｎｄ

３ ７　 （ Ｅ Ｎ Ｄ 文 が な い。 ）

３８　ｓｔａｔｅｍｅｎｔ　ｔｏｏ ｃｏｍｐｌｅχ；　ｉｎｃｒｅａｓｅ　Ｐ ａｎｄ／ｏｒ　Ｏ ｔａｂｌｅ

３ ８　 （ 複 雑 す ぎ る 文（ Ｐ ま た は 〇 の 量 を コ ン パ イ ル オ プ シ ョ ン で 増 やす ） ）

３９　１ｎｖａｌｉｄ　ｄｅｌｉｍｉｔｅｒ　ｉｎ ＡＲ 工ＴＨＭＥＴＩＣ　ＩＦ

３ ９　 （ 算 術 Ｉ Ｆ 文 で の 不 正 な 区 切 り 。 ）
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３Ａ ｉｎｖａｌｉｄ　ｓｔａｔｅｍｅｎｔ ｎｕｍｂｅｒ　ｉｎ　ＩＦ

３ Ａ　 （ Ｉ Ｆ 文 内 の 文 番 号 の 不 正 。 ）

３Ｂ　ＨＥＸ ｃｏｎｓｔａｎｔ　〉 ＦＦＦＦ （ＨＥＸ ）

３ Ｂ　 （ １６ 進 数 が Ｆ ＦＦ Ｆ Ｈ を 越 え て い る 。 ）

３Ｃ ｒｅｐｌａｃｐｍｅｎｔ ｎｏｔ ａ１１０ｗｅｄ ｗｉｔｈｉｎ　ＩＦ

３ Ｃ　 （ Ｉ Ｆ 文 内 に 代 入 文 が あ る。 ）

３Ｄ ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　ｓｔａｔｅｍｅｎｔ

３ Ｄ　 （ 多 重 代 入 文 を 用 い て い る 。　）

ｎｏｔ　 ｉｍｐｌ ｅ ｍｅｎｔｅｄ

３Ｅ　ｓｕｂｓｃｒｉｐｔｅｄ- ｓｕｂｓｃｒｉｐｔｓ　ｎｏｔ　ａ１１０ｗｅｄ

３ Ｅ　 （ 配 列 の 添 字 に 配 列 を 用 い て い る 。　）

３Ｆ　ｓｕｂｓｃｒｉｐｔ　ｓｔａｃｋ ｏｖｅｒｆ１０ｗｔ　ｉｎｃｒｅａｓｅ　Ｐ＝ ｏｒ Ｏ＝

３ Ｆ　 （ 配 列 の 添 字 の 計 算 の た め の バ フ ７ 不 足（ Ｐ ま た は Ｏ の 量 を コ ン パ イ ル

オ プ シ ョ ン で 増 す ）。 ）

４ｅ ｍｉｓｓｉｎ９　１ｅｆｔ （　ｉｎ　ＲＥＡＤ／ＷＲＩＴＥ

４ ０　（ Ｒ ＥＡ Ｄ ， ＷＲ ＩＴ Ｅ 文 の（ が な い。 ）

４１　１ｎｖａｌｉｄ　ｌｌｎｉｔ　ｓｐｅｃｉｆｉｅｄ

４ １　（ 不 正 な 装 置 番 号 の 指 定 。 ）

４２　１ｎｖａｌｉｄ　ＦＯＲＭＡＴ ， ＥＮＤ＝ ｏｒ　ＥＲＲ＝　１ａｂｅ１

４ ２　（ Ｒ ＥＡ Ｄ ， ＷＲ ＩＴ Ｅ 文 の Ｅ Ｎ Ｄ ＝ ， Ｅ ＲＲ ＝ の 行 番 号 が な い。 ）

４３　１ｎｖａｌｉｄ　ｅｌｅｍｅｎｔ　ｉｎ　ｌ ／０　１１８ｔ ・

４ ３　 （ 入 出 力 リ ス ト の エ ラー 。 ）

４４ ｂｕｉｌｔ- ｉｎ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ　ｉｎｖａｌｉｄ　ｉｎ　ｌ ／０ １１ｓｔ

４ ４ （ ＷＲ ＩＴ Ｅ 文 の 入 出 力 リ ス ト に 関 数 を 参 照 し て い る。 ）

４５　ｃａｎｎｏｔ　ｓｕｂｓｃｒｉｐｔ　ａ ｃｏｎｓｔａｎｔ

４ ５　（ 定 数 に 添 え 字 を つ け て い る 。 ）

４６　ｖａｒｉａｂｌｅ　ｎｏｔ ｄｉｍｅｎｓｉｏｎｅｄ

４ ６　 （ 宣 言 し て い な い 変 数 に 添 え 字 を つ け て い る。　）

４７　１ｎｖａｌｉｄ　ｓｕｂ ｓｃｒｉＰｔ

４ ７　（ 不 正 な 添 え 字 。 ）

４８ ｍｉｓｓｉｎｇ　ｃｏ四ｌａ

４ ８　 （ カ ン マ １ ， ’が な い。 ）

－８７－



４９　１ｎｄｅｘ　ｉｎ　ＩＭＰＬＩＥＤ Ｉχ） ｍｕｓｔ ｂｅ　ａ ｖａｒｉａｂｌｅ

４ ９　 （ Ｄ Ｏ 文 に 変 数 が 用 い ら れ て い な い 。 ）

４Ａ　ｉｎｖａｌｉｄ　ｓｔａｒｔｉｎｇ ｖａ１ｕｅ　ｆｏｒ　ＩＭＰＬＩＥＤ ＤＯ

４ Ａ　 （ Ｄ Ｏ 文 の 初 期 値 の 不 正 。 ）

４Ｂ　ｉｎｖａｌｉｄ　ｅｎｄｉｎｇ　ｖａ１ｕｅ　ｏｆ　ＩＭＰＬＩＥＤ ＤＯ

４ Ｂ （ Ｄ Ｏ 文 の 終 値 の 不 正 。 ）

４Ｃ　ｉｎｖａｌｉｄ　ｉｎｃｒｅｍｅｎｔ ｏｆ　ＩＭＰＬＩＥＤ ＤＯ

４ Ｃ　 （ Ｄ Ｏ 文 の 増 分 の 不 正 。 ）

４Ｄ　ｉｌｌｅｇａｌ　ｕｓｅ　ｏｆ ｂｕｉｌｔ- ｉｎ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ

４ Ｄ （ シ ス テ ム で 定 義 し た 関 数 使 用 法 の 不 正 。 ）

４Ｅ ｖａｒｉａｂｌｅ　ｃａｎｎｏｔ ｂｅ ｄｊＪｎｅｎｓｉｏｎｅｄ　ｉｎ　ｔｈｉｓ　ｃｏｎｔｅｘｔ

４ Ｅ （ 配 列 名 し か 使 え な い 所 に 添 字 を つ け て い る 。 ）

４Ｆ　ｉｎｖａｌｉｄ　ｏｒ ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ＥＮＤ＝ ｏｒ ＥＲＲｓ

４ Ｆ （ Ｒ ＥＡ Ｄ 文 ， Ｗ Ｒ ＩＴ Ｅ 文 の Ｅ ＮＤ ＝ ， Ｅ ＲＲ ＝ の 重 複 や 不 正 。 ）

５ａ　ｉｎｖａｌｉｄ　ｃｏｎｓｔａｎｔ

５ ０　 （ 不 正 な 定 数。 ）

５１　ｅχｉχ）ｎｅｎｔ ｏｖｅｒｆ１０ｗ ｉｎ　ｃｏｎｓｔａｎｔ

５ １　 （ 定 数 の 指 数 の オ ー バ ー フ ロ ウ 。 ）

５２　１ｎｖａｌｉｄ　ｅｘｐｏｎｅｎｔ

５ ２　 （ 不 正 な 指 数。　）

５３　ｃｈａｒａｃｔｅｒ　ａｆｔｅｒ　 ． ｉｎｖａｌｉｄ

５ ３　 （ ピ リ オ ド ’．Ｉの 後 の 文 の 不 正 。 ）

５４　１ｎｔｅｇｅｒ ｏｖｅｒｆ１０ｗ

５４　（ 整数のオーバーフロウ（ 大きすぎる ）。 ）

５５　１ｎｔｅ９ｅｒ　ｕｎｄｅｒｆ１０ｗ （ ｔｏｏ　ｓｍａ１１ ）

５ ５　 （ 整 数 の ア ン ダ ー フ ロ ウ（ 小 さ す ぎ る ）。　）

５６　ｍｉｓｓｉｎｇ ｓ　ｉｎ　ＤＯ

５ ６　 （ Ｄ Ｏ 文 に ＝ が な い 。　）

５７　ｓｔｒｉｎｇ　ｃｏｎｓｔａｎｔ　ｎｏｔ　ａｌｌｏｗｅｄ

５ ７　（ 文 字 列 定 数 を 用 い た 。 ）

５８　１ｎｖａｌｉｄ ｖａｒｉａｂｌｅ　ｉｎ　ＤＡＴＡ ｌｉｓｔ

５ ８　 （ Ｄ Ａ Ｔ Ａ 並 び の 変 数 の 不 正 。 ）

－８８－



５９　 ＤＡＴＡ　 ｓｙｍｂｏｌ　 ｎｏｔ　 ｕｓｅｄ　ｉ ｎ ｐｒ ｏ９ｒ ゛`”` ， １１ｎｅ

５ ９

５Ａ　ｉ ｎｖａｌｉｄ　 ｃｏｎ ｓｔａｎｔ　ｉ ｎ　 ＤＡＴ Ａ ｌｉ ｓｔ

５ Ａ （ Ｄ Ａ Ｔ Ａ 文 中 の 定 数 の 不 正 。 ）

５Ｂ　ｅｒｒｏｒ　ｉｎ　ＤＡＴＡ ｌｉｓｔ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ

５ Ｂ　 （ Ｄ Ａ Ｔ Ａ 並 び の 指 定 の 方 法 の 不 正 。　）

５Ｃ ＦＵＮＣＴＩＯＮ　ｉｎｖａｌｉｄ　ｉｎ　ＤＡＴＡ ｌｉｓｔ

５ Ｃ　 （ Ｄ Ａ Ｔ Ａ 並 び に 関 数 名 が あ る 。 ）

５Ｄ ｎｏ ．ｆｉｌｅｎａｍｅ　ｓｐｅｃｉｆｉｅｄ　ｏｎ ＣＯＰＹ

５ Ｄ　 （ Ｃ Ｏ Ｐ Ｙ 文 の フ ァ イル 名 が な い 。 ）

５Ｅ ｒ ｕｎｔｉｍｅ ｆｏｎｌｌａｔ ｎｏｔ ａｒｒａｙ ｎｊ`“ ｅ

５ Ｅ （ Ｆ Ｏ Ｒ Ｍ Ａ Ｔ が 入 っ て い る 変 数 が 配 列 で な い 。 ）

５Ｆ　ＤＵＭＰ ｌａｂｅｌ　ｉｎｖａｌｉｄ　ｏｒ ｍｏｒｅ　ｔｈａｎ　ｌｅ　ｃｈａｒａｃｔｅｒｓ
５ Ｆ （ Ｄ Ｕ Ｍ Ｐ 文 の ラ ベ ル の 不 正 ま た は 名 前 が １０ 字 を 越 え て い る。 ）

６ｅ　ｍｏｒｅ　ｔｈａｎ　１　工ＭＰＬ 工Ｃ 工Ｔ ｉｓ　ｎｏｔ　ａ１１０ｗｅｄ

６ ０　 （ ＩＭ ＰＬ ＩＣ ＩＴ 文 が ２ つ 以 上 あ る 。 ）

６１　１ＭＰＬＩＣＩＴ ｎｏｔ　ｆｉｒｓｔ　ｓｔａｔｅｍｅｎｔ

ｉｎ　 ＳＵＢＰＲＯＧＲＡＭ

i ｎ ＭＡ 工Ｎ ， ２ｎｄ　ｓｔａｔｅｍｅｎｔ

６１　（ ＩＭＰＬＩＣＩＴ文か，メインプ ログ ラムの先頭にない。 あるいはサブ

プログラム，関数，ブロックデ ータの ２番目 にない。 ）

６２　ｄａｔａ　ｔｙｐｅ　ｎｏｔ　ＲＥＡＬ， ＩＮＴＥＧＥＲ ｏｒ ＬＯＧＩＣＡＬ

６２　（ ＲＥＡＬ，ＩＮＴＥＧＥＲ，ＬＯＧＩＣＡＬ 以外 の データータイプで宣言

している。　）

６３　１１１ｅｇａ１　１ＭＰＬ工ＣＩＴ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ

６３　（ 不正なＩＭＰＬＩＣＩＴ 文の使用。 ）

６４　１ｍｐｒｏｐｅｒ　ｃｈａｒａｃｔｅｒ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ　ｉｎ　ＩＭＰＬ 工ＣＩＴ

６ ４　 （ ＩＭ ＰＬ ＩＣ ＩＴ 文 の 文 字 の 順 序 の 不 正 。 ）

６５　ｖａｒｉａｂｌｅ　ａｌｒｅａｄｙ　ＤＩＭＥＮＳＩＯＮＥＤ

６ ５　 （ 配 列 の ２ 重 定 義 。 ）

６６　Ｑ ｏｐｔｉｏｎ ｍｕｓｔ ｂｅ　ｓｐｅｃｉｆｉｅｄ　ｆｏｒ　ＥＲＲＳＥＴ／ＥＲＲＣＬＲ

６ ６　 （ Ｑ オ プ シ ョ ン の な い Ｅ ＲＲ ＳＥＴ 文 ま た は Ｅ Ｒ ＲＣＬ Ｒ 文 。 ）

８９ －



６７ Ｈｅｘ ｃｏｎｓｔａｎｔ ｏｆ ｚｅｒｏ （ｇ ） ｉｎｖａｌｉｄ ｉｎ ｌ ／Ｏ ｓｔ;ｍｎｔ

６ ７　 （ 入 出 力 文 中 で の １６ 進 定 数 Ｏ の 使 用。 ）

６８ Ａｒｇｕｍｅｎｔ
‘ 
ｃａｎｎｏｔ ａｌ ｓｏ　ｂｅ　ｉｎ　ＣＯＭＭＯＮ

６ ８　 （ 引 き 数 が コ モ ン ブ ロ ッ ク 中 に も 用 い ら れ て い る 。 ）

６９　１１１ｅｇａ１　ＣＯＭＭＯＮ ｂ１０ｃｋ　ｎａｍｅ

６ ９　 （ コ モ ン ブ ロ ッ ク 名 の 不 正 。 ）

６Ａ Ｖａｒｉａｂｌ ｅ　ａｌｒｅａｄｙ　ｉｎ　ＣＯＭＭＯＮ

６ Ａ （ コ モ ン プ ロ ッ ク に す で に あ ら わ れ た 変 数 。 ）

６Ｂ　Ａｒｒａｙ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ ｍｕｓｔ　Ｐｒｅｃｅｄｅ

６ Ｂ （ コ モ ン ブ ロ ッ クよ り 配 列 の 宣 言 が 後 に あ る 。 ）

ＣＯＭＭＯＮ

６Ｃ　Ｅｘｅｃｕｔａｂｌｅ　ｓｔａｔｅｍｅｎｔ　ｉｎｖａｌｉｄ　ｉｎ　ＢＬＯＣＫ ＤＡＴＡ

６ Ｃ （ ブ ロ ッ ク デ ー タ 副 プ ロ グ ラ ム 中 に 実 行 文 が あ る。）

６Ｄ　Ｈｅｘ　ｃｏｎｓｔａｎｔ ｏｆ　２７Ｈ （ １） ｉｎｖａｌｉｄ　ｉｎ ＦＯＲＭＡＴ

６Ｄ （ フ ォー マ ッ ト 文 中 に ＼ を 用 い て ２７ Ｈ （ ’ ）を 混 ぜ て い る 。　）

６Ｅ　Ｉｎｖａｌ ｉｄ　ｎｕｍｂｅｒ　ｆｏ１１０ｗｉｎｑ　ＳＴＯＰ ｏｒ　ＰＡＵＳＥ

６ Ｅ　 （ ＳＴ Ｏ Ｐ 文 ， Ｐ ＡＵ ＳＥ 文　 で 使 う数 の 不 正 。 ）

６Ｆ　ｉｎｖａｌｉｄ ＴＲＡＣＥ　ｓｔａｔｅｍｅｎｔ （ｏｐｅｒａｎｄ　ｎｏｔ ＯＮ ／ＯＦＦ ）

６ Ｆ　 （ Ｔ Ｒ ＡＣ Ｅ　 Ｏ Ｎ 文 で もＴ Ｒ ＡＣ Ｅ　 ＯＦ Ｆ 文 で も な い 。 ）

フａ　ｉｎｖａｌｉｄ　 工ＯＳＴＡＴ＝ ｖａｒｉａｂｌ ｅ

７ ０　 （ Ｅ Ｒ Ｒ ＝ ， ＥＮ Ｄ ＝ で ， 不 正 な 変 数 が あ る 。 ）

７１　ｍｉｓｓｉｎｇ　
ｆ　
ｉｎ ＥＮＣＯＤＥ／ＤＥＣＯＤＥ

７ １　 （ ＥＮ ＣＯ Ｄ Ｅ ，Ｄ ＥＣ ＯＤ Ｅ 文 中 で ， ≒　 ’が な い 。　）

７２　１ｎｖａｌｉｄ　ｌａｂｅｌ　ｉｎ ＡＳＳＩＧＮＥＤ ＧＯＴＯ

７ ２　 （ 割 当 て Ｇ Ｏ Ｔ Ｏ 文 の 文 番 号 の 不 正 。　）

７３　１ｎｖａｌｉｄ ｖａｒｉａｂｌｅ　ｉｎ ＡＳＳＩＧＮＥＤ ＧＯＴＯ

７ ３　 （ 割 当 て Ｇ Ｏ Ｔ Ｏ 文 の 変 数 の 不 正 。　）

７４　１ａｂｅｌ　ｎｏｔ　ａ１１０ｗｅｄ　ｏｎ　ｔｈｉｓ　ｓｔａｔｅｍｅｎｔ

７ ４　 （ 文 番 号 を 用 い て は い け な い 所 に 文 番 号 が つ い て い る。　）

７５　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ＲＥＴＵＲＮ ｎｏｔ ｖａｌｉｄ　ｉｎ ＦＵＮＣｔＩＯＮ

７ ５　 （ 関 数 内 で の 多 重 リ タ ー ン。　）

７６　ＵＮＵＳＥＤ

７６　（ 未定義。　）

９０



７７　ｎｏ ｍａｔｃｈｉｎｇ　ＩＦ- ＴＨＥＮ　ｆｏｒ　ＥＬＳＥ ｏｒ ＥＮＤＩＦ

７ ７　 （ ＩＦ －Ｔ Ｈ ＥＮ － ＥＬ ＳＥ － Ｅ ＮＤ Ｉ Ｆ の 入 れ 子 構 造 の 不 正 。 ）

７８　１ｎｖａｌｉｄ　ＥＬＳＥ ｏｒ ＥＮＤＩＦ

７ ８　 （ ＥＬ ＳＥ ， ＥＮ Ｄ Ｉ Ｆ の 不 正。 ）

７９　ｍｉｓｓｉｎｇ　ＥＮＤＩＦ

７ ９　 （ ＥＮ Ｄ ＩＦ が な い 。　）

Ａ
Ａ
７
７
ｉｎｉｔｉａｌ ｉ ｘａｔｉｏｎ ｏｆ ｎｏｎ-ＣＯＭＭＯＮ ｖａｒｉａｂｌｅ

（ ＢＬＯＣＫＤＡＴＡの中でコモンに入っていない変数の初期化を してい

る。 ）

７Ｂ　”ＤＯＵＢＬＥ　ＰＲＥＣＩＳＩＯＮｌ`　ｎｏｔ　ｓｕｐが石ｉ ｔ̂ｔｅｄ ， ｔｒｅａｔｅｄ ａｓ “ＲＥＡＬ ”

７ Ｂ （ Ｄ ＯＵ ＢＬ Ｅ　 ＰＲ ＥＣ ＩＳ ＩＯ Ｎ は Ｒ Ｅ ＡＬ と し て 扱 う。 ）

７Ｃ　ＵＮＵＳＥＤ

７ Ｃ （ 未 定 義 ）

７Ｄ ＵＮＵＳＥＤ

７ Ｄ （ 未 定 義 ）

７Ｅ　ＵＮＵＳＥＤ

７ Ｅ （ 未 定 義 ）

７Ｆ ＵＮＵＳＥＤ

７ Ｆ （ 未 定 義 ）

８ｅ　 Ｆ゙ＡＴＡＬ゛ ｎｏ　ｐｒｏ９ｒａｍ　ｔｏ　ｃｏｍｐｉｌｅ

８ ０　 （ 共Ｆ ＡＴ ＡＬ 曇　 コ ン パ イ ル す る プ ロ グ ラ ム が な い 。　）

８１　 Ｆ゙ＡＴＡＬ ゛ ｍｉｓｓｉｎｇ　ＳＯＰＴＩＯＮＳ　ｓｔａｔｅｍｅｎｔ

８ １　 （ 曇Ｆ ＡＴ Ａ Ｌ 曇　 ＳＯ ＰＴ Ｉ ＯＮ Ｓ 文 が な い 。 ）

８２　 Ｆ゙ＡＴＡＬ゛ ｍｉｓｓｉｎ９ ＝　ｉ ｎ　ＳＯＰＴＩＯＮＳ　ｓｔａｔｅｍｅｎｔ

８ ２　 （ ｆ Ｆ ＡＴＡ Ｌｆ　 ＳＯ ＰＴ Ｉ ＯＮ Ｓ 文 に ＝ が な い 。　）

８３ Ｆ゙ＡＴＡＬ゛ ｉｎｖａｌｉｄ ｄｉｇｉｔ ｉｎ ｎｕｍｂｅｒ ｉｎ ＳＯＰＴＩＯＮＳ

８ ３　 （ ｆ ＦＡ ＴＡ Ｌ 共　 ＳＯ ＰＴ Ｉ ＯＮ Ｓ 文 に 不 正 な 数 字 が あ る 。 ）

８４ Ｆ゙ＡＴＡＬ゛ ｖａｌｕｅ ｅｘｃｅｅｄｓ ２５５ １ｎ ＳＯＰＴＩＯＮＳ

８ ４　 （ 共Ｆ ＡＴ Ａ Ｌ 曇　ＳＯ ＰＴ ＩＯＮ Ｓ 文 に 出 る 数 値 が ２５５ を 越 え た。　）

８５　★ＦＡＴＡＬ ★　ＣＯＭＭＯＮ ｔａｂｌｅ ｏｖｅｒ ｆ１０ｗ， ｉｎｃｒｅａｓｅ　Ｃ・

８ ５　 （ ｆ Ｆ ＡＴ ＡＬ 曇　 コ モ ン ブ ロ ッ ク が 大 き す ぎ る（ Ｃ ＝ を 増 や す の が よ

い ）。 ）

－９１－



８６　 Ｆ゙ＡＴＡＬ ゛ ｕｎｋｎｏｗｎ ｏＰｔｉｏｎ （ １ｅｔｔｅｒ ｂｅｆｏｒ ｅ ＝ ）

８ ６　（ 曇ＦＡ Ｔ ＡＬ 曇　 不 正 な オ プ シ ョ ン が 指 定 さ れ た 。 ）

８７　 Ｆ゙ＡＴＡＬ ゛ ｍｉｓｓｉｎｇ　ＥＮＤ ｓｔａｔｅｍｅｎｔ

８ ７　（ 曇Ｆ Ａ ＴＡ Ｌ 曇　Ｅ Ｎ Ｄ 文 が な か っ た 。 ）

８８　喩ＦｋｒｒＫＬ ●　ＬλＢＥＬ ＴＡＢＬＥ ｏｖｅｒｆ１０ｗ ， ｉｎｃｒｅａｓｅ Ｌｓ

８ ８　 （ 曇Ｆ ＡＴ Ａ Ｌ 曇　文 番 号 テ ー ブ ル の 不 足（ Ｌ ＝ を 増 や す の が よ い ）。 ）

８９　 Ｆ゙ＡＴＡＬ ゛ ＳＹＭＢＯＬ ＴＡＢＬＥ ｏｖｅｒｆ１０ｗ ， ｉｎｃｒｅａｓｅ　Ｓ＝

８ ９　 （ 曇Ｆ ＡＴ Ａ Ｌ ４　 名 前 テ ー ブ ル の 不 足（ Ｓ ＝ を 増 や す の が よ い ）。　）

８Ａ Ｆ゙ＡＴＡＬ ゛ ＡＲＲＡＹ ＳＴＡＣＫ ｏｖｅｒｆ１０ｗ ， ｉｎｃｒｅａｓｅ Ａ＝

８ Ａ （ ４Ｆ ＡＴ ＡＬ ｇｅ　配 列 の 添 え 字 ス タ ッ ク の 不 足 （ Ａ ＝ を 増 や す の が よ

い ）。 ）

８Ｂ　゛ ＦＡＴＡＬ ゛ ＤＯ Ｉ．Ｘ）ＯＰ　ＳＴＡＣＫ ｏｖｅｒｆ１０ｗ， ｉｎｃｒｅａｓｅ　Ｄ＝

８ Ｂ （ 戈Ｆ ＡＴ Ａ Ｌ 曇　Ｄ Ｏ ル ー プ ス タ ッ ク の 不 足（ Ｄ ＝ を 増 や す の が よ い ）｡）

８Ｃ ★ＦＡＴＡＬ ★　ｓｔａｃｋ ｏｖｅｒｆ１０ｗ （ ｃｏｍｐｉｌｅｒ　ｅｒｒｏｒ ）

８ Ｃ　 （ ４Ｆ ＡＴ Ａ Ｌ 共　ス タ ッ ク 不 足（ コ ン パ イ ラ の エ ラ ー ）。 ）

８Ｄ　 Ｆ゙ＡＴＡＬ ●　ｓｔａｃｋ ｏｖｅｒｆ１０ｗ （ ｃｏｍｐｉｌｅｒ　ｅｒｒｏｒ ）

８ Ｄ　 （ 蒼Ｆ ＡＴ Ａ Ｌｆ　 ス タ ッ ク 不 足（ コ ン パ イ ラ の エ ラ ー ）。 ）

８Ｅ　 Ｆ゙ＡＴＡＬ ゛ ｉｎｔｅｒｎａｌ　ｔａｂｌｅｓ　ｅｘｃｅｅｄ　ｕｓｅｒ ｍｅｍｏｒｙ

８ Ｅ　 （ 共Ｆ ＡＴ Ａ Ｌ 曇　 メ モ リ ー が 不 足 。 ）

８Ｆ　゛ ＦＡＴＡＬ゛ Ｍａ ４０ＲＴ ＥＲ良ＯＲ

８ Ｆ　 （ 曇Ｆ ＡＴ Ａ Ｌ ９１　メ モ リ ー の エ ラ ー 。 ）

９ｇ　●ＦＡＴＡＬ ゛ ＯＰＥＮ ｅｒｒｏｒ ｏｎ ＣＯＰＹ ｆｉｌｅ

９ ０　（ 蒼Ｆ Ａ ＴＡ Ｌ 曇　Ｃ Ｏ ＰＹ 文 で 指 定 し た フ ７ ･1 ル が Ｏ Ｐ ＥＮ で き な い。 ）

９１　 Ｆ゙ＡＴＡＬ ゛ ｔｏｏ ｍａｎｙ ｒｏｕｔｉｎｅｓ　ｔｏ　ｃｏｍｐｉｌｅ （ ） ６２ ）

９ １　 （-･１ＦＡ ＴＡ Ｌ ９１　サ ブ プ ロ グ ラ ム ， 関 数 の 数 が ６２ を 越 え た 。 ）

９２　 Ｆ゙ＡＴＡＬ 會　ｎｏ ｍｏｒｅ　ｒｏｏｍ　ｔｏ　ｓｔｏｒｅ　ＤＡＴＡ ｓｔａｔｅｍｅｎｔｓ

９ ２　 （ 曇ＦＡ Ｔ ＡＬ 曇　ＤＡ ＴＡ 文 で 定 数 の 数 が 変 数 の 数 よ り 多 い 。　）

９３　●ＦＡＴＡＬ ●　ＩＦ－ＴＨＥＮ ｓｔａｃｋ ｏｖｅｒｆ１０ｗ ， ｉｎｃｒｅａｓｅ　ｌ ＝

９ ３　（ 曇ＦＡ ＴＡ Ｌ 蒼　ＩＦ － ＴＨ Ｅ Ｎ ス タ ッ クの 不 足（ Ｉ ＝ 増 や す の が よ

い ）。　）

９２



９４　 Ｆ゙ＡＴＡＬ 兪 Ｎｅｓｔｅｄ　”ＣＯＰＹＩｌ　ｓｔａｔｅｍｅｎｔｓ　ｎｏｔ ｐｅｒＴｎｉｔｔｅｄ

９ ４　 （ 蒼Ｆ ＡＴ ＡＬ 曇　ＣＯ Ｐ Ｙ 文 で 見 て い る Ｆ ＩＬ Ｅ に 再 び ＣＯ ＰＹ 文 が あ

る 。 ）

９５　 Ｆ゙ＡＴＡＬ ゛ Ｄｉｓｋ ｗｒｉｔｅ　ｅｒｒｏｒ （ ｄｉｓｋ ｐｒｏｂａｂｌｙ　ｆｕ１１ ）

９ ５　 （ ｆ ＦＡ ＴＡ Ｌ ｆ　 デ ィ ス ク ラ イ ト エ ラ ー（ た ぶ ん 容 量 不 足 ）。 ）

９６　 Ｆ゙ＡＴＡＬ゛ Ｃａｎｎｏｔ　ｃ１０ｓｅ　ｆｉｌｅ （ ｄｉｓｋ ｐｒｏｂａｂｌｙ　ｆｕ１１Ｊ

９ ６　（ 曇Ｆ ＡＴ Ａ Ｌ 共　フ ァ イ ル の ク ロ ー ズ か で き な い（ た ぷ ん 容 量 不 足 ）。 ）

９７　 Ｆ゙ＡＴＡＬ ゛ ｌｎｐｕｔ　ｆｉｌｅ　ｎｏｔ　ｆｏｕｎｄ

９ ７　 （ 曇Ｆ ＡＴ Ａ Ｌｆ　 入 力 フ フ イ ル が な い 。　）

９８　 Ｆ゙ＡＴＡＬ ゛ ｌｎｖａｌｉｄ　ｄｒｉｖｅ　ｓｐｅｃｉｆｉｅｒ

９ ８　 （ 曇Ｆ ＡＴ ＡＬ 蒼　 ド ラ イ ブ 指 定 の 不 正
。 ）

９９　 Ｆ゙ＡＴＡＬ ゛ Ｎｏ　ｆｉｌｅｎａｍｅ　ｆｏｕｎｄ　ｏｎ　ＣＯＰＹ ｓｔａｔｅｍｅｎｔ

９ ９　 （ 戈ＦＡ Ｔ ＡＬ ９１　Ｃ Ｏ ＰＹ 文 に フ
ァ イ ル 名 が な い 。　）

９Ａ Ｆ゙ＡＴＡＬ ゛ Ｆｉｌｅ　ｓｐｅｃｉｆｉｅｄ ｏｎ ＣＯＰＹ ｎｏｔ　ｆｏｕｎｄ

９ Ａ （ 蒼Ｆ ＡＴ Ａ Ｌ 蒼　Ｃ ＯＰ Ｙ 文 で 指 定 し た フ ァ イ ル が な い 。 ）

－９３－



３ ア セ ン ブ リ 言 語 と の イ ン タ ー フ ェ ー ス

このＦＯＲＴＲＡＮはコンパイルの際 ．ＡＳＭ という一時的なフ７イルを作り，

それをＡＳＳＭ．ＣＯＭでアセンブルして 。０ＢＪフ７イルを得ています。フォ

ートランのソースプログラム中で，第１カラムがフステリスク（ ’曇１）のも

のは，．ＡＳＭフフイルに そのまま出力されます。これにより，ユーザーは，

フォートランのソースプログラムに機械語を混ぜることができます。

この機能を用いる時の注意。このＦＯＲＴＲＡＮはコンパイルの時必ず１行の

さき読みを行うので，了センブリ語のブロックがはじまる度に，直前に

ＣＯＮＴＩＮＵＥ文を入れなければなりません。また，どのレジスタを変えても

かまいませんが，スタックポインタは保存する必要があります。

＜ 例＞

ＣＯＮＴＩＮＵＥ

曇　ＭＶＩ　Ａ， ’共 ’

曇　ＳＴＡ　ＳＴＲＩＮＧ
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４その他の注意

１． 今まで文字列を引数とするいくつかのルーチンを示しましたが，この文

字列のかわりに，文字列を含む変数や配列名を用いることができます。

変数は，代入文で文字列を含ませることができます。

Ａ＝ ’ＳＴＲＩＮＧ ’

一度に代入できるのは６文字までで，文字列が６字に満たないと変数の下のバ

イトからＯを埋めて行きます。

ＯＰＥＮルーチンのように引数がファイル名の場合は，

（1）O ではない， （2） はじめの１５バイト

をファイル名と考えます。

2. 変数，定数のかわりに１６進定数が使用できます。 １６進定数は，Ｓで

はじまりＯ～９，Ａ～Ｆを用いて Ｏ～ＦＦＦＦ の間でなくてはなりません。実

際には整定数と扱われます。

＜ 例＞　 Ａ＝S2000

B ＝－ＳＦＦ

Ｓを用いた１６進数は，整定数として扱われるので。

Ａ＝Ｓ４１

としても，Ａは， ’Ａ ’をあらわしません。このようなことをするためには，

井を用います。井のあとにくる１６進数は，そのまま変数に代入されます。た

だし8080 の約束で低位のバイトが高位のバイトより前になります。

１６進数をバックスラッシ。（＼）が囲むことでリテラルの中に任意の値のバ

イトを含ませることができます。 例えば

Ａ＝ＩＴＨＩＳ　＼３２＼　ＩＳ　ＡＮ　ＥＸＡＭＰＬＥ ’

１０　 ＦＯＲＭＡＴ （ ’ＪＵＭＰ＼ＩＢ＼Ｙ１ １　Ｔ０　２，２ ’）

’＼ ’のかわりに別の字を使いたい時は; ＣＯＮＦＩＧ．ＣＯＭ の実行時に変更

します。バックスラッシ，は，コンソールによっては，￥で表示されます。

3. 一度にオープンできるファイルは，８ケ（ Ｏ～７）です。ただしＯと１

はいつでもオープンされています。

－９５－



４。１ Ｎ ＯＲ ＴＨ ＳＴ Ａ Ｒ 浮 動 小 数 点 ボ ー ド の 使 い 方

このＦＯＲＴＲＡＮ では ＮＯＲＴＨ　ＳＴＡＲ の浮動小数点ボードが使用でき

ます。ＣＯＮＦＩＧ．ＣＯＭ でそのことを指定します。 すると ランタイム ルー

チンは浮動小数点演算をそのボードで行ないます。実行時にはボードの有無を

しらべ，もしない場合は，ソフトウェアで行うように切りかえます。注意すべき

ことは，ＮＯＲＴＨ　ＳＴＡＲ のボードを用いると，浮動小数点範囲が，１０ｆ

共±63 に制限されることです。

４。２ＦＯＲＴＲＡＮと ＡＮＳ１６６ ＦＯＲＴＲＡＮの 違 い

改善点

1｡

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

自由形式の入出力ができます。

ＩＭＰＬＩＣＩＴ　文による型の宣言ができます。

ＲＥＡＤ／ＷＲＩＴＥ 文でＥＮＤ＝，ＥＲＲ＝による制御ができます。

ＣＯＰＹ文で他のファイルからプログラムの結合かできます。

インラインでアセンブリ言語を含めることかできます。

ＣＰ／Ｍ のフフイルアクセスができます。

１バイトまでのファイルのランダムアクセスができます。

実アドレスによるメモリー操作ができます。

プログラムで実行を遅らせることができます。（ＤＥＬＡＹ文）

擬似乱数発生ができます。（ＲＡＮＤ関数）

実行時のエラートラップをプログラムで制御できます。

プログラムの ＣＨＡＩＮ ができます。

プログラム実行中にオブジェクトプログラムが ＬＯＡＤできます。

13. でロードしたプログラム実行のためのＣＡＬＬ関数があります。

プログラムのトレース機能があります。

ＩＦ－ＴＨＥＮ－ＥＬＳＥ 文があります。

プログラムによりコンソールからのプ・ グラムの実行の中断をするこ

とを許可，拒否することかできます。

９ ６



18.

19.

20.

ＥＮＣＯＤＥ，ＤＥＣＯＤＥ 文によりメモリー上でのデータ変換かで きます。

多重 リターンができ ます。

入出力文でＫ交換を 用いるこ とができます。

ＦＯＲＴＲＡＮに ない 機 能

１．　 倍精度実数は単精度実数として扱われます。

2.　 複素数型がありません。

３．　ＥＱＵＩＶＡＬＥＮＣＥ 文がありません。

４．　 次のようなＤＡＴＡ文は使えません。

ＤＡＴＡ　Ｉ Ｉ，１ ２，１ ３／１，２，３／

５．　 入出力におけるＰ変換（ 桁移動子 ）は使えません。

６．　 文関数の使用ができません。

7.　 関数，サブプログラム，共通ブ・ヽ ツクの名として次のものを用いるこ

とができません。

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｈ ，Ｌ，Ｍ，ＳＰ，ＰＳＷ

８．　ＥＸＴＥＲＮＡＬ文は使えません。

9.　 添え字として配列の要素は使えません。

１０．　 ハイパボリックなどいくつかの数学関数がありません。

－ ９７



ＳＡＭＰＬＥ ＰＲＯＧＲＡＭＳ

Ｏｎ　ｔｈｅ　ｆｏｌｌｏｗｉｎｇ　ｐａｇ ｅｓ　ｙｏｕ　ｗｉｌｌ　ｆｉｎｄ　ｌｉｓｔｉｎｇｓ ｏｆ　ｔｈｅ　ｓａｍｐｌｅ

ｐｒｏ９ｒａｍｓ　ｔｈａｔ ｍａｙ ｈａｖｅ　ｂｅｅｎ　
ｉｎｃｌｕｄｅｄ ｏｎ　ｙｏｕｒ ｄｉｓｋｅｔｔｅ ．

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｉ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

”ｃＲＡＩＮ ．ＦｏＲ ”

ＴＨＩｓ　ＲｏｕＴＩＮＥ　ＤＥＭｏＮｓＴＲＡＴＥＤ ＴＨＥ　卜ｃＨＡＩＮ ゛ ＦｕＮｃＴＩｏＮ ， ＡＴ,Ｌ　ＩＴ

ＤｏＥｓ　Ｉｓ　ＲＥＱｕＥｓＴ ＴＨＥ ＮＡＭＥ 
ｏＦ ＴＨＥ　ＰＲｏＧＲＡＭ Ｔｏ ｃａＡＩＮ Ｔｏ

ＡＮＤ ＴＨＥＮ ｃＨＡＩＮ ．

ＤＩ ＭＥＮＳＩＯＮ　 ＩＦ（ ３ ）

ＴＴ ＰＥ　 °ＦＩＬ Ｅ？ ゜

ＧＥＴ ＴＨＥ　Ｆ 工ＬＥＮＡＭＥ 、ＴＯ ＣＨＡＩＮ ＴＯ

ＲＥＡＤ （ａ ，１ ） ＩＦ

ＦｏＲＭＡＴ （ ３Ａ６ ）

ＣＨＡＩＮ ＴＯ　ＩＴ

ＣＡＬＬ ＣＨＡＩＮ （ＩＦ ，ＩＥＲ ）

ＯＮＬＹ ＧＥＴＳ　ＨＥＲＥ　ＩＦ ＡＮ　ＥＲＲＯＲ ＨＡＰＰＥＮＳ

ＴＹＰＥ　 ° ＥＲＲＯＲ ＦＲＯＭ ＣＨＡＩＮ Ｓ　 ° ， ＩＥＲ

ＣＡＬＬ ＥＸＩＴ

ＥＮＤ

－９ ８－



Ｏ ＰＴＩＯＮＳ　 Ｘ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

“ ＤＵＭＰ．ＦＯＲ“

ＴＨ 工Ｓ　ＰＲＯＧＲＡＭ　ＤＥＭＯＮＳＴＲＡＴＥＤ ＴＨＥ　ＵＳＥ　ＯＦ ＴＨＥ　ＤＵＭＰ ＳＴＡＴＥＭＥＮＴ

ＣＡＬＬ　 ’ＸＩ　Ｆ ＯＲ ＴＲＡＣＥＢＡＣＫ ＰＲＩＮＴＯＵＴ （ＪＵＳＴ ＦＯＲ ＳＨＯＷ）

ＣＡＬＬ Ｘ

ＥＮＤ

ｏ Ｐ″ｒｌｏＮｓ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｘ

ＳＵＢＲＯＵＴＩＮＥ　Ｘ

ＤＥＦＩＮＥ　ＴＨＥ　ＤＵＭＰ ＳＴＡＴＥＭＥＮＴ ＴＯ ＢＥ ＵＳＥＤ　ＩＮ ＣＡＳＥ ＯＦ ＡＮ

ＥＲＲＯＲ ， ＷＩＴＨ ＤＵＭＰ　ＩＤ ＯＦ　ＩＲＯＵＴＩＮＥ －ＸＩ

ＤＵＭＰ ／ＲＯＵＴＩＮＥ－Ｘ ／　！ ．Ｊ ，Ｋ

Ｉ ＝１

’　　　 Ｊ＝２

Ｋ＝Ｉ ＋Ｊ

ＣＲＥＡＴＥ ＡＮ　ＥＲＲＯＲ ＴＯ ＣＡＵＳＥ　ＤＵＭＰ ＳＴＡＴＥＭＥＮＴ ＴＯ ＢＥ ＡＣＴＩＶＥ

Ｚ－１ ／Ｓ

ＥＮＤ

９ ９－



ＯＰＴＩＯＮＳ　Ｘ

Ｃ
Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ
　

２

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

５

Ｃ

Ｃ

Ｃ
　

Ｉ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

’゚ＧＲＡＰＨ ．ＦＯＲ ”
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●ＡＳＳＥＭＢＬＥＲ

ＡＳＳＥＭＢＬＥＲ は，

ような使い方をします。

1・概
二･. ＿ ｜

● ● ●

i二 こ ｜

.，IIII.・

8080 のアセンブリ言語のアセンプ ラ゙で，およそ次の

まずＥＤ ．ＣＯＭ などを用いてソースファイルを作ります。ファイル名の拡張

子は ．ＡＳＭ を用います。

次にＡＳＳＭ．ＣＯＭでアセンプルします。 ＡＳＳＭは２パスではじめのパス

でラベルの値を定め，次のパスでオブジェクトを作ります。構文上のエラーは

この段階で発見します。

こうしてできたオブジェクトは，ＲＵＮＡ．ＣＯＭでメモリー上にロードして

実行します。また，ＦＯＲＴＲＡＮのサブプログラムとして用いる時は，

ＬＯＡＤ 文で メモリーにロードします。

＜ 例＞

Ａ＞ＥＤ　ＴＥＳＴ．ＡＳＭ．ノ

Ａ＞ＡＳＳＭ　ＴＥＳＴ．ノ

Ａ＞ＲＵＮＡ　ＴＥＳＴ。ﾉ

ソースファイルのエディト

アセンプル

オプジェクトの実行

－ １１９ －



2・操作法

ハードウェアとしては ３２Ｋ以上のＣＰ／Ｍ が動く８０８０，８０８５，Ｚ８０

によるマイクロコーンピュータシステムか必要です。

ディスケット上には，このＦＯＲＴＲＡＮデ ィスクにある，ＡＳＳＭ．ＣＯＭ と

ＲＵＮＡ．ＣＯＭ が必要です。

使用するのは，これらをコピーしたディスクで，マスタデｊ スクは大事にし

まっておきます。

以下にアセンブリ言語のアセンブルと実行の基本的な方法を示します。

２
。１
ソ ー ス フ ァ イ ル の ア セ ン プ ル

次のようなコマンドでアセンブルをしてオブジェクトを作ります。

ＡＳＳＭｏｆｉｌｅ〔 ．ｌｏｅ、．ｓＳＬＰＯ 〕ノ

〔　 〕の中は、オプションなので省略ができます。

ｆｉｌｅはソースフフイル名で，．ＡＳＭ が仮定されます。先頭にＡ：～Ｐ：

を付けてドライブ名も指定できます。

ｌ　はリスティングフフイル（ ．ＬＳＴ ）を作るドライブ名で，Ａ～Ｐでデ

ィスクファイル，Ｘでコンソールに出力します。不要の場合はＺを指定します。

ｏ　はオブジェクトファイル（ 。０ＢＪ） を作るドライブ名で，Ａ～Ｐでデ

ィスクファイルを指定します。デバッグでオブジェクトを作らない時はＺとし

ます。

ｅ　はエラーフフイル（ ．ＥＲＲ ） の指定で，ｌと同様に指定します。

ｓ　はシンボルファイル（ ．ＳＹＭ ） の指定で，ドライブ名をＡ～Ｐで指定

します。省略すると，シンボルファイルは作りません。

Ｓ以後には次のようなオプションをつけます。複数のオプションを用いる時

は続けて入力してゆきます。

十ＬまたはＬ　ソースフフイルの１～４カラムは行番号として扱Fいます。

－Ｌ　　　　　 ソースフフイルに行番号はありません。

１２０ －



＃
　
　
　

Ｐ

０

CＵ

￥
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十Ｌ，－Ｌの指定がない時には，ＡＳＳＭ自身が判断します。

ソースフフイルに行番号があっても，ＡＳＳＭ 自身が順に行

番号をつけなおして ．ＬＳＴフ７イルを作ります。

．ＬＳＴ フフイルを ページごとに清書し各ページに見出しを

つけます。

．ＬＳＴ フＴイルはできるだけ短かく出力します。

．ＬＳＴ ファイルは１行７２桁で 出力することを 仮定して出

力します。

８０文字を仮定して ．ＬＳＴ フ７イルを 作ります。

１３２文字を仮定して ．ＬＳＴファイルを作ります。

０，１，２，３のどれも指定しないと，２が仮定されます。

Ｓ

．ＳＹＭ フフイルが，ＳＩＤ，ＺＳＩＤとコンパチブルになる

ように作ります。

＜ 例＞

Ａ＞ＡＳＳＭＵＪＴＥＳＴ

Ａ＞ＡＳＳＭｌＪＢ：ＴＥＳＴ ．ＡＡＸ－ＡＳ－Ｌ＃ＰＯ

長いファイルのアセンブルの途中でエラーを発見した時などには，コントロ

ールＣによりアセンプルを終了させることができます。

２。２ オ ブ ジ ェ ク ト の ロ ー ド と 実 行

こうしてできた。０ＢＪファイルは 次のようにして実行します。

ＲＵＮＡｏｆｉｌｅ〔 ．ＺＬＣ 〕，ノ

〔　 〕内はオプションです。

Ｚ　　　　　　 。０ＢＪをロードする前にメモリーをクリアします。

Ｌ　　　　　　 。０ＢＪをロードするだけで実行し｡ないで終ります。

Ｃ　　　　　　 。０ＢＪをロードし，実行せずに ．ＣＯＭ ファイルを作りま

す。 ．ＣＯＭ ファイルは１００Ｈ からはじまるものに限るの

で，（ｘ－ＦＯＲＴＲＡＮ やα－ＣＯＢＯＬ の出力のオブジェク
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卜に対してこのコマンドを用いることは無意味です。

ＲＵＮＡ は実行がはじまると，まず自分自身を使用できるメモリの最も高い

所に移し，次に 。０ＢＪファイルをロードして オプションに従い実行をはじめ

ます。

－ １２２ －



3・ソ ースプログラムの形式

ＡＳＳＭ．ＣＯＭ が理解する 入力フ７イルはＥＤ．ＣＯＭ などで作る最も普

通のテキストフフイルです。１つの行には１つの文が入ります。１つの文は最

大４つのフ４－ルドに分割されます。それはラベル，オペレーション，オペラ

ンド，コメントです。また１行の長さは８０文字までです。

３ 。１ ラ ペ ル フ ィ ー ル ド と ラ ベ ル

ラベルフ ィールドは１行の先頭（ カラム１ ）からはじ まり ます。 ラベルはそ

の行 に対するシンボリックな名でプ ログラム内から参照が可能になり ます。 ラ

‘｀゙ ﾉ` ･は ，アルフ ァ゛ ツトではじまり 任意数の英数字を 用いて 作ります。 ただし

ＡＳＳＭ は ラベルのはじめの５文字しか識別しないので注意 が必要です。

ラ’`゙ ﾉ` ･は ， 空白（ ブ ランク文字 ）で区切られますが，他のアセンブ ラのよう

に コロン（ ： ）で区切るこ ともで きます。

8080 の レ ジスタ名である Ａ ，Ｂ，Ｃ ，Ｄ ，Ｅ ，Ｈ ，Ｌ ，Ｍ ，ＰＳＷ，

ＳＰはラベルとしては使えません。

３ 。２ オ ペ レ ー シ ョ ン フ ィ ー ル ド と オ ペ レ ー シ ョ ン

オペレーションフィールドはラベルに少なくとも１つの空白をおいたカラム

からはじまります。ラベルがない行では，１カラム目を空白として２カラム目

からはじまります。

オペレーションとして用いるのは，8080 アセンブリ言語で定められたニー

モニックと，ＡＳＳＭ．ＣＯＭ で使用可能な擬似オペレーションです。これら

は付表や４章に述べられています。

３ 。３ オ ペ ラ ン ド フ ィ ー ル ド と オ ペ ラ ン ド

オペランドフィールドはオペレーションに少なくとも１つの空白をおいたカ

ラムからはじまります。

オ‘｀゙ランドは各オペレーションの対象となるもので，１つの場合と２つの場

－１２３ －



合があります。オペランドが２つある場合はカンマ ’，’で区切ります。間に

空白を入れていはけません。空白はフィールドの区切りなので，その空白以後

を3.4 で述べるコメントフィールドとして扱うからです。

オペランドとして使用するのは，1. レジスタ名，２．ラベル名，3. 定数，4.

式 などです。

３。３．１ レ ジ ス タ 名

レジスタ名としては，8080 の Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｈ，Ｌ，Ｍ，ＳＰ，

ＰＳＷがあります。ＢＣ，ＤＥ，ＨＬ といったレジスタペア名は，Ｂ，Ｄ，Ｈ

で表わします。

３ 。３ ．２ ラ ペ ル 名

ラー゙ j` ･は ，同じプログラムの内部で定義さ れた値を持って います。 ＡＳＳＭ

はそ の値を オペ ランドとして 用います。

特に8 bit の 値 が必要な時 は， ラベルの値 が－２５６～ ２５５の間でない とエ

ラーとなります。

特別な ラベルの１つ に　 Ｓ　 があります。 Ｓはそ の行現在の命令カウンタの

内容でありその値をオペランドとして使うこ とができます。

３。３．３ 定 数

定数として使えるのは，２進数。８進数，

と ＡＳＣＩＩ 文字列です。数定数はＯ～９，

字をつけてあらわします。

文字

Ｂ

Ｑ，０

ナシ，Ｄ

Ｈ

10 進数，16 進数といった数定数

Ａ～Ｆから作り基数をあらわす文

基数

CＵ

Ｘ
）

Ｏ―

１ ６

使える数字

０，１

０～７

０～９

０～９，Ａ～Ｆ

－１２４ －



＜ 注＞（１） １６進でＡ～Ｆではじまる数は，ラペルとの区別のためその前に

Ｏをつけます。

（2）8 進の○はＯと混同するので，Ｑを用いるべきです。

ＡＳＣＩＩ 文字列は， ’で囲った１文字または２文字です。定数に ’自身を

含ませる場合は ” と２つ並べて ’一字とします。２バイトのＡＳＣＩＩ 文字

列は，8080 の約束に従い，はじめの文字を低位バイト，２番目を高位バイト

に代入します。

８ピットの数として扱う場合，定数の値として－２５６～２５５以外の数を用

いるとエラーとなります。

3｡3.4 式

ラ^ ル゙，定数などを演算子で結合したものが式で，オペランドとして式を用

いることもできます。演算子としては以下のものを用い，計算は２の補数で行

います。

演算子

十

蒼
　
／

和

差

積

商

または正数を表 わす。

または負数を表わす。

を表 わす。

を表 わす。

３
。
３．５ 上 位 バ イ ト 、 下 位 バ イ ト

オペランドの先頭にＩ＜ ’をつけることで、以後で得た数の上位バイトの値

を抽出できます。 ’＞ ’は下位バイトを抽出します。

＜と＞は単項演算子ではないので式の内部で使っても無効です。

3｡4 コメントフィールドとコメント

コメント（ 注釈 ）フィールドは，オペランド（ オペランドのないオペレーシ
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ヨンではオペレーション）フィールドから少なくとも１つの空白をあけたフィ

ールドです。プログラムの注はここに書いておきます。

特に第１カラムがＩ；１または ’共 ’ではじまる行は，コメントとして扱わ

れます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

３。５ 行 番 号

ＡＳＳＭ のソースフフイルは，次のような場合，行番号付きフフイルとして

扱われます。それは１～４カラムに，０～９の数字による番号があり，５カラ

ム目か空白である場合です。この場合，今まで述べた各フィールドはすべて５

カラムずつ右へずれることになります。しかし行番付きのファイルはＥＤ．

ＣＯＭ とはコンパチブルではなく，ソースファイルが大きくなるのであまり勧

めることはできません。

３
。
６ レ ジ ス タ 名 と そ の 値

レジスタ名のＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｈ，Ｌ，Ｍ，ＰＳＷ，ＳＰは，実はそれ

ぞれ　７，０，１，２，３，４，５，６，６，６という値を持って いま す。

これらをその値をもつラベルとして扱うこと，逆にレジスタ名のかわりにＯ～

７の値をもつラベルや定数を用いることができます。しかし混乱を防ぐために

もこれらは勧められません。
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４・ 擬似オペレーション

擬似オペレーションは了センブラを機能的に用いるためのもので次のような

ものがあります。ここでいう＜式＞は，定数，ラベルまたは，それらを十，－，

曇，／，などの演算で結んだものを示します。

4｡１ ＥＱＵ

＜label ＞ ＥＱＵ　＜式＞

＜label ＞ に ＜式＞の値を定義します。＜式＞の値は，その時点で確定し

ている必要があります。また同一のラベルを２ケ所で定義することはできません。

４。２ ０ＲＧ

〔〈 ｌａｂｅｌ＞ 〕 ＯＲＧ　＜式＞

＜式＞の値を命令カウンタに代入します。以後の命令は＜式＞のメモリ番地

以後に作られて行きます。＜label ＞ はオプションです。

＜ 注＞ ＯＲＧ 命令がない場合，オブジェクトはＣＰ／Ｍ で使用する１００ Ｈ

から作られて行きます。

４。３ ＸＥＱ

ＸＥＱ　＜式＞

＜式＞で与えられたメモリ番地からプログラムの実行をはじめることを指定

します。ＯＲＧ と異なり，命令カウンタの値は変わりません。この指示は

ＲＵＮＡ を用いる時に有効です。
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４。４ ＤＳ， ＲＥＳ

〔 ＜ｌａｂｅｌ＞ 〕 ＤＳ　＜式＞

〔 ＜label ＞ 〕 ＲＥＳ　＜式 ＞

＜式＞で指定したバイトだけ命令カウンタを進めて，その領域をプログラム

で用いるために確保しておきます。

4｡５ ＤＢ

〔 ＜label ＞ 〕 ＤＢ　＜式＞〔 ，＜式＞ ，
〕

＜式＞の値の下位８ピットを（ 複数の＜式＞がある時には次々と ）命令カウ

ンタの示すメモリにストアして，メモリ内容の初期化を行います。必要な値は

１バイトなので＜式＞の値は－２５６～２５５の間である必要があります。

4｡６ＤＷ

〔＜label＞〕ＤＷ ＜式＞

＜式＞の値２バイトを命令カウンタの示すメモリにストアして，メモリの初

期化をします。8080 の約束に従い下位バイト，上位バイトの順にストアして

行きます。

４。７ ＤＤＢ

〔 ＜ｌａｂｅｌ＞ 〕 ＤＤＢ　＜式＞

＜式＞の値２バイトを命令カウンタの示すメモリにストアしてメモリの初期

化をします。ＤＷと異り上位バイト，下位バイトの順にストアして行きます。

－１２８ －



４．８ ＡＳＣ　 ＡＳＣＺ

〔 ＜label ＞ 〕

〔 ＜label ＞ 〕

ＡＳＣ　＃ＡＳＣＩ Ｉ　ＳＴＲ ＩＮＧ＃

ＡＳＣＺ　＃ＡＳＣＩ Ｉ　ＳＴＲＩＮＧ井

命令カウンタ以後にオペランドに指定した文字列をストアして行きます。丼

はストリングの区切り文字で，ストリングに含まれていない任意の文字が使え

ます。ＡＳＣＺでは文字列の後に更に００を ストアします。それを用いて文字

列の区切りを示すことかできます。

４．９ ＡＳＣＦ

ＡＳＣＦ　Ｏ ま たは　ＡＳＣＦ　Ｉ

ＤＢまたはＡＳＣ 命令のリストの時 ，ＡＳＣＦ　 Ｏ　としてお くとはじめの４

ノ゙ イ トの表示をしてあとは表示しません。 ＡＳＣＦ　Ｉ　としておけば，すべて

のバイトが表示されます。何 も指定しない と ＡＳＣＦ　 １ が仮定されます。

4｡10 1F 〈式 〉

条件アセンブル機能で，＜式＞の値が０でない時にはＩＦ とＥＮＤＦの間の

文のフセンブルします。＜式＞がＯの時には，ＩＦ とＥＮＤＦ の間の文はアセ

ンブルしません。

4｡ １１　１ＦＬ Ｓ

条件アセンブルで，＜式＞がＯの場合，ＩＦとＥＮＤＦ の間はアセンブルし

ません。そればかりではなく，リストにも出力されません。ＩＦＬＳ命令 は，

＜式＞がＯでもリストにソースプ・ グラムを出力させるオプションです。
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4｡ １２ ＣＯＰＹ

ＣＯＰＹ　　＜フ ァイル名＞

他のディスクフ７イルを読んで，あたかも１つのフ７イルのフセンブルのよ

うにする命令です。フ７イル名の拡張子は ．ＡＳＭ を仮定しています。

注意すべきことは，ＣＯＰＹ で 読み込むフ７イルにＣＯＰＹ命令があっては

いけないことです。

フフイル名には：で区切ってドライブ名を付けることができます。

4｡ １３ ＮＬ ＳＴ と Ｌ ＳＴ

ＮＬＳＴ 命令以後のリストへの出力を停止します。ＬＳＴ 命令でリストへの

出力を再開します。

4｡ １４ ＴＩＴＬ ＜１ 行 目 μV 〈2 行 目 〉

ＡＳＳＭ の実行時にＰオプションをつけると，リストはページごとに行なわ

れますが，この命令で各ページの１，２行目に出てくるタイトルをセットする

ことができます。

4｡ １５ Ｐ Ａ ＧＥ

ＡＳＳＭ の実行時にＰオプションをつけると，リストはページごとに行なわ

れます。ＰＡＧＥ命令は強制的に改ページをさせるために用います。

4｡ １６ Ｅ Ｎ Ｄ

ＥＮＤ 命令は，ソースプログラムの終りを示しＡＳＳＭ はこれ以後のアセン

ブルを行いません。しかし，フ７イルそのもののエンドオブフ７イルでもアセ

ンブルを終えるので，ＥＮＤ 命令はあまり用いられません。
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５・ エラーとメッセージ5.1

アセンブラ起動時のエラー．
アセンブラを実行する段階やオプションを解釈する段階でエラーを発見する

と，次のようなメッセージをコンソールに出力してＣＰ／Ｍ システムにもどり

ます。

ＥＸＰＥＣＴＥＤ　ＮＡＭＥ

ＡＳＳＭ で指定したファイルがない。

ＩＬＬＥＧＡＬ　 ＯＰＴＩＯＮ

ＡＳＳＭ で指定したＳオプションがおかしい。

91

92

93

94

95

96

97

フフイルの大きさが大きくならない。→デ４スクスペースの不足。

フ７イルが書けない。→デ ィスクスペースの不足。

フフイルのオープンができない。

ディレクトリーが作れない。→ディスクスペースの不足。

フフイルが見つからない。

フフイルはすでにオープンされている。

書かれていないデータを読もうとしている。

５。２ 構 文 上 の エ ラ ー

実際にアセンブルしている間に発見したエラーはリストとエラーフフイルの

両方に出力されます。パス１実行中で発見したエラーは再びパス２でも出力さ

れるので注意が必要です。

オペランドにエラーがある場合は，そのオペランドに対して０が与えられま

す。オペレーションにエラーがある場合は，命令のバイト数が不定なので，３

バイトのＯが出力されます。
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エラーの種類は１文字のエラーコードで知ることができます。

エ ラ ー

コ ー ド　　　　　　　　　　　 意　 味

Ａ　　　　オペランドのエラー。多くは，数定数に正しくない字を使ったり

数字ではじまるラベルを使った時で，時には，ＡＳＣ ¨ＩＡ ’１’

とストリングのデリミタの誤りなどがあります。

Ｄ　　　　ラペルの二重定義。 ＡＳＳＭ ではラベルの識別を最初の５文字で

行っていることに気をつけなくてはなりません。

Ｌ　　　　ラベルフィールドにエラーがあることを示します。例えば，１カ

ラム目に数字があるものなどです。

Ｍ　　　　ＥＱＵ命令にラベルがない時に起ります。

Ｏ　　　　オペレーションコードの誤まりです。

Ｒ　　　　レジスタ名が必要なのに，それが正しく与えられていません。

Ｓ　　　　ＡＳＳＭ には全く理解できない構文です。

Ｕ　　　　ラベルが未定義です。ＥＱＵ，０ＲＧ，ＤＳ，ＲＥＳ，ＩＦの＜式＞

は，必ず値が確定していることか必要です。

Ｖ　　　　オペランドで使う数の範囲と＜式＞の値が正しくありません。例

えば，８ピットのレジスタには－２５６～２５５の数しか入れるこ

とはできません。
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